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(S 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止）が描かれ 
ています。 

♦記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電源プラグを コンセント か 
ら巧く）が描かれています。 

A 記号は注意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的なま意内容(左図の場合は指をはさまれないようにま 
意)が描かれています。 



安を上のごミ主意 


ご使用の前に、この「を全上のごま意」をよくも'読みになり、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られる場所に保証書と共に必ず保管してください。 


絵表のについて 


この「を全上のごま意」は、製品をを全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害 
財産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵ま示をしています。内容をよく理解してか 
ら本文をお読みください。 


A 警告 


A 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 
t または重傷を負う可能性が想定される内容を示して 
います。 


> この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷 

^ 害を負う可能せが想定される内容および物的損害のみ 
' の発生が想定される内容を示しています。 


® 處瓜 
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電源プラグをコン 
セントから抜く 
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(§) 

水場での使用禁止 



♦万一、煙が化ている、変なにおい节音がするなどの異常状態のまま使 
用ずると义楽-感電の原因となりまず。ずぐに本磯の電源スイッチを 
切り、おず電源プラグをコンセントから抜いてください。 煙が化な< 
なるのを確認して販売店に修理をご依頼ください。 

♦ 本機の開□部などか6内部に金属類や燃えやずいものなどの異物を 
差し込んピリ、落し込んだり、水を入れないでください。义災■感 
電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではごま意ください。 
万一、本機の内部に水や異物が入った場合は、まず本機の電源スイッ 
チを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご速船くださ 
し、そのまま使巧すると义災-感電の原因となります。 

♦ 電源コードの上に重いものをのせたり、電源コードが本磯の下敷じな 
らないようじしてください。電源コードに傷がついて、义楽■感電の 
原因となりまず。電源コードの上を敷物などで覆うことじより、それ 
に気付かず、重い物をのせてしまうことがあります。 

♦ 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に巧げたり、ねじったり、 
引っ張ったり、熱器具におづけて力□熱したりしないでください。コー 
ドが破損して、义楽-感電の原因となりまず。 

♦ 電源コードが傷んだら(お線の露化、断髓など)販売店に交換をご依頼 
ください。そのまま使巧すると义楽-感電の原因となります。 

♦万一、本機を落したり、キャビネットを破損した場合は、本磯の電源 
スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡 
ください。そのまま使巧ずると义楽-感電の原因となります。 

♦電源プラグをがく時は、電源コードを引っ張らないでください。コー 
ドが傷つき、义楽-感電の原因となることがあります。おずプラグを 
持って抜いてくだきい。 


♦ 謡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因とな 
ることがあります。 


♦ 雷が鳴り化した6、電源プラグじは触れないでください。感電の原因 
とな y ます。 


♦ 本機に付属している電源コードのみ使巧してください。他の機器の電 
源コードを本磯に使用しないでください。また、付属の電源コードは 
本機たが卜には使用しないでください。電流容量などの違い(こより义災 • 
感電の原因となります。 


♦ 風呂場や窓ぎわで雨などがかかるおそれのある所等の水滴がかかる場 
巧では使用しないでください。义楽-感電の原因となります。 


♦ 本磯に水が入ったり、俯らさないようにごま意ください。义炎-感電 
の原因となりまず。雨天、峰雪中、海岸、水辺での使用は特にごま意 
ください。 





















A 

整化 


(S 


♦ 表示きれた電源電圧(交茄100ボルト） W 外の電圧で使巧しないでく 
ださい。义災-感電の原因となります。 

♦本機を使用できるのは日本国内のみです。電源周波数は日 OHz 地域 
または目 OHz 地域でご使用できまず。船舶などの直流 (DC) 電源には 
接続しないでください。义楽の原因とな y ます。 

♦ 本禮の開□部をふさがないでください。開□部をふさぐと内部に熱が 
こもり、义災の原因となりまず。本機には、内部の温度上昇を防ぐた 
め、ケースの上部や底部などじ開□部があけてありまず。ホのような 
使いちはしないでください。 

•本機をあお向け皆横倒し、逆さまじする。 

• 本禮を押し人れ、専用のラック W 外の本箱など風通しの悪い薇い戸斤 
じ押し込む。 

• テープルク□スをかけたり、じゅうたん、布回の上において使用ずる。 
• 本機の上に物を置く。 

♦ 本機の上にろうそく等のがが発生しているものを置かないでくださし、 
义災の原因じなりまず。 

♦本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った 
容器や小さな金属物を置かないでください。こぼれたり、中に入った 
攝合、义災-感電の原因となりまず。 

♦ エアコンの下に置かないでください。エアコンか6か滴が滴下した場 
合、汚損-故障-义楽-感電の原因となりまず。 


か解禁止 


♦本機の裏ぶた、キャビネット、カバーは給対外さないでください。内 
部には電圧の高い部分があり、感電の原因となりまず。内部の点お- 
整備-修理は販売店【こご依頼ください。 

♦ 本機を改造しないでください。义が-感電の原因となります。 


A 

ま意 
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运 

電減プラグをコン 
セントから抜く 
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♦ オーディオ機器を接続ずる場合は、各々の機器の取撒説明書をよく読 
み、電源を切り、説明に従って接続してください。また、接続は指走 
のコードを使用してください。指定 W 外のコードを使用したり、コー 
ドを延長したりずると発熱し作けどの原因となることがあります。 
♦電源を入れる前(こは、音量(ボリューム）を最ル(こしてください。突然 
大きな音がでて聴力障害などの原因となることがあります。 

♦ 長時間音が歪んだ状態で使わないでください。スピーカーが発熱し、 
义榮の原因となることがあります。 


♦ 電源のスイッチを切っても電源からは完全に適断されていません。 
万一の事故防止のため、本製品を電源コンセントのおくに置き、ずぐ 
に電源コンセントからプラグを抜けるようにしてご使用ください。 

♦ 旅行などで長期間、この機器をご使用じならない時は安全のため必ず 
電源プラグをコンセントから抜いてください。 

♦ お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜いて巧って 
くた‘さい。 

♦移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセン 
卜から抜き、機器間の接続コードなど外部の接続コードを外してから 
巧ってください。コードが傷つき、义災■感電の原因となることがあ 
y ます。 


♦ 調理台や力□湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所や湿気やほ 
こりのをい場所に置かないでください。义災-感電の原因となること 
があります。 

♦ ぐ6ついた台の上や傾いた所など不安をな場所や振動のある巧に置か 
ないでください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあ 
りまず。 

♦ 次のような異常に温度が高くなる場所に放置しないでください。キャ 
ビネ、ソトや部□ちに悪い影響を与え、义災の原因となることがあります。 
• 窓を閉めきった自動車の中 
• 直前日光が当たる塌所 
• 义や暖房器具など熱を発生する機器の近く 

♦ 本機の上に重いものや外枠か6はみ化るような大きなものを置かない 
でください。パランスがくずれて倒れたり、落下して、けがの原因と 
なることがあります。 

♦ 本機の上にテレビやオーディオ磯器などを載せたまま移動しないでく 
た’さい。倒れたり、落下して、けがの原因となることがありまず。 

♦本機に乗ったり、ぶら下がったりしないでください。特にお子様じは 
ごミ主意ください。倒れたり、こわしたりして、けがの原因となること 
がありまず。 


♦ 5 年に一度くらいは機器内部の掃除を販売店などじご相談ください。 
機器の内部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしないと义炎节巧 
障の原因となることがありまず。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に 
行うと、より効果的です。なお、掃除費用(こついては販売店などにご 
相談ください。 
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この度はマランツ製□□□をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

本製品をご使巧いただく前に、この取扱説明書をお読みいただき、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、 r 保証書」とともに大切に保管してください。 


■ 付属品の確認 

ご使用の前に下記の付属□ちがぞろっていることをご確認ください。 
• リモコン . 1個 

. 電弛(単 4). 2個 

• 電源コード . 1本 

• AM ループアンテナ . 1個 

• FM アンテナ . 1個 

• マイク . 1個 

• ワイ中レスレシーバー RX 101. 1個 

• 取撒説明書(本書） . 1冊 

• 保証書(箱に貼付） . 1枚 
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画本機の主な特長 

I Dolby Pro Logic Ilz 


本機は 、 Front height スピーカーを使用することに 
より今までの水平方向の音場に垂直方向の表現力 
を力□えた Dolby Pro Logic Iz デ〕ーダーを搭載 
しています。 


■ HD 才ーディオデコーダー 搭載 

本磯には、32 bit 最新 DSP と1驼 kHz /24 bit 
D / A コンバーターを探用した高音質 HD オーディ 
オデコーダーが搭載されていまず。従来のサラウン 
ドフォーマツトにがえて、团 u-ray Disc に収録され 
ている最新のサラウンドフォーマツトも忠実に再生 
しまず。 

• Dolby TrueHD 

• Dolby Digital Plus 

• DTS - HD(Master Audio , Hi-Resolution Audio ) 


■ Audyssey MultEQ® 

才ートセットアップシステム 

付属の Audyssey せ製高性能マイクを使い、視聴 
エリア内の目ヶ所の視聴位置でスピーカーの特性 
とリスニングルームの特性を測定したデータを、高 
性能 DSP にて分析、演算処理をおこないリスニン 
グルーム全体を複数のリスナーに対し、最適な視 
聴環境になるようじ周波数特性を補正ずるオート 
セツトアップ機能を搭載しました。 


■ Audyssey Dynamic EQ™ 

Audyssey Dynamic EQ は、人間の聴覚作部屋の 
音響特性を考慮し、ボリュームレペルを下げた際 
に発生する音質の低下を防く’技術です。 

Dynamic EQ は 、 Audyssey MultEQ 技術と連動ず 
ることにより、すべてのボリュームレベルに対して 
最適なバランスの音質をずべてのリスナーに提供し 
まず。 


■ Audyssey Dynamic Volume™ 

Audyssey Dynamic Volume は、テレビや映画な 
ど再生されるコンテンツ内におけるボリュームレべ 
ルの変化(静かな音のシーンと大きな音のシーンの 
間など）をユーザーの好みのボリューム設定値に自 
動的に調整ずる技術です。また 、 Dynamic Volume 
は Audyssey Dynamic EQ の技術をアルコリズム 
の中に取り入れること(こよりボリュームレベルの調 
整時やテレビチヤンネルの切り替え時、ステレオコ 
ンテン、ソからサラウンドコンテンツなどの切り替え 
時でち低域特性や音質バランス、サラウンド効果、 
ダイア□グの明輸さを保っていまず。 


■ パイパワ ー 7 チャンネルアンプ 

大型電源トランスや大容量コンデンサじよる強力 
電源に支えられた、全チャンネル同ーパフォーマン 
スの八イパつ一 、ワイドレンジのディスクリートア 
ンプを搭載しました。映画-音楽を問わず、優れ 
たスピーカードライブ能力を実現していまず。 


■ HDMI 端子の搭載 

本磯は W 下の機能(こ対応した HDMI 人化力端子を 
搭載していまず。 

• Deep Color 

• Dolby TrueHD 

• DTS-HD Master Audio 
• スーパーオーディオ CD 

• DVD 才ーディォ 

また、本機には HDMI 化力端子が2系統(選択ま) 
搭載されており、モニターとプ□ジェクターを同時 
じつないだ状態で容易(こ切り替えることができます。 


■ ビデオコンパーター 

デジタル処理によるビデオコンバーターを搭載しま 
した。ビデオ/ S - ビデオーコンポーネント^ HDMI 
へアップコンバートできます。コンポーネントービ 
デオヘダウンコンバートも可能でず。 


を 

部 

の 

を 

お 

基 

本 

接 

続 

ま 

本 

操 

作 

応 

用 

接 

続 

シ 

ス 

テ 

セ 

ツ 

卜 

ッ 

巧 

用 

操 

作 

困 

た 

と 

ぎ 

は 

そ 

の 

他 


2 


■ ビデオスケーラー 

高精度 lObit スケーラーにを搭載しました。 

アナ□グビデオ端子[こ入力された480 i / 480 P / 
720 p /1080 i 信号を108 Op までアップスケーリン 
グして HDMI へ化力ずることが巧能です。 


■ I/P コンパーター 

高性能 I/P (インクーレース/プ□グレッシブ）コン 
パーターを搭載しました。本機に入力される 48 Oi 
のコンポジット、 S - ビデオ、コンポーネントビデオ 
信号を高速で正磕な I / P 変換をおこない、コンポー 
ネントの映像化力端子へ高品質でスムーズな 480P 
巧像を化力します。 


■ GUI 機能 

セットアップメニューに GUI (グラフィカルユー 
ザーインターフェース）を探用しました。 

スピーカーセッ トアップやアコースティックイコラ 
イザーのセットアップメニューでは、美しい 3 D グ 
ラフイ、ソクイメージによるセツトアップが可能で 
ず。 


■ 広巧巧コンポーネントビデオセレクター 

コンポーネントビデオ信号に対して入力を3系統、 
化力を1系統設けました。八イビジョン信号等の広 
帯域 (80 MHz (- 3 d 己)）な映像信号じ対応しまず。 


■ M-XPort 

(Marantz-eXtension Port) 

拡張性に優れたマランツ独自の M - XPort を搭載し 
ました。本機には目 luetooth オーディオと赤外線 
リモコン受信部として使用できるワイヤレスレシー 
；\- RX 101 を付属しています。 


■ USB 端子 

本機の USB 端子には第5世代 W 降の iPod および 
iPod nano'iPod classic'iPod touch'iPhone を接 
続できまず。 iPod から音声がデジタル ( LPCM ) 伝 
送されるため、本機を通してより高音質で再生ずる 
ことができまず。また、 US 巨メディアを接続ずると 
MP 3、 AAC 、 机 MA および邮 AV フォーマツトで記 
録されたコンテンツを再生することができまず。 


■ M-DAX(Marantz-Dynamic Audio 
expander) 搭載 

MP 3 や AAC 等の非可逆圧縮によって失われた音 
域成分を補う M - DAX 機能を搭載しました。 


■ DC 卜 U ガー出力 

電動スクリーンや電動力ーテンなど、に V (ボルト） 
DC トリガーで動作ずる機器の操作がおこなえま 
す。 


■ RS-232C コントロール端子}!載 

RC 9001/ RX 900 1等の外部機器にょる〕ント 
□ールに対応します。 


■ マルチゾーン機能 

メインソーンに化えて2つの別室で使用できるソー 
ン化力端子を備えていまず。またゾーン A でコン 
ポーネントビデオを選択できるビデオセレクター機 
能を備えていまず。 


その他の特長 


• 19之 kHz /24 bit A / D コンバークーをアナ□グ入 
力用に探巧 

• L/R 2チャンネルスピーカーでちサラウンド効 
果を楽しめるバーチャルサラウンド機能 

• 音楽再生時に映像化力を停止させる、ビデオオ 
フモード 

• 液晶表示付きフルパックライトリモコン 
(ラーニング&マク□機能付き） 

• 環境に配慮した待機電力低減モード 

• フ□ントパネルに力ーソルボクンを搭載 

•へ、ソドホンで優れた頭外を位感を実現ずるドル 
ピーへ、ソ ドフォンを搭載 

• CD プレーヤーや DVD プレーヤーとのデジタル 
接続で HDCD ソフトが再生できる HDCD デコー 
ダーを搭載 







I ご巧用の前に 


ごほ用いただく電源電圧.周波数 


• 電源電圧は、交流10 0 V をご使用くだきい。 

• 電源周液数は、日 OHz 地域または目 OHz 地域でご 
使用できます。 


設置についてのごを意 


本機を未すくくご使巧いただくためじ、次のような場 
所には設置しないでください。 

• 直射日光が当たる所 
• 嚴房器具など熱を発生ずる機器におい所 
• 湿気の多い所节風通しの悪い所 
• ほこりの多い巧 
• 振動のある所 

• ぐらついた台の上や傾刹のある不安定な巧 
• 窓ぎわで雨などがかかる恐れのある所 
. アンプ等の発熱の多い機器の上 
放熱のため、本機を下國のとおりに壁作他の機器 
等から離して設置してください。 



■ 上に物をのせない 

本機の上に物をのせて放熱を巧げると、事故节故 
障の原因にな U ます。 

局ミ旦ま意 

使用中および使用直後は，操作部、後面接続端子 
部 W 外の部分は高温になっているので手をおれない 
でください。やけどの恐れがあり，危おでず。 

特に高温を意マークのある面及びその周辺は高温 
になりますので絶対に触れないでください。 


フロントパネルドアの開巧 


本機の操作をフ□ントパネルドアの内部じあるボタ 
ンで操作したい場合、パネルの下側を押してパネル 
ドアを開けてください。 

ボクンを使用しないときは、パネルドアを閉めてお 
いてください。 

^ごミ主意 

パネルドアとパネルの間に指をはさまないよう(こ注 
意して<ださい。 



モコンのほ用にごいて 


■ リモコンに電池を入れる 

付属のリモコンを最初にご使用になる前に、リモコ 
ンじ電池を入れてください。 

付属の電池はリモコンの動作確認用でず。 

1 . 電池カバーを外します。 

2 . 電池を極性表示(©プラスと©マイナス）に 
注意し、表示とおりに正しく装着します。 

3 . 電池カバーを元に戻します。 




電池の取り扱いについて 

電弛を誤って使用ずると、液もれや破裂、腐食な 

どにより、义雖、けがや周囲を汚損する原因とな 

ることがありまず。 

以下のを意をよく読んでご使用<ださい。 

• 電池のプラス®とマイナス©の向きを機器の 
表示とおり正しく人れてください。 

• 電池は同じ形状のものでも電圧の異なるものが 
ありまずので、指を W 外の電弛は使用しないで 
ください。また、新しい電池と古い電池を混ぜ 
たり、種類の違う電池を混ぜたりして使用しな 
いでください。 

• 電池は充電しないでください。 

• 電池はお子様节幼児の手の届かない場所に保管 
してください。誤って飲み込んでしまった場含 
は、ただちに医師の診断を受けてください。 

• 電池は金属性のボールペン、ネックレス、コイ 
ン、ヘアーピンなどと一糖に携帯、保管しないで 
ください。 

• 長期間 （1 ヶ月 W 上）リモコンを使用しないとき 
は、電池の液もれを防ぐために電池を取り化し 
ておいて<ださい。もし、電弛が液もれを起こ 
したときは、素手で液(こさわらずに、ケース内に 
付いた液をよく H き取ってから新しい電池を入 
れてくだぎい。この際、液が皮膚作を服に付着 
ずると乂傷ずる恐れがありますので、取り撒い 
には十分ごミ主意ください。誤って液が付着して 
しまった場合は、ただちじか道水で洗浄し医師 
の診断を受けてください。 

• 電池は化熱したり、分解したり、义节かの中に入 
れないでください。 


• 不要になった電池を廃棄ずる場合は、テープ 
などで絶禱をし、お住まいの地方自治体の指 
示(条例）に従って処理してください。 

• 電池は火のそば皆直射日光の当たる巧、炎天 
下の車内、熱器具の近くなど高温の場所に置 
かないでください。 


■ リモコンの動作轟囲 

リモコンじよる本機の操作可能範囲は下國のとお 
りでず。 



リモコン 


使用上の注意 

• リモコンの受光部に直射日光やインバーター堂 
光ななどの強い光を当てないでください。リ 
モコンが操作できない場合があります。 

• リモコンを操作ずると、赤外織で操作ずる化の 
機器を誤動作させることがありまずのでごま意 
<ださい。 

• リモコンとリモコン受信部の間に障害物がある 
と操作できません。 

• リモコンの上に物を置かないでください。ポク 
ンが押し続けられた状態になり、電池が消商し 
てしまうことがあります。 
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I _ 各部の名跡 


フロントパネル 


①③ 



③®⑤®@ ® ® @⑩®®贷)咬 


n lar am 


ソ j — •咽。] 

tiTgH i—r ," を 






■O d W & W 體％ 




O a 國轉 I 、磯 ', 喔©©參 


感®感）被 麵 



① POWER ON / STANDBY ボタン 
STANDBY インジケーター 

電源の人/切(待機状態）を切り替えます。ボ女ン 
を巧ずと電源が入りまず。 

もう一度押ずと、待機状態 ( STAND 巨 Y モード）に 
なり STANDBY インジケーターが点なしまず。 

(1 己ページ参照） 

③ INPUT SELECTOR ごまみ 

入カソース機器を選択するとき[こ使いまず。 （1 己 
ぺージ参照） 

⑤ SURR. MODE ボタン 

このボタンを押すと、サラウンドモードが切り替わ 
ります。（38、67ページ参照） 

④ DYNAM に VOL. インジケーター 

Audyssey Dynamic Volume ™ を使用していると 
きに点なしまず。 

感 DYNAM に EQ インジケーター 

Audyssey Dynamic EQ ™ を使用しているとき(こ 
点なします。 


® AUTO ボタン 

このボタンを押すと、オートサラウンドモードにな 
U まず。 

このモードを選択すると、本機は入力信号じ対応 
ずるサラウンドモードを自動的に選択しまず。 

(38、67ページ参照） 

@ PURE DIRECT ボタン 

ソースダイレクト/ピュアダイレクトモードを選択 
します。 （38 ページ参照） 

(D DISPLAY ボタン 

このボタンを押ずと、表示部のディスプレイモード 
を切り替えることができまず。 （38 ページ参照） 

感 MENU ボタン 

このボタンを押すと 、 GUI メニューシステムが起動 
します。に2ページ参照） 

⑩ EXIT ボタン 

このボタンを押すと 、 GUI メニューシステムを終了 
しまず。に2ページ参照） 
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⑩ BAND ボタン 

このボタンを押すと、チューナーの FM と AM が 
切り誓わりまず。 （15 ページ参照） 

⑩ T-MODE ボタン 

このボタンを押ずと、 FM バンドを選択中に、オー 
卜■ステレオ■モードまたはモノ-モードが選択 
できます。 

オート-ステレオ-モードのときは 「 AUTO 」 イン 
ジケーターが点财しまず。 （16 ページ参照） 

⑩ MEMORY ボタン 

このボタンを押すと、チューナーに周波数をプリ 
セットする、または放送局をを入力ずることがで 
きます。 （43 ページ参照） 

@ PURE DIRECT インジケーター 

PURE DIRECT モードを選択しているときに点财 
しまず。 

® CLEAR ボタン 

このボクンを巧すと、放送局メモリ設を、あるい 
はプリセット-スキャンをキャンセルずることがで 
きます。（43、44ページ参照） 

® VOLUME つまみ 

全体的な音量を調整します。このつまみをちに回 
すと音量が大きくなります。 （15 ページ参照） 

贷リモコン受巧部 

リモコンの赤外線信号を受信しまず。 

⑩ AUX INPUT 端子 

ビデオカメラ， ポータブル DVD 、 ゲーム 機等の 巧 
続に使用できます。 

⑩力ーソルボタンけ / ►/▲/▼)/ 
ENTER ボタン 

このボタンを押すと> GUI メニューシステム> USB 
および AM/FM チューナーを操作できます。 
(15,22,43 ページ参照） 


领 USB 端子 

iPod または U 沈メディアを接続します。 （18,45 
ぺージ参照） 

⑩ M に端子 

付属のマイクを使用して，スピーカーの特性を自 
動的に測をおよび補正することができまず。 

に6ページ参照） 

袋 ) PHONES 端子 

へ、ソドホン用のあ続端すです。この端子にヘッド 
ホンを接続すると、スピーカーからの音声は自動 
的に無音じなりまず。 （39 ページ参照） 
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( 19 ) 


( 18 ) 


(1) SP ABC インジケーター 

選がしているスピーカーシステムを表示します。ス 
ピーカーオフ時は A 、 巳, C ともにミ肖のしまず。 
(18,39 ぺージ参照） 

( 2 ) SLEEP インジケーター 

メ インソーンでスリ ープタイマー機能を使用してい 
るときじ点なします。 （41 ページ参照） 

( 3 ) DISP インジケーター 

表示部が';肖の（ディスプレイオフ）状態のときじ点 
のしまず。 （38 ページ参照） 

( 4 ) MULTI AB インジケーター 

マルチソーン機能またはソーンスピーカー機能を使 
用しているときじ点灯します。巧3ページ参照） 

( 5 ) TUNER インジケーター 

AUTO :チュ ー千一せホー トステレオ 
モードのときじ点巧しまず。 
TUNED :放ちを受信しているときに点の 
します。 

ST ( ステレオ）： FM 放ちをステレオで受信して 
いるときじ点のしまず。 

(6) ATT イン ジケーター 

アツテネーシヨン機能を使巧しているときじ点灯し 
まず。 （41 ページ参照） 


( 7 ) PEAK インジケーター 

アナ□グ入力を選択時、入力信号が過大レペルに 
なると点灯しまず。 

このとき、アツテネーシヨン機能を使って入カレべ 
ルを下げてください。 （41 ページ参照） 

( 8 ) V - OFF インジケーター 

ビデオオフ機能を使用しているときじ点财しまず。 
(38 ページ参照） 

(9) A - SURR イン ジケーター 

AUTO SURROUND (才ートサラウンド）モードが 
選択されているときに点财しまず。 （38 ページ参 
照） 

(10) EQ インジケー ター 

HT-EQ (ホームシア女一)モード選択しているとき 
に点なしまず。 （3 T ページ参照） 

(11) NIGHT インジケーター 

NIGHT モード機能を使用しているときじ点なしま 
す。 （39 ページ参照） 

(12) M - DAX インジケーター 

M - DAX 機能を使用しているときじ点なします。 

(39 ページ参照） 

(13) HDMI インジケーター 

本磯が HDMI 接続されているときに点灯します。 


(14) Audyssey インジケーター 

EQ (イコライザー)モードが" AUDYSSEY "、 
"AUDYSSEY FRONT"、"AUDYSSEY FLAT " のと 
きじ点なします。 （3 目ページ参照） 

( 15 ) DIGITAL インジケーター 

デジタル入カソースが選ばれているときじ点なしま 
す。 

( 16 ) ANALOG インジケーター 

アナ□グ入カソースが選ばれているときじ点财しま 
す。 

(けデジタル信号フォーマット 
インジケーター 

入力されているデジクル入力信号のフォーマット 
を点なしまず。 

□□TrueHD : 

Dolby TrueHD 信号が入力されているときに点な 
しまず。 

□□DIGITAL : 

Dolby Digital 信号が入力されているとき(こ点财し 
ます。 

□□DIGITAL PLUS : 

Dolby Digital Pius 信号が入力きれているときに点 
财しまず。 

□□DIGITAL EX : 

Dolby Digital EX 信号が入力されているときに点财 
します。 

dts : 

d ね信号が入力されているときに点なします。 

dts ES : 

dts - ES 信号が入力されているときに点灯します。 

dts-HDMSTR : 

dts-HD Master Audio 信号が入力されているとき 
に点なしまず。 

dts-HD HIRES : 

dts-HD High Resolution Audio 信号が入力されて 
いるときじ点财します。 

dts 96/24 : 

dts -96/24 処理が施された dts 信号が人力されて 
いるときじ点财しまず。 

HDCD : 

デジタル人力で HDCDCHigh Definition Compatible 
D 间ね I )信号が入力されているときに点灯しまず。 


PCM : 

PCM (Pulse Code Modulation ) 信号が入力されて 
いるとき(こ点なしまず。 

DSD : 

DSD (Direct Stream Digital ) 信号が入力されている 
ときに点财しまず。 

AAC : 

USB メディアで AAC フォーマツトのファイルを 
再を中または AAC 信号が入力されているときに点 
なしまず。 

WMA : 

USB メディアで机 MA フォーマツトのファイルを 
再生中に点なしまず。 

MP3 : 

USB メディアで MP 3 フォーマツトのファイルを 
再生中に点なしまず。 

(18) プログラムチャンネルインジケーター 

人力されたデジクル人力信号のチャンネルを点财 
しまず。 

• 2 ch 信号が入力したとき丄、 R が点财します。 

• 5.1 ch 信号が入力したとき丄、 C 、 R 、 S し SR 丄 FE 
が点なします。 

• Dolby Digital EX または DTS - ES 信号が人力した 
とき丄、 C 、 R 、 SL 、 S 、 SR 丄 FE が点灯します。 

• 7.1 ch 信号が入力したとき、し C 、 R 、 SL 、 SR 、 
S 目し S 目 R 、 LFE が点财しまず。 

• 上記 W 外のチャンネルが含まれている場含 、 exi 
または ex 2 が点财します。 


詳細は、目7ページの r 使用ずるサラウンドモードと 
人力信号じついて」をご覧ください。 

〔ご’注意 ) 

• 本機が Do 比 y TrueHD をデコードしていると 
き、使用中のスピーカーのチャンネル数に応 
じて入力信号のステータスカす表示されます。 
し（：、1^、3し8反、5\¥の5.1浊のスピーカーシ 
ステムを使用している場合、 7.1 ch の信号力 f 入 
力されたときでも、 " SBL "、“ SBR " および" S " 

インジケーターは点灯しません。 

(19) メインインフオメーシヨン表巧 

人カファンクション、サラウンドモード、ボリュー 
ムや受信周波数等を表示しまず。 



















































































































モコン 


付属のリモコンはユニバーサルリモート.コント 
□ ーラーでず。 

POWER 價源）ボタン、数字ボタン、操作ボクン 
は本機だけではなく、様々な AV 機器に使用でき 
ます。 


の POWER ON / STANDBY 
ボタン 

(アンプモード選択時） 

本機の電源をオン/オフ（待機状態）するときじ巧 
します。 

(1 已ページ参照） 

回 Z . SPKR ボタン 

ソーンスピーカー A をオン/オフするときに押しま 
す。 （53 ページ参照） 

团 ZONE A / B ボタン 

ソーン A または巨をオン/オフするときじ巧しま 
す。 

(53 ページ参照） 

团 7.1 ボタン 

7.1 チャンネル人力の選択および解除するときじ押 
します。 （40 ページ参照） 

固 SPKR A / B ボタン 

フ□ントスピーカー A 、 巨を切り替えるときに押し 
まず。 

ボタンを押すたびじ次のように切り替わります。 

A 一 B 一 A+B 一 OFF 一 A 

固 MUTE ボタン 

音声をミュート(消音)するときじ押します。 

(1 日ページ参照） 

囚ライトボタン 

リモコンのパックライトを点なさせたいときに押し 
まず。巧目ページ参照） 

固 VOLUME +/— ボタン 

音量を調節するときに押しまず。 

(15 ぺージ参照） 
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各部のを称 


回 SURR ボタン 

( USB モード W 外を選択している場合） 

サラウンドモードを選択ずるときに押します。 

(38、67ページ参照） 

( USB モード選択時） 

次のページを選択するときに使いまず。 

圆 INFO ボタン 

(アンプモード選択時） 

本機の設定をモニターじオンスクリーンディスプレ 

イ表示しまず 0 

(チユーナーモード選択時） 

プリセツトメモリーされた放送局の一覧を表示しま 
す。 （43 ページ参照） 

( USB モード選択時） 

iPod 操作中に、リスト画面とステークス画面を切 
リ曽えまず。 

面]力ーソルボタン/ ENTER ボタン 

本機や DVD プレーヤーなどのカーソルを操作しま 
ず。 

(チューナーモード選択時） 

PRESET +/— (プリセツト）ボタン 

プリセツトメモリーされた放送局を選択するときに 
押します。 （43 ページ参照） 

TUNE ▲/▼ボタン 

受信周汲撒を調整するとき[こ押しまず。 

(1 目ページ参照） 

回 EXIT / MEMO ボタン 

(アンプモード選択時） 

本機の GUI メニューシステムを終了ずるときに押 
します。（：22ページ参照） 

(チユーナーモード選択時） 

プリセツトチャンネルを登録するときじ押しまず。 
(47 ページ参照） 


回コント□—ルボタン 

再生、停止、一時停止や各ソース機器を操作ずる 
ときに押しまず。 

(チユーナーモード選択時） （15 ぺージ参照） 
T . M 0 DE (チユーナーモード）ボタン 

FM 放送受信中にオートステレオまたはモノラルを 
選択ずるときに押しまず。 

才ートステレオ-モードの場合は 「 AUTO 」 表示が 
点なします。 

P . SCAN {プリセットスキヤン）ボタン 

プリセット-スキャンを開始するときに押します。 

BAND (バンド)ボタン 

ラジオの帯域 ( FM / AM ) を選択ずるときじ押しま 
す。 

F . DIRECT (周波数ダイレクト）ボタン 

受信周波数を数字キーを使用して、直接入力ずる 
ときに押しまず。 

T . DISP 、 PTY 、 P . LOCK ボタン 

本機では使巧しません。 

( USB モード選択時） （45 ぺージ参照） 

■■ボタン 

一時停止しまず。 

►ボタン 

再生します。 

■ボタン 

停止します。 

w / w ボタン 

前または次のファイルを再生します。 

♦</ ►►ボタン 

早戻しまたは早送りします。 

圆 REPEAT ボタン 

DVD プレーヤーなどの機器でリピート（繰り返し） 
を選択するときに押します。 

画 RANDOM ボタン 

DVD プレーヤーなどの機器でランダム(任意）を選 
択ずるときに押しまず。 


画テレビコントロールボタン 

テレビやモニターの揉作（電源および人力切り替 
え）ができます。 

















































































各部のを称 


回 BASS / CH +/—ボタン 

(アンプモード選択時） 

低音を調整ずるときじ押しまず。 （1 日ページ参照） 

( TV 、 DSS モード選択時） 

チヤンネルを選択ずるときに巧します。 

(54、日6ページ参照） 

画 TREBLE +/—ボタン 

(アンプモード選択時） 

高音を調整ずるときじ押しまず。 （1 日ページ参照） 

画 CLR / T . TONE ボタン 

チューナーなどのメモリーを消去するときじ使用し 
ます。 

(アンプモード選択時） 

テストトーンメニューを選択するときに使用しま 
ず。 （3 日ページ参照） 

國数字ボタン 

ソース機器にトラックなどの番号を設定ずるときに 
押しまず。 

リモコンがアンプモード(こ設をされている場含、こ 
れらのボクンを用いて W 下の操作ができます。 

(アンプモード選択時） 

1 / AUTO ボタン 

オートサラウンドを選択ずるときに押します。 

(38 ページ参照） 

2/ STERE 0 ボタン 

STEREO モードを選択するときに押します。 

3/ P . DIREC：T ボタン 

ソースダイレクトまたはピュアダイレクトを選択ず 
るときに押します。 （38 ページ参照） 

4/ SLEEP ボタン 

スリープタイマー機能を設をするときじ押しまず。 
(41 ページ参照） 

5/ M - DAX ボタン 

M - DAX 機能を選択ずるときに押しまず。 

(39 ページ参照） 


6/ EQ ボタン 

Audyssey ® モードを選択するときじ押しまず。 

(36 ページ参照） 

7 /UP SYNC ボタン 

LIP SYNC (リップシンク）モードを選択ずるときに 
押します。 （4 T ページ参照） 

8/ ISnGHT ボタン 

Dolby Digital 信号を再生中にナイトモードを選択 
するときじ押しまず。 （39 ページ参照） 

9/ D . EQ / V 0 L ボタン 

Audyssey Dynamic EQ / Dynamic Volume モー 
ドを選択ずると きじ押します。 

0 /CH SEL ボタン 

チヤンネルレベルまたは 7.1 CH 入力のレペルを調 
整するときじ押しまず。に4、31ぺージ参照） 

+10/ V . OFF ボタン 

ビデオオフモードを選択するとき[こ押しまず。 

(38 ページ参照） 

圆 M ボタン 

マク□プ□グラムを使うときに使いまず。 

ノーマルモードとマク□モードを切り替えます。 

(59 ページ参照） 

國 MENU ボタン 

(アンプモード選択時） 

本機の GUI メニューシステムを呼び化しするとき 
に押します。に2ページ参照） 

( USB モード選択時） 

iPod 操作中に上位階層に移動します。 

國 TOP ボタン 

(アンプモード選択時） 

本機のセットアップメニューを表示中にトップメ 
ニューに戻りまず。に2ページ参照） 

( USB モード選択時） 

最上位アイテムを表示します。 


國 DISPLAY ボタン 

( USB モード W 外を選択している場合） 

本機のディスプレイモードを選択ずるときに押しま 
ず。 （38 ページ参照） 

( USB モードを選択している場合） 

前のページに戻るとき(こ使います。 

國 INPUTS /▼ボタン 

本機の入カソースを選択ずるときじ押します。 

國 SETUP ボタン 

DVD プレーヤーなどのセットアップをおこなうと 
きじ押します。 

( USB モード選択時） 

iPod 操作中(こダイレクト/リモートモードを切り 
替えます。 


圆 SET ボタン 

このリモコンの学習モードとプリセツトモードを操 
作するときに押します。 （5 目ページ参照） 

國 1/(1) SOURCE ボタン 

DVD プレーヤー等のソース機器の電源をオン/才 
フするときに使います。 

本機の電源をオン/オフするときにも使います。 

國ホが線送信部と学習用センサー 

この部分か6赤外線が送信きれます。本機または 
操作したい機器の赤外線受光部(こ向けて使用して 
ください。 

学習機能を使用するときは、この部分に他のリモ 
コンのホ外線送信部分を向けて使用してください。 
(57 ページ参照） 


國ソース ボタン 

ソースボクンを1回押ずと、このリモコンの操作 
モードが選択した機器に切り誓わりまず。 

ソースボタンを2秒 W 内に2回続けて押ずと、本 
機の入カセレク女一が蛮わりまず。 


〔ご注意 


• 本機の操作をおこなうには AMP ボタンを押 
してください。（アンプモード） 

國 ATT ボタン 

アナ□グ入力樹こ入カレベルを減衰させたいときに 
押します。 

PEAK インジケーターが点财ずる場含、この機能 
を使用してください。 （41 ページ参照） 


广巧理 hi/l hi/l の/1 iWi hi7i S 
Ml l/l\l l/N l/N l/l\l 

I , 


IT 

国函 


画 


國 LEARN インジケーター 

リモコンが学習モードのときじ表示されます。 


國 MACRO インジケーター 

リモコンがマク□学習モードのときに表示されま 
す。 



國 A / D ボタン 

HDMI 、 デジタルおよびアナ□グ人力を一時的に切 
り替えるときに押しまず。 （40 ページ参照） 

國 HDMI ボタン 

HDMI 化力1と2を切り替えまず。 


國インフオメーシヨンディスプレイ 

操作対象のソース機器名作リモコンのモードを表 
で C しまず。 

國 S インジケー ター 

各ボタンが押されてリモコンが信号を送信している 
ときじ表示されます。 
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o デジタルオーディオ入力端子 

デジクル機器 ( DVD 、 CD 、 MD 、目 S チユーナー等)の 
デジタル信号化力端子に接続しまず。接続ずる機 
器の化力端子の種類に合わせて使用してください。 
入力端子は INPUT SETUP にて蛮要することがで 
きまず。 （11,23 ページ参照） 

〇デジタルオーディオ出力端子 

デジクル録音機器に D レコーダー、 MD レコーダー 
等）またはゾーン目用のアンプの光デジクル信号入 
力端子に接続します。（11,20ページ参照） 

e HDMI 入力端子 

HDMI 化力端子付きの Blu-ray Disc プレーヤーや 
DVD プレーヤーと接続しまず。 （13 ページ参照） 

〇 HDMI 出力端子 

HDMI 入力端すがきのモニクーやプ□ジエククーと 
接続します。 （13 ページ参照） 

0 COMPONENT VIDEO 入力端子 

コンポーネントビデオ出力端子付きのビデオ觸器 
と接続しまず。 （12 ページ参照） 


〇 COMPONENT VIDEO 出力端子 

コンポーネントビデオ人力端子付きのモニターやプ 
□ジエクターと接続しまず。 （12 ぺージ参照） 

〇映像信号用端子 

ビデオ觸器のビデオ端子と接続します。 

(にぺージ参照） 

Q モニター用映像出力端子 

モニクー节プ□ジエクターのビデオ入力端すと接続 
しまず。 （12 ページ参照） 

〇 RS -232 C 端子 

将来に向けてソフトウエアのアップグレードや外部 
コント□ールシステムの接続用に使用しまず。 

⑩ AC IN 

付属の電源コードを接続し、家庭巧を流100 V 
(己 0/60 HZ ) の〕ンセントじ電源プラグを差し込み 
ます。 


万一の事故防止のため、本機から電源コードが 
外せるように配置してください。 


基本接続 基本操作 応用接続 シスるセットて/ 応用操作困ったときは その他 
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各部のを称 


の AC アウトレット 

本機の AC アウトレットか6化の AV 機器に電源 
を供給できます。 

本機は SWITCHED と UNS 邮 ITCHED の AC アウ 
トレ、ソトを装備しています。 

SWITCHED (スイッチド：連動） 

本機の電源オン/スタンバイに連動し、電源供給 
をオン/オフしまず。 

消費電力が最大100邮までの機器を接続できまず。 

UNSWITCHED (アンスイッチド：非連動） 

本機の電源オン/スタンバイじ関係なく、電源供 
給をしまず。消費電力が最大 150 W までの機器を 
接続できまず。 


馨化 

絶対許容電力 W 上の機器を接続しないでくださ 
い。許容電力 W 上の機器を接続すると、义災 • 
感電の原因となりまず。 


C ご注意 ) 

マルチゾーン機能がホンのときは、本機の電 
源オン/スタンバイに関わらず SWITCHED 
側からも電源が供給されます。 

の スピーカー 出力端子 

スピーカーを接続しまず。 （1 日ページ参照） 

巧)アナログオーディオ信号用端子 

オーディオやビデオ機器のオーディオ端子と接続し 
まず。 （12 ページ参照） 

のゾーン A 出力端子 

マルチゾーンのオーディオ出力端子です。 

化のオーディオアンプに接続することにより、マル 
チソーンシステムで選択したソースを離れた部屋で 
聴くことができまず。に0ページ参照） 

©7.1 ch 音声入力端子 

スーパー オーディオ CD マルチチヤンネル プレー 
ヤーや DVD オーディオプレーヤーのマルチチヤン 
ネル音声化力端子に接続しまず。 （19 ページ参照） 

形リモートコント□—ル入出力端子 

リモートコント□-ル ( RC -5) 端子が装備されたマ 
ランツ製 AV 機器と接続しまず。に1ページ参照） 


® サブウーファー用出力端子 

サブウーファー用プリアンプ化力です。サブウー 
ファー用の外部ノ ワーアンプもしくはアンプ内蔵サ 
ブウーファーじ接統します。 （19 ページ参照） 

⑩プリアンプ出力端子 

音声各チャンネルのプリアンプ化力端子です。外 
部パワーアンプを追力□ずる場合に使巧します。 

(19 ページ参照） 

巧) AM アンテナ端子およびアース端子 

付属の AM ループアンテナを接続しまず。 

受信状態が最良になる位置(こループアンテナを置 
いてくだきい。 （14 ページ参照） 

⑩ FM アンテナ端子 (75 n ) 

付属の FM アンテナを接続します。 

電波の弱い地域は市販の FM アンテナをご使用く 
ださい。 （14 ページ参照） 

® SPEAKER C セレクタースイッチ 

スピーカー C を使用ずるときは roN 」 じしまず。サラウ 
ンドバック、八イトまたはソーンスピーカー A を使用 
するときは rOFF 」 じしてください。 （18 ページ） 

@ DC トリガー出力端子 

この端子は化の機器を制御するための DC トリガー 
信号を化力する端すでず。（スクリーン、電源等） 
GUI メニューシステムでこれらの端すを作動させる 
条件を設をできます。に1、3日ページ参照） 

〔ご’注意 ) 

この出力電圧は制御専用です。駆動用として 
は使用できません。 

® FLASHER IN 端子 

キーパッドなどを用いて各部屋から機器をコント 
□ールずる際に使用しまず。に1ページ参照） 

© M - XPo け端子 

付属のマランツ製ワイヤレスレシーパ ー RXIOT を 
接続します。 （18 ページ参照） 






































































































!_ 昼本接続 


スピーカーの配置 


本概こおける理想的なサラウンド再生スピーカーシステムはフ□ント L / R 、 センター、サラウンド L / R 、 サラウンドパック L / R 、 フ□ント八イト L / R 、 サブウー 
ファ ーの合計 9.1 チヤンネルでず。 

サラ ウンド再生に最低限必要なスピーカーシステムはフ□ント L / R 、 サラウンド L / R でずが、この場合 Dolby D 间ね I EX や DTS - ES の再生はできません。 

本磯では使用ずるスピーカーの数や位置、また低音域の化力特性にあわせて設定をおこないます。に5ページ参照） 


I 配置のポイント 


スピーカーの配置は、実際、部屋の大きさなどに 
よって違いまずが、ここでは各スピーカーの基本的 
配置例と配置のポイントを説明しまず。 



フロント L/R スピーカー 

リスニングポジションから見て L と R のスピーカー 
が45度〜目0度の角度を持つよう(こ設置すること 
を推奠しまず。 

センタースピーカー 

フ□ント L/R スピーカーと 前面をそろえるか、ま 
たはかしだけ禮方にずらして設置しまず。 

サラウンド UR スピーカー 

サラウンド再をじ必要なスピーカーです。リスニン 
グポジションの真横またはかしだけ禮方にずらした 
壁際に設置します。スピーカー前面の中むが、部 
匡の中ムを向くようじします。 


サラウンド V 《ック L/R スピーカー 

7.1 ch サラウンド再をじ必要なスピーカーです。リ 
スニングポジシヨンの後の壁際に設置しまず。 
スピーカー前面の中也が、部屋の中むを向<よう 
にしまず。 

フロント/\イト L/R スピーカー 

Dolby Pro Logic 丑 z サウンドを再生するの(こ必要 
な スピーカーでず。 

このスピーカーによって立体的な空間を作り化すサ 
ウンド効果を高めます。 

サブウ— ファ— 

低音の効果を最大限に得るためじ利用ずることを 
お勧めします。サブウーファーは低音域のみを撒う 
ため、部屋の中であれば位置はそれほど重要ではあ 
りません。 


■ スピーカー 配置の高さ 

フロント スピーカー （し R 、 センター） 

3つのフ□ントスピーカーの中.高域巧ユニットは 
できる限り同じ高さにそろえまず。 


〔ごミ主意 

スピーカーをブラウン管テレビの近くに置く 
場合、 フロント L / R およびセンタースピーカー 
は防磁型のスピーカーをご使用ください。 


サラウンド L / R 、 サラウンドバック L / R スピーカー 

ス ピーカーを リスナーより 70センチから1メート 
ルくらい上方(こ設置しまず。これにより、音源を 
位を際立たせず、より包み込むようなサラウンド感 
を実現しまず。 



フロントハイト L/R スピーカー 

フ □ント L/R スピーカーから 1 m より上方に設置 
します。 

フ□ントスピーカーより広い角度で設置してかまい 
ませんが、理想的にはフ□ントスピーカーからその 
まま上にあげた状態の角度を推奨します。 


各部の名称 



基本操作 応用接続 シスるセット>ノ> 応用操作 困ったときは その他 
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基本接続 


スピーカーシステムとの接続 


• お使いになるスピーカーシステムは本機のリアパネルに記載されたインピーダンスのスピーカーを必 
ず使巧してください。 

• サブウーファーを接続ずる隙、パワード(アンプ内蔵)サブウーファーは PRE OUT のサブウーファー用 
化力端子に接続してください。 



R L センター 

サラウンド 


各部のを称 



ま自作- Bk 讓ブス— トアさ 裏操作屋つたときは；その他 


1〇 


([ごミ主意 


) 


■ スピーカーコー ドの 接続 


回路の破損を防止するため、 スピーカーコー 
ドの芯線同±を接触したり、本機の金属部か 
に接触させたりしないでください。 



電源が入った状態でスピーカー端子に触れ 
ないでください。感電する恐れがあります。 

1 つのス ビーカー端子に2本拭上の ス ピー 
カーケーブルを接続しないでください。本 
機う砰皮損する可龍性があります。 

スピーカー端子への接続は極性を間違えず 
におこなってください。間違って接続する 
と信号位相が反転し、再生される音楽は不自 
然になります。 


1 . コードの被ふくを約 10 mm はがします。 

2 . ショート防止のため、コードのお線部分をき 
つくよじってください。 

3. スピーカー端子を左ち向に回して緩めます。 

4. スピーカー 端子の側面にある巧に スピー 
力ーコー ドのな線部分を挿入します。 

5. スピーカー端子をちち向に回して、締めま 
す。 


2 . 





バナナプラグとの巧続 

パナナプラグを差し込みます。 


































































































































































































































才ーデイオ機器との接続 


VCR 化力端子と CD / CDR 化力端子の出力は、現在選択きれているアナ□グ入カソースの音声でず。 

CD レコーダー 



(ごま意 

-すべての接続力 s ' 完全に終わるまで、本磯や他の機器の電源コードを電源コンセントに差し込まないで 
ください。 

-接続コードのプラグは確実に接続端子に挿入してください。不完全な接続は、雑音の原因となりま 
す。 


• L (左）チャンネルと R (右）チャンネルを正しく接続してください。 

-入力と出力は正しく接続してください。 

-本磯と接続する機器については、機器の取扱説明書を参照してください。 

• 接続したケーブルを電源コードやスピーカーケーブルと一緒に束ねないでください。雑音が発生す 
ることがあります。 


■ デジタル音青機おの接続 

•リアパネルじは光デジタル入力端子が3系統と 
同軸デジタル入力端子が2系統ありまず。 
これらの端すじ、 CD 、 DVD 、 その他のデジタル 
ソース機器の PCM、Dolby Digital . DTS ビット 
ストリーム信号を入力することができまず。 

• リアパネルじは光デジタル化力端子が1系統あ 
ります。この端子は CD レコーダー作1\/0レコー 
ダーの光デジクル入力端子に接続することがで 
きまず。この端子をソーン目化力として使巧す 
る場合は録音用出力として使用することはでき 
ません。 


* DVD プレーヤーやデジタル入力端すじ接続され 
たその化のデジクルソースの音声形式の設をに 
っいては、各機器の取扱説明書を参照してくだ 
さい。 

* DIG -1. 2, 3入力端子には光ファイバーケープ 
ルをご使用<ださい。 DIG -4、5 入力端子では 
7日 Q の同軸ケーブル（デジタル音声用または映 
像用）をご使用ください。 

• お持ちの機器に応じて、それぞれのデジタル入 
化力端子への入力を指定することができます。 
23ページをご覧ください。 

〔ご‘注意 つ 


本磯のデジタル信号端子は EIA 規格に準拠 
しています。この規格に準拠しないケーブ 
ルを使用すると雑音が発生したり音が途切 
れたりすることがあります。 

デジタルおよびアナログそれぞれの音声端 
子は独立しています。 

デジタル端子とアナログ端子に入力された 
信号は、対応するデジタル端子とアナログ端 
子にそれぞれ出力されます。 






























































































基本接続 


ビデオ煤器との接続 



そ 

の 

他 
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™ir 


3 }^ 


ビデオデッキ 
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ビデオプロジ I クター 


テレビ 


を部の名務 




■ ビデオ、 S - ビデオ、コンポーネント端子 

本機(こは3つのタイプの映像端子がありまず。 

VIDEO (ビデオ)端子 

ビデオ端子の映像信号は従来の複合（コンポジッ 
卜 ）0$ 像信号でず。 

S - VIDEO ( S - ビデオ)端子 

S - ビデオ端子の巧像信号は輝度信号 ( Y ) と色信号 
( C ) 【こ分離して伝送します。 

コンポーネント（色差ビデオ)端子 


〔ごま意 

• 音声チャンネルの L 店）民（右）を正しく接続 
してください。ホいコネクターは R (右）チャ 
ンネル用、白いコネクターは L (左）チャンネ 
ル厢です。 

-入力と出力を正しく接続してください。 

• お手持ちの DVD プレーヤーなどデジタル 
ソース機器のデジタル音声出力形式を設定 
しなければならない場合があります。 
接続した各機器の取扱説明書を参照してく 
ださい。 


コンポーネントビデオ信号は輝度信号 ( Y ) 緑、色差 
信号 ( PB ) 青、を差信号 ( PR ) 赤の3本か6構成さ 
れており、より高温質な巧像再生ができまず。ご 
使用の映像機器にコンポーネントビデオ出力端子 
がある場含はコンポーネントビデオ化力の使用をお 
勧めします。 



ビデオカメラ、ポータブル DVD プレーヤ ー 、 
ゲーム機など 


-本磯には「ビデオコンバート機能」がありま 
す。映像の入出力に ついては 42ページを参 
照してください。 

- AUX のビデオと S ビデオは同時に使巧する 
ことはできません。 S ビデホ入力を使用する 
ときはビデオ入力には何も接続しないでく 
ださい。 

























































































































































HDMI 対応機器の接続 


■ HDMI 端子 

本機には HDMI 入力端子が4巧統、 HDMI 化力端子が2系統あります。この端子は团 u-ray Di 沈プレーヤー 
サその他のソースから直接ディスプレイ機器にデジタル巧像および音声信号を送リます。そのためアナ □ 
グ変換じよる信号の劣化を最ル限にかえることができるので> 高品質の巧像をお楽しみいただけまず。 


( ごま意 


• HDCP * に巧応していないモニター機器に HDMI 出力を接続しても信号は出力されません。 HDMI の 
映像を見るには、 HDCP に対応した機器に接続してください。 

- HDMI 端子の詳細に ついては、 本機に接続する TV またはディスプレイ機器の取扱説明書を参照して 
ください。 

* HDCP : 高帯域デジタルコンテンツ.プロテクション 


Biu-ray Disc 
プレーヤー 


モニター 


ビデオプロジエクター 衛星放送チューナー 


HDMI INPUT 


HDMI OUTPUT 










基本接続 


■ HDMI 巧応機おの接続 

巿おの HDMI ケープルを使用して本機の HDMI 端 
子と巳 lu-ray Disc プレーヤ ー/ DVD プレーヤー 
/ TV / プ □ジエ クターなどの HDMI 端子を接続し 
ます。 

HDMI 端子のマルチチヤンネルオーディオ伝ちに 
は，対応したプレーヤーがあ要です。 

ご‘注意 ) 


DVD プレーヤーなどのソース磯器の中には 
HDMI リピーター動作に巧応しない機器があ 
ります。このとき TV またはプロジェクター 
などの モニター 機器には出力されません。 
複数の機器を接続したときは、お互いの干渉 
を防ぐため、使わない機器の電源を切ってく 
ださい。 

電源が入った状態でケーブルを抜き差しす 
ると、故障の原因じなります。電源を切った 
状態でケーブルの抜き差しをおこなってくだ 
さい。 


• 本磯は HDMI コントロールに巧応 していま 
せん。しかし、本機を HDMI コントロールに 
が応した機器間に接続し 、 HDMI コントロー 
ル 信号を スルー して制御をおこなうことが 
できます 。 （HDMI コントロールスルー） 
HDMI OUTPUT 2 は HDMI コントロール 
スルーに 巧応していません 。 HDMI コン 
トロールスルーを 使用する場合は 、 HDMI 
OUTPUT 1 を使用してください。なお 、 HDMI 
入力は すべて HDMI コントロールスルーに 
.対■応しています。 

HDMI コントロールとは、 HDMI 規格で定 
められている CEC Consumer Electronics 
Control ) を用いた機器間相互制御の機能で 
す。 HDMI ケーブルでつなぐことにより、機 
器間で連動した操作をおこなうことができ 
ます。 


本機の HDMI 端子は下記の機能に対応して 
います。 


• Deep Color 

• Dolby TrueHD 

• DTS-HD Master Audio 

. スーパー オーデイオ CD 

• DVD-Audio 

詳細は接続する磯器の取扱説明書を参照し 
てください。 

HDMI 端子から入力された音声信号でマルチ 
チャンネル PCM およびサンプリング周波数 
64 kHz な上の信号は DIGITAL OUT 端子から 
出力されません。 


HDMI 信号は、使用するケーブルの品質に 
よってノイズの影響を受けることがありま 
す。 





































































































基本接続 


アンテナの接続 


■ 付属アンテナの接続 

FM / AM 放送を聴くときはアンテナを接続してください。付属のアンテナは室内でご使用ください。 



• イ寸属の FM アンテナを使用する際アンテナ線を伸ばし、最もクリアに受信できる位置に固定してくだ 
さレ''。 

-イ寸属の AM アンテナを使用する際アンテナ線を本機、テレビや電源コードからなるべく遠ざけて、最 
もクリアに受信できる方向に向けてください。 

■ 屋かアンテナの接続 

受信状態が良くない地域では、屋外アンテナ(別売り）を設置ずることをお勧めします。 

アンテナを設置するときは雑音源(ネオンサイン、交通量の多い道路、送電線、蛮圧器など）から離してく 
ださい。 



• AM 屋外アンテナを使用するときも、 AM ループアンテナは取り外さないでください 
• イ寸属の FM アンテナは接続しないでください 
• 本磯の GND 端子はをを巧アースではありません。 


各部の名称 BBH 基本操作奮接続シ S ットごノ產援作困つたときゴその他1 


電源コードの接続 


付属の電源コードを本機の後面の AC IN 端子 
に差し込んでください。 


ACIN 端子 




2 . 電源プラグをコンセントに差し込んでくだ 
さい。 









































































!_ 昼本操作 


含本操作 


■ アンプ操作 


電源を入れる 



• 入カ ソースが 変わるとフ□ントパネルの表示部 
および モニター 画面に入カ ソースをが 表示され 
ます。 


• ファンクションリネーム機能を使用している塌 
合は設定した名前が表示されまず。 （24 ページ 
参照） 

• 入カ ソースが 変わると、 ソースに 応じて サ ラウ 
ンドモードなどの設をが前◎メモリーされた内 
容に変わ y まず。 

• チューナー ( FM または AM ) を選択したときは、 
直前に選択されていた巧像が引き続き化力され 
まず。 


■ 音量を調整ずる 


1. 視聴したい AV 機器 ( DVD プレーヤーなど）の 
電源を入れます。 

2- 本機の POWER ON/STANDBY ボタンを押し 

ます。ボタンを押すたびにオンとスタンバ 
イに切り替わります。 


リモコンで操作するには、 AMP ボタンを巧し 
たあとで ON または STANDBY ボタンを押し 
てください。 


■ 入カ ソース の還が 
妍： DVD を再生する 
(本機で操作する場合） 

INPUT SELECTOR つまみを回して DVD を選択しま 
ず。 


フ□ントパネルの VOLUME つまみ、またはリモコ 
ンの VOLUME + /—ボタンで、お好みの音量に調 
節しまず。 



音量を上げるには、 VOLUME つまみをちに回ずか、 
リモコンの VOLUME +ボタンを押しまず。 

音量を下げるには、 VOLUME つまみを左に回ずか、 
リモコンの VOLUME -ボタンを押しまず。 


([ごま意 


(リモコンで操作する場合） 

リモコンの DVD ボタンを2回続けて押します。 



音量は一〇〇と_71から+18 dB の範囲で1此 
単位で調整できます。 

CHANNEL LEVEL 設定でチヤンネルのレべ 
ルを+1 dB な上に設定した場合、最大音量 
は+18 dB より小さくなります。 （31 ページ 
参照） 

本機の電源を切っても音量は記憶されてい 
ますが、+9服お>上に設定されていた場合、次 
回の電源オン時には +8 dB じ設定されます。 


■ 卜ーンを調整ずる 

お好みや部屋の音響に合わせて低音域旧 ASS ) と高 
音域 ( TREBLE ) を調整ずることができまず。 

1 d 目ステップで +/- 目 d 目まで調整できまず。 



リモコンの AMP ボタンを押しまず。 

低音域を調整ずるには BASS + または BASS - ポク 
ンを押しまず。 

高音域を調整ずるには TREBLE + または TREBLE - 

ボタンを押しまず。 

ごま意 ） 

卜ーンコントロール 機能は、 m 下の モー ドで 
はご使用できません。 

-ソース ダイレクト、 ピュア ダイレクト モード 
および 7.1 ch インプッ ト モード 

• Dolby Virtual Speaker モードおよび Dolby 
Headphone 使用時 

• Dolby TrueHD 192 kHz および 176.4/192 kHz 
PCM 再生中 

.アコーステイックイコライザーまたは 
M - DAX 使用時 

■ -時のにミ肖音 ( S ュート）ずる 

電話がかかつてきたときなどじ，一時的にスピー 
カーか6の音声を';肖すことができます。 


1. リモコンの MUTE ボタンを押すと、本機 
のディスプレイおよびモニターテレビに 
" MUTE " と表示され、 スピーカーから 音が出 
なくなります。録音出力が逸切れることは 
ありません。 

2. 再度リモコンの MUTE または VOLUME +/— 

ボタンを巧すとミュートは解除されます。 


—ナ ー( FM / AM ) を聴く 


チューナー機能の操作をリモコンでおこなう場合 
は、リモコンをチューナーモードじしてから操作を 
おこないまず。 

■ 才ートチューニング 



(本機で操作する場合） 

1. INPUT SELECTOR つまみを回してチューナー 
( FM または AM ) を選択します。 

BAND ボタンを押して聴きたいバンド （ FM ま 
たは AM ) を選択します。 

▲または▼ボタンを1秒な上押し続けると、 
才ートチューニングモードになリスキャン 
を開始します。 

放を局を受信するとスキャンは停止して放 
ちを聴くことができます。スキャン中に▲ま 
たは▼ボタンを押すとスキャンは停止しま 
す。 


2 . 


义 


4. 


部つを称呈本接続 



た用接続ミムち 


を用操作困一-たときは そつ化 
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基本操作 


(リモコンで操かする場合） 

1. TUNE ボタンを2回続けて巧します。 

2. BAND ボタンを巧して聴きたいバンド ( FM ま 
たは AM ) を選択します。 

3. ▲TUNE または ▼TUNE ボタンを1砂 J •乂上巧す 
と、オートチューニングモードになリスキャ 
ンを開始します。 

4. 放さ局を受信するとスキャンが停止して放 
送を聴くことができます。スキャン中に 
▲TUNE または ▼TUNE ボタンを巧すとスキャ 
ンは停止します。 

〔ごを 意 ） 

受:信状態が をくない 場合、 スキャンが 停止し 
ないことがあります。その 場合は マニュアル 
チューニングまたはダイレクトチューニング 
を おこなってください。 


マニュアル チユー ニング 



(本機で操作する場合） 

1. INPUT SELECTOR つまみを回してチューナ ー 
( FM または AM ) を選択します。 

2. BAND ボタンを押して聰きたいバンド （ FM ま 
たは AM ) を選択します。 

3. ▲または▼ボタンを押して聴きたい放さ局の 
周波数に合わせます。 


(リモコンで操作する場合） 

1. TUNE ボタンを2回続けて押します。 

2. BAND ボタンを押して聴きたいバンド （ FM ま 
たは AM ) を選択します。 

3. ▲TUNE または ▼TUNE ボタンを巧して聴きた 
い放を局の周波数に合わせます。 


各部のを称基本接続 



あ巧接続：スるセットて S 応用援作困ったときは その他 
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■ ダイレクトチューニング 


■ FM 受信モードを切日替える 


聴きたいあさ局の周波数がわかっている場合じは, 
周波数を直あ入力ずることができまず。 



■ 2 . 


■3. 

■4. 


1. TUNE ボタンを2回続けて押します。 

2. BAND ボタンを押して聴きたいバンド （ FM ま 
たは AM ) を選択します。 

3. F.DIRECT ボタンを巧すと本機のディスプレ 
イに 「 FREQ ---」 と表示されます。 




AUTO STMEO P.CMCCT MPEAT 

の©® < 2 ) 

SLEEP - EO MMDOM 

f 41 f S ， f R 1 CsocTl 


通南は FM オートステレオモードで使用しまずが、 
受信状態が良<ない放送局では雑音が目立つこと 
があります。 

その場合には FM モノモードに切り替えると雑音が 
お減され聴きサす< なります。 

1. T-MODE ボタンを押すとディスプレイの 
A UTO インジケーターが-;肖灯しモノモードに 
なります。 

2. もう一度 T-MODE ボタンを押すと AUTO イン 
ジケ—ターが点巧しオートステレオモード 
になります。 


4. 数字ボタンで聴きたい放送局の周波数を入 
力します。 


5. 入力した周波数が選局されます。 
















































































基本操作 


U モコンで本機を操作する 


が属リモコンを使って本機を操作ずるには, AMP ボタンまたは TUNE ボタンを押してください。アンプおよびチューナーの詳細については J ； rF を参照してください。 


■ アンプモード 


I 用が I 

SOURCE SFT STANDBY Ed 

® o 屬 ◎ 
@@00 


s © © fel' 

s 0 0 0 
0 0 0 0 



©を©© 

ID が PTV r OISeCT P.LOCK 

(0 倒)腺翊 

AUTO STEREO P.DIRECT nEPfeAi 

の曾曾 （D 

SLEEP M-DAX EO RANDO、, 

① © 風 ® 

UP SYNC MIGHT D.EQ/VOL — _' 

©©曾!®! 

T.TONE CHSEL V OFF TV 

® ® @ IQI 

> — TREBLE ― 1 I 。 • が — 1 

日 @ 日© 


— CATEGORY—* 


SOURCE ON/OFF 

本機の電源オン/スタンパイ 

STANDBY 

本機の電源をスクンパイ 

POWER ON 

本機の電源をオン 

HDMI 

HDMI 化力 1/2 切り替え 

ZONEA/B 

ソーン A または巳をオン/オフ切り替え 

Z.SPKR 

ソーンスピーカー A をオン/オフ切り替え 

A/D 

HDMI/ デジタル/アナ□グ入力の切り替え 

ATT 

アナ□グ入力のレベルを減衰 

SPKRA/B 

フ□ントスピーカーシステムの A/ 巨切り替え 

7.1 

7.1CH INPUT のオン/オフ切り替え 

SOURCE 

ソース機器を選択 

AMP 

リモコンをアンプモードに證を 

INPUTA/t 

本機の入カセレクターを切り替え 

DISPLAY 

フ□ントパネルのディスプレイモード切り替え 

MUTE 

-時的にミュート（消音） 

SURR 

サラウンドモードの切り替え 

VOLUME+/- 

音量の調整 

TOP 

セットアップメニュー表示中にトップじ戻る 

INFO 

現在の設定をモニター画面に表 W 

カーソル 

セットアップメニュー表示中にカーソル移動 

ENTER 

セットアップメニュー表示中に設をのお認 

MENU 

セットアップメニューを表示 

EXIT 

セットアップメニューを終了 

MACRO 

マク□モードを還択 

AUTOd) 

オートサラウンドモードを選択 

STEREO (2) 

ステレオモードを選択 

P.DIRECT (3) 

ソースダイレクト/ピュアダイレクトモード切り替え 

SLEEP(4) 

スリープタイマーの設を/解除 

M-DAX(5) 

M-DAX モードの切り替え 

EQ(6) 

EQ モードの切り替え 

LIP SYNC (7) 

リ 、ソプ シンクの時間設を 

lsnGHT(8) 

ナイトモードのオン/オフ 

D.EQ/VOL (9) 

Audyssey Dynamic EQ/Dynamic Volume モードを選択 

T.TONE (CLR) 

テストトーンメニューを開始 

CHSEL (0) 

スピーカーレベルまたは 7.1ch レベルの調整 

V.OFF(+10) 

モニター画面の巧像をオン/オフ 

TV POWER 

モニターテレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

モニターテレビの入力切り替え 

TREBLE-/+ 

局音域の調整 

BASS-/+ 

巧音域の調整 


I チューナーモード 


HDMI 

アンプモードの機能が有効 

ZONEA/B 

アンプモードの機能が有効 

Z.SPKR 

アンプモードの機能が有効 

A/D 

アンプモードの機能が有効 

ATT 

アンプモードの機能が有効 

SPKRA/B 

アンプモードの機能が有効 

7.1 

アンプモードの機能が有効 

SOURCE 

アンプモードの機能が有効 

AMP 

アンプモードの機能が有効 

INPUT A/T 

アンプモードの機能が有効 

DISPLAY 

アンプモードの機能が有効 

MUTE 

アンプモードの機能が有効 

SURR 

アンプモードの機能が有効 

V0LUME+/- 

アンプモードの機能が有効 

INFO 

プリセットメモリーされた情報をリスト表示 

TUNEa/T 

受信周激数を調整 

PRESET+ ►/-◄ 

プリセットメモリーされた放送局を選が 

EXIT/MEMO 

プリセットメモリーの登録 

T.MODE 

FM オートステレオ/モノを切り替え 

P.SCAN 

プリセットスキヤンを開始 

BAND 

受信バンド (FM / AM) 切り替え 

P.DIRECT 

受信周波数を数字キーで入力 

0-9 

周波数やメモリーチヤンネルを入力 

CLR 

入力を取り消し 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 


















の 
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0000 


(7 


本機に USB メディアや iPod を接続します。 




◎ © 圓禱 vgy 獲戀 (§) 爆) 


L 1 


© 


USB メディアを使用す 
るときは45ページを 



iPod を使用するときは 
48ページを参照して 


参照してくださし、。 iPod 付属ケーブル くださし、。 


( アドバイス 


なるべく本機の電源を切ってから USB メディアや iPod を取り外 
してください。 

電源が入っているときに USB メディアや iPod を外すと、デー 
夕がちわれたり 、 USB メディアや iPod う s ' 損傷することがありま 
す。 


( ごま意 


本機の M-XPort ( Marantz-eXtension Port ) 端すに付属のワイ巾レス 
レシーバー RX 101 を接続ずることができまず。 

• 設置节操作方法じついては、 RX 101 に付属している取扱説明書を 
お読みください。 


Bluetooth 搭載機器 




USB 延長用ケーブルはご使用じならないでください。 


2組の入力(高音用&低;音巧）があるスピーカーじ、バイアンプ接続 

これは低音用と高音用のユニットを別々のチヤンネルのアンプでドラ 
イブできることを意巧していまず。 

従来の AV アンプでは難しかった低能率のスピーカーもパイアンプド 
ライブで、より高音質が楽しめまず。 

接続は國を参照してください。リアパネルの SPEAKER C 切り替え 
スイッチを ON にします。 

I ごま 意 つ 

-接続を間違えると本磯の保護回路がはたらきスタンバイ状態に 
なります（スタンバイインジケーターが点滅します）。このよう 
なが t 態になったときはスピーカーと本機の接続を再確認してく 
ださい。 

• SPEAKER C セレクタースイッチの設定を変える前に本機の電 
源を切ってください。 

•スピーカーはバイアンプ支ホ応のスピーカーをごイ吏巧ください。 

-接続する際、スピーカーのショートバーは化ず外してください。 



グ 


サラウンドバックスピーカーを使用しない場合、本磯のサラウ 
ン ド バックスピーカー端子をゾーン A スピーカー端子またはス 
ピーカー C 端子として使用できます。 
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USB メディア / iPod の接続 

■ 

ワイヤレスレシーパー RX 1 01との接続 

■ 

スピーカ ー C をほ用した接続例(バイアンプ接続） 


1 応用接続 


ミ。目0 
に00000 

ミ0000 

に00000 

























































































































































マルチチヤンネルオーデイオ機器との接続 


7.1 CH 音声入力端子は、スーパーオーディオ CD マルチチャンネルプレーヤー 、 DVD オーディオプレーヤー 
または外付けのデコーダーのようなマルチチャンネルオーディオソース用の端子でず。 

これらの端子を使用する墙合には、 7.1 CH INPUT じ切り替え、セットアップメニューを使用して、 7.1 CH 
入カレペルを設定:してください。に4、4日ページ参照） 



才 CD 

マルチチヤンネル 
プレーヤー 


応用接続 


パワーアンプとの接続 


パワーアンプ単体をシステムにおな]することで，さらにホームシアターの臨場感を高めることができまず。 
プリアンプ音声出力端子をパワーアンプと接続し，それぞれのスピーカーと，それに巧応ずるパワーアン 
プをあ続して<ださい。 


〔ご‘注意 

本機の Surround BACK プリアウト端子は 、 FRONT HEIGHT および ZONE SPEAKER A と兼用じなつ 
ています。これらの端子からはいずれかの音声が出力されますのでご注意ください。 



サラウンド サラウンド 

バック L バック R 



j 

松 



パワード 

(アンプ内蔵） 

サブウーファー 






















































































































































































応用巧続 


マルチゾーン接続 


図のようじマランツ製などのアンプと組み合わせることじよって別室にて本機【こ接続された再生機器を使って音楽や映画鑑賞をすることができます。 



COMPONENT 

J VIDEO IN 


o o o 


— 1 — 1 — 1 — 



ゾーン L スピーカーゾーン R スピーカー 


◎ 


◎ 


メインアンプ 

(ゾーン用） 


L ©—- 
R 

INPUT 


旧レシーバー 


R スピーカー 


L スピーカー 


(ゾーンスピーカー A ) 




ゾーン A 




夺 


@圖國圆 

namLAUDio , 


口つ 


€>—©—©5 


•• «DVD> Mftc/cni IN4<D*«) OOT1 Ol/Tf 

r=~i r=i r=i r=i r=i 

う 留 © © 贷） 



，彎 




J-l- 


◎に1 . 


•• — 


0 Q 綺^^。^^ 

d ) な敎^會一接續 


[ 


] 




8 側 - も」 


MODEL MO. SnoOM 


-o 


ES 7001 



丘 


ゾーン B 


( ごま意 


ゾーン A では HDMI およびデジタル入力（光 
および同軸）のソースを使用することはでき 
ません。ゾーン B ではデジタル入力（光およ 
び同軸）のソースのみ使用することができま 
す。サラウンドバック、フロントハイトまた 
はスピーカー C (バイアンプ）を使用している 
場合にはゾーンスピーカー A を使用するこ 
とはできません。 

ゾーンスピーカー A を使巧している場合に 
は、サラウンドノくック、フロントハイトおよ 
びスピーカー C (バイアンプ）を使用すること 
はできません。 


を部の名称_ ml 操作 



システムセットアップあ用揉作困ったときは その他 
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モートコントロールの接続 


フロントパネルの SURROUND MODE ボタン 
と MENU ボタンを同時に5秒間押し続けます。 
FL ディスプレイに IR 二 ENABLE と表示されます。 
ィまたは►カーソルを押してこれを IR 二 
DISABLE に変更します。 

ENTER ボタンを押します。この設定をおこ 
なラと本機の赤外線受光部が無効になりま 
す。 


② 

本機のリモートコント□ール端子に外付け赤外受 
光部などを接続して操作ずる場合、必ず t (下の手 
順に従って本機の赤外受光部の動作を無効にして 
ください。 


〔ごを意 ) 

外化け赤外受光部など力 3' 接続されていない場 
合は、必ず riR = ENABLE 」 に設定してくださ 
い。 「 IR = DISABLE 」 に設定されていると、リ 
モ コンでの 操作ができません。 

5. 元の設定に戻すには、手順 1 から 4 を繰り返 
し、 IR 二 ENABLE に設定してください。 


① 

化のマランツ AV 製品とリモートコント□ール端す 
を接続することにより、付属のリモコンでホームシ 
ア女ーシステムを集中コント□ールできます。 

• リモコン操作は本機に向けておこなってくださ 
し^。リモコンか6送信された赤外線の信号は、 
本磯のリモートコント□ール受光部で受光さ 
れ、リモートコント□ール端子を通して他の機 
器(こ送られます。 

• このリモートコント□ール接続をおこなう 
墙合、本磯と接続する機器の背面に装備され 
ているリモートコント□ールスイ、ソチは、 
EXTERNAL または EXT . じ設定:してください。 

• マランツ製のパワーアンプ（一部のモデルを隙 
く）をこれらの端子のいずれかに接続ずると、パ 
ワーアンプの電源スイッチは本機の電源スイ、ソ 
チと連動して作動しまず。 



1 2 3 4 


その他の接続 


応用接続 


^ iii 4 e 

~^ @ 'to^DWITAL AUDIO 


0 


を垣 


(⑤ 


I 


- ©■ 


mine) mmdvd) inmvoh mwmci out • avri 

r 。 T ‘— >1 r — 1 r«— ~■ ， ' ド 。 f , 

風 @ @ @ 贷 资 I 


ISX 


ii 


轉嗓轉嗓轉@嗔每 


苗 曾每曾曾感嚷 

で©亡 で© L で ③V 

® © ©® 

CTIONT fcWEKJHr FftOMTA (UnnOUNC) BACK 

ST * OB 9 : • 0W$ «I0HTC9<TEH »<JltftSumiACK：ia OWt •PEAISAC 
"…。"欄 か 


间 （3) 



い） RS 232 C 

外部コント□ール機器とお続します。（お続の際は 
ストレートケーブルを用いまず。また，メンテナン 
ス用じち用います。） 


(2) DC OUT (DC トリガー) 

DC TRIGGER 化力 （12 V ) をか部機器と接続ずるこ 
とじよって外部機器をコント□ールします。 

化力電流は最大 44 mA です。 

GND 


(3) FLASHER IN 

コント□ール BOX 等を接続ずることじより本機を 
コント□ールできます。 

GND 









































































































































































1 システムセットアップ 


すべての機器の接続が終了したあと、 GUI メニュー 
システムを巧いて各種設ををおこなってください。 


グラフィカル • ユーザー • イン ター 
フ エース ( GUI ) メ ニユー システム 


本機には GUI メニューシステムが搭載されていま 
す。このシステムを，リモコンまたはフ□ント八°ネ 

ルの 力ーソル ボタン ▲/▼/◄/ ►と ENTER ボタンを 
用いて様々な設ををおこないまず。 


〔ご’注意 


(アドバイス 


メインメニ J 


「システムセットアップ」はすべて GUI ^ 
ニューを見ながら設定をします 。 GUI メ 
ニューシステムを見るためには、お手持ちの 
TV またはプロジェクターのビデオ入力を本磯 
の、) アパネルの MONITOR OUT 端子に接続 
してください。（12、13ページ参照） 

1 . リモコンの AMP ボタンを押します。体機で 
セットアップメニューを操作する場合は、こ 
の操作をするぶ、要はありません。） 

2. リモコンの MENU ボタンまたは本磯の MENU 
ボタンを押します。 

モニターに GUI メニュー システムの 「Main 
Menu 」 が表示されます。 

Main Menu には6 つの 設定項目があります。 

3. カーソル ボタン ▲/ ▼で希望するサブメ 
ニューを選択し、 ENTER ボタンを押します。 
選択したサブメニューが表示されます。 


-設定した項目を安易に変更できなくするた 
めに、ロック機能があります。 

. ロック機能は Main Menu の！〜6の各項目ご 
とに設定することができます。 

ロック機能の設を手順 

1. Main Menu を表示させてロックを設定した 
い項目を カーソル ボタン ▲/ ▼で選択します。 

2. 力ーソル ボタンィ/►を押して、员(鍵）アイコ 
ンがあらわれるようにします。 

3. すべての項目に対して設定が終わったら、 
EXIT ボタンを押して終了します。 



( アドバイス 


サブメニューの設定が終了したあと、力一 
ソルボタン ▲/ ▼でカーソルを 「 RETURN 」 
に移動し、 ENTER ボタンを押してメイン 
メニューに戻ります。 

他のサブメニューへ進むには、一旦^イン 
メニューに戾るか、もしくは EXIT で終了 
させ、再度 GUI ニューシステムを起動さ 
せてください。 

I リモコンの TOP ボタンを押すと、セット 
アップの設定の途中で^イン メニューの 
トップ画面に戻ります。 


Ra )07 SR ボタンレイアウト 



AMP ボタン 


上ボタン 
ENTER ボタン 

右ボタン 


EXIT ボタン 
下ボタン 


SR 6004ボタンレイアウト 


MENU ボタン 
左ボタン 


上ボタン 



EXIT ボタン 
右ボタン 

ENTER ボタン 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 



応用操作困ったときは その他 
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INPUT SETUP 


接続するオーディオ/ビデオ機器の出力と本機の各 
入力端子の関係を設をします。 


• Function Input Setup : 

ri-1 FUNCTION INPUT SETUP」 

に 3 ページ参照） 

• 7.1 ch Input Setup : 

ri-2 7.1 CH INPUT SETUP_K24 ぺージ参照) 

• Function Rename : 

「1-3 FUNCTION RENAME」(24 ページ参照） 


Input Setup 



7.1ch Input Setup 



Return 


田困 : Up/Down 因因： 


1, Main Menu から 力ーソル ボタン▲/▼で' 「Input 
Setup」 を選択し、 ENTER ボタンを押します。 

2. カーソル ボタン ▲/ ▼で設定するサブメ 
ニューを選択し、 ENTER ボタンを押します。 


7.1ch Input Setup 

[Video-in 

Last 1 

Front Left 

O.OdB 

Center 

O.OdB 

Front Right 

O.OdB 

Surround Right 

O.OdB 

Surround Back Right 

O.OdB 

Surround Back Left 

O.OdB 

Surround Left 

O.OdB 

Subwoofer 

O.OdB 


Return 



面阻 Up / Down 团因 : Change 


Function Rename 


Rename BtU^R AY_ 
ABCDEFGH 


N 0 P Q 
abed 
n 0 p q 


T U V W X 
g h i j k 


2 3 4 5 6 


% & 


@ 


I 


〔 Space I [Backspace] i Default ] 

〔 Return ] 


因因 : Up / Down 团内 : Change 


システムセットアップ 


■1-1 FUNCTION INPUT SETUP 

FUNCTION INPUT SETUP では、本機のデジタ 
ル入力 (Digi ほI)、 HDMI 入力 (HDMI) 、コンポーネ 
ントビデオ人力 (Comp.) 、ビデオ/ S- ビデオ入力 
(Video) の各入力端子を本機の各 Function じ自由 
に割り当てることができます。 

また Function の Mode 設をでは、各入力に対し 
て優先順位を設定ずることができます。 

1. Function Input Setup メニユーから 力ーソル 
ボタン ▲/ ▼で 「func input setup 」 を選択 

し、 ENTER ボタンを押します。 


Function 

Mode 

Digital 

HDMI 

Comp. 

Video 

BL^U.RAY 

Auto 




1 

DVD 

Auto 

1 


之 

2 

VCR 

Auto 

5 



3 

DSS 

Auto 

3 

4 


4 

TV 

Auto 

4 



Last 

CD/CDR 

Auto 

2 



Last 

AUX 

Auto 

Front 



(Front) 

M.XPort 





Last 



Digital 

希望ずるファンクションじ*!〜5までと F (フ□ン 
卜）デジタル入力を割り当てることができまず。 
デジタル入力端子の番号を割り当てまず。 

HDMI 

HDMI 入力端す1〜4の番号を割り当てます。 

【ごを意 ) 

HDMI Audio が Throu 呂 h (スルー）に設!定され 
ていると、本機から音声を出力することはで 
きません。 （34 ページ参照） 

Comp. 

COMPONENT VIDEO 人力端子の番号1〜3を割 
り当てまず。 

Video 

コンポジ、ソトビデオの入力端す1〜4を割り当て 
ます。 


【ごま意 


因国 : Up/Down 因因： 


2 . 力ーソル ボタン ▲/▼/ ィ/►で変更したい設定 
項目を選択します。 

Mode ( モード） 

Auto: 

入力信号を自動的に横化ずる場合は 「Auto」 を選択 
しまず。 

HDMI 入力ーデジタル入力ーアナ□グ入力の順番に 
入力信号の模化がおこなわれます。 

初期設をは Auto じ設をされています。 

HDMI: 

HDMI 信号のみを使用する場含は 「HDMI」 を選択し 
ます。 

Digital: 

デジタル信号のみを使用する場合は 「Digi ね1」を選択 
します。 

Analog: 

アナ□グ信号のみを使用する場合は 「Analog」 を選 
択します。 


• ビデオ入力 (Video) は同じ番号を別々のファ 
ンクシヨンに割り当てることができます。 

• ビデオ入力 (Video) は Last に設定すると直前 
に選択していたファンクシヨンのビデホ信 
号が出力されます。 

• AUX のビデオ入力は フロン トパネル上の入 
力端子が固定になっているため、他の入力端 
子を割り当てることはできません。 

3. ENTER ボタンを押します。 

4. カーソルボタンィ/►でそれぞれの モー ド設定 
と入力端子を選択します。 

5 - ENTER ボタンを押します。 

6. 手順 2 .から 5 .までを繰り返して、各項目を設 
定します。 


ごミ主意 


’割り当ての番号はリアパネルの入力端子番 
号です。番号をよく確認してください。 

’音声や映像が出力されない場合、入力端子番 
号を再確認してください。 


々部つを巧：呈本疗綻 一 in 本擇作 ち巧接続 



を用操作里一-たときは そ他 
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システムセットアップ 


■1-2 7.1 CH INPUT SETUP 

ここでは、 7.1 ch 入カソース （7.1 CH IN 端す）のス 
ピーカーレベルなどを設定します。 

リスナーがすべてのスピーカーを同じレペルで聴け 
るように各スピーカーの音量を設をします。 

1, Input Setup メニユーから 力ーソル ボタン 
▲/ ▼で「7.1 ch Input Setup 」 を選択し、 ENTER 
ボタンを押します。 


7.1ch Input Setup 



■□iniiJT 


I Down 团因 : Change 


2- 力ーソル ボタン▲/▼で 「 Video - in 」 を選択しま 
す。 

3- 力ーソル ボタンィ/►で 、 MONITOR OUT 端子 
から再生する映像入カソースを選択します。 
入カソースは 力ーソル ボタン◄/►で次の順で 
切り替えることができます。 

Last -- BLU-RAY 一 DVD -- VCR -- DSS -- 
TV-- CD/CDR -- AUX-- M-XPort -- Video- 
off 一 * Last... 


ごを意 


•「 Last 」 を還がすると、 7.1 ch 人カモードが設 
定される前に選がされていたビデオソース 
が出力されます。 

. rvideo-offj を選択すると 、 MONITOR OUT 
端子から映像は出力されません。 ( GUI ^ 
ニューは出力されます）。 

4. 力ーソル ボタン ▲/ ▼で音量を調整したい 
チヤンネルを選択します。 

5. 力ーソル ボタン◄/►で各チヤンネルの音量を 
調整します。（各スピーカーからの音量を同 
一にします。） 


6- 力ーソル ボタン ▲/▼/ ィ/►で力ーソルを 
「 Return 」 に移動し、 ENTER ボタンを押して 
Input Setups ニユーに戻ります。 

( ご注意 ) 

各スピーカーのレベルは一12〜+ 12 dB の 
0.5dB ステップで、サブウーファーは 一 18 〜 

+ 12 dB の 0.5 dB ステップで設定できます。 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 



応用控作困ったときは その他 
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■1-3 FUNCTION RENAME 

入カファンクションをを任意のを前に変えることが 
できます。 

登歸可能な最大文字数はスペースわ含め1日文字ま 
ででず。（文字はこの GUI メニューシステム(こ表示 
される文字から選びまず）登歸したファンクション 
をは本機表示部と OSD インフォメーションに表示 
されまず。 

ただし 、 GUI メニューシステム内の項目には反映さ 
れません。 


1. Input Setup メニューから、 力ーソル ボタン 
▲/ ▼で 「Function Rename 」 を選択し、 ENTER 
ボタンを押します。 



2. 力ーソル ボタン ▲/ ▼で 「 Function 」 部を選択 
します。 

3-力ーソル ボタンィ/►で入カソースを選択しま 
す。 

4. 力ーソル ボタン ▲/ ▼で 「 Rename 」 部を選択し 
ます。 

5. 力ーソル ボタン◄/►で変更する位置へ移動し 
ます。 （1 文字目から10文字目の間） 

6. 力ーソル ボタン▼でキャラクタ部 「 A 」 に移動 
します。（必ず最初は 「 A 」 に移動します。） 

7. 力ーソル ボタン ▲/▼/ ィ/►でキャラクタを選 
択します。 

8. ENTER ボタンを押して確定します。 

9. 手順 5 .からもまでを繰り返して、を前を入力 
します。 


Backspace: 

Rename 部の現在の位置を左じ移動して T 文:字を 
消しまず。 

Default: 

Rename 部のを前を Function 部のを前と同じにも 
どしまず。 

Space: 

Rename 部の現在の位置を空白じしまず。 

10. 力ーソル ボタン ▲/▼/ ィ/►で 「 Return 」 に移 
動し、 ENTER ボタンを押して Input Setups 
ニューに戻ります。 

〔ご’注意 ) 

すべての リ ネーム 文字を スペース （空白） にす 
ることはできません。 
















































2 SPEAKER SETUP 


本磯を設置し、觸器をすべて接続し、スピーカー 

の配置を決をしたら、次に Speaker Setup メ 

ニューで室内環境とスピーカー配置に最適な値を 

設をします。 

• Auto Setup: 

r 2-1 AUTO SETUP(Audyssey MultEQ ®)」 

に己ページ参照） 

• Manual Setup: 

「2-2 MANUAL SETUP 」 に 9 ページ参照） 

1. Main Menu から 力ーソル ボタン▲/▼で 
「Speaker Setup 」 を選択し、 ENTER ボタンを 
押します。 

2. 力ーソル ボタン ▲/ ▼で設定したいメニュ ー 
を選択して ENTER ボタンを押します。 

3. 各設定が終了したあと、 カーソル ボタン 
▲/▼/ ィ/►で 「 Return 」 を選択し、 ENTER ボタン 
を押してサブメニュ ー (Speaker Setup ) に戻 
ります。 
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Audyssey MultEQ Setup 


Audyssey MultEQ Setup 


Speaker Check :— 
UtMic Position 
NowAnalvzingM 


Audyssey MultEQ Sttup 




AudysMy MultEQ Setup 

Now Antlyzingll 


AudysMy MultEQ Setup 





システムセットアップ 


陣 P . 29 



■ 2-1 AUTO SETUP 
(Audyssey MultEQ 風） 

Audyssey MultEQ による才ートセットアップで 
は、リスニング環境の音響上の問題が自動測をさ 
れ、最良の音響体験を生み化ず設定に最適化され 
ます。 

Audyssey MultEQ は、スピーカーから止!力され 
る音の影響によって発生ずる室内における周激数 
特性の不調和を除去します。これにより、カラレー 
ションが発をすることなく、特をの位置だけでなく 
広いリスニングエリア全体で、意國したとおりの音 
質が再生されます。 

Audyssey Mu け EQ では、室内の最大目ヶ所のリ 
スニングポイントを測をし、スピーカーの有無を 
お化して、スピーカーサイズ、チヤンネルレベル、 
距離、および最適なク□スオーパー周波数設をを 
自動計算しまず。 


speakers 田 """ 


Front Height Left 
Center 

Front Height Right 
Front Right 
Surround Right 
Surround Back 曲 ght 
Surround Back Left 



Speaksrs Level 

Front Left 
Front Height Left 
Center 

Front Height Right 
Front Right 
Surround Right 
Surround Back 曲 ght 
Surround Back Left 


|P„ 


部つる巧二！！本接続 呈本操巧 お用接続 



た用操作窗一一たときは その他 
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システムセットアップ 


グ 






才ートセットアップの操作のしかた 

測を中は GUI メニュー画面に現在の状態が表示さ 
れるのでモニクー機器の電源を入れてください。 

1 . 付属のマイクを本機の M にジャックに接続し 



2 . マイクをメインリスニングポイントに設置 
します。 



測定はメインリスニングポイントの近くで、 
最大6ヶ所でおこなうことができます。 
最初の測定はメインリスニングポイントに 
マイクを設置して測定をおこなってくださ 

い 0 

測定するすべてのリスニングポイントにがし 
て、マイクを天井にまっすぐ向けた状態で、 
スタンドや S 脚を使用してマイクをリスニ 
ング時の耳の高さに合わせて設置してくださ 

い 0 


ヴ 
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スピーカーとマイクの間に障害物を置かな 
いようにしてください。 

アンプ内蔵のサブウーファーを使用する場 
合はボリュームを中央に設定し、 クロス ホー 
バー周波数をオフまたは一番高い周波数に 
設定してください。 


測定中は、マイクとスピーカーの間に立たな 
いでください。室内はできるだけ静かにし 
てください。暗騷音が室内測定に影響を与 
える場合があります。窓を閉め、各種装置(携 
帯電話、テレビ、ラジホ、エアコン、堂光灯、電 
化製品、調光器など）の電源を切ってくださ 

い 0 

測定時は、携帯電話をすべてのオーディオ 
電子機器から離れた場所に置いてくださ 
い。携帯電話は、不使巧時でも無線周波妨害 
(RFI) により測定に影響を与える場合があり 
ます。 

ホートセットアップは、フロントパネルではな 
くリモコンで操作することをお勧めします。 

名•チヤンネルから再生されるテストトーン 
の音量は、リスニング環境の周辺雑音を上回 
り、最適な S/N 比う部！られるまで大きくなり 
ます。 


3. Main Menu で 「Speaker Setup 」 を選択し、 
力ーソル ボタン ▲/ ▼で 「Auto Setup 」 を選択 
し、 ENTER ボタン押してスタート画面を表示 
させます。 

4. 使巧しているサラウンドバックスピーカー 
のチヤンネル数およびハイ トスピーカーの 
有無を選択します。ご使巧になられるスピー 
力ーシステムの構成が 5.1 チヤ ンネルの場合 
はどちらも「 N 0」（サラウンドバックスピー 
力一、ハイトスピーカーなし）を選択します。 
スピーカー〔または、ゾーンスピーカー A を 
ご使用の場合はどちらも「 N 0」に設定します。 
(18、34ページ参照） 

力ーソル ボタン ▲/ ▼で 「 Start 」 を選択し、 
ENTER ボタンを押して測定を開始させます。 


Audyssey MultEQ Setup 


Front Height 

: Yes 

Surround Back 

:2ch 

Return 



面困 : Up/Down 团因； 


5. メインリスニングポイントとは、リスニング 
環境内でリスナーがをに座る、最も重要な 
ポイントです。 MultEQ では、このポイント 
からの測定値を使巧して、スピーカーの距 
離、チャンネルレベル、極性、およびサブウー 
フアーの最適なクロスオーバー値を計算し 
ます。 



〔ごま 意 ) 

Speaker Check は接続されているスピーカーを 
検出します。 

スピーカ ーカ f 接続されていなければそれを検 
出して次のチヤンネルへ進みます。 

6 . ] ポイント目のチェックが終わるとこ欠のよう 
な GUI 画面が表示がされます。 


Audyssey MultEQ Setup 

Speaker Check : OK 
2nd Mic Position 

Check 

Calculate 


因因 : Up/Down 因因 : 


ここでチェックの結果を見る場合は 力ーソ 
ルボタン ▲/ ▼で 「 Check 」 を選択し、 ENTER ボ 
タンを押してチエツク結果を表示させます。 


Speakers Configuration 
Check Speaker Results 


Front Left : Yes 

Front Height Left : No 

Center : No 

Front Height Right : No 

Front Right : Yes 

Surround Right : Yes 

Surround Back : No 

Surround Left : Yes 

Subwoofer : Yes 



エラーメッセージが表示された場合はその 
項目について適切な赃埋をおこなってから 
再測定をしてください。 

(エラーメッセージは、「エラーメッセージに 
ついて」28ページを参照してください。） 
チェック結果の確認が終わったら、 カーソ 
ルボタン ▲/ ▼を押して 「 Return 」 を選択し、 
ENTER ボタンを押して下記の GUI 画面に戻し 
てください。 

このとき、 EXIT ボタンを押しオートセット 
アツプを終了させることもできます。 


〔ごま意 

オートセットアップは、ピュアダイレクト、 
ソースダイレクトまたは 7.1 チヤンネル入力 
モードでは無効になります。 


7- 2ポイント目のリスニングポジシヨンにマイ 

クを移動させてから カーソル ボタン▲/▼を 
押して 「 Start 」 を選択し ENTER ボタン押して2 
ポイント目の測定をおこないます。 

このときに 「 Calculate 」 を選択して ENTER ボタ 
ンを押すと、2ポイント目の測定をキャンセ 
ルして測を結果の解析をおこなうことができ 
ます。 


Audyssey MultEQ Setup 

Speaker Check : OK 
2nd Mic Position 

Start 

Check 


[Calculate 


因因 : Up/Down 团因 : 
































































































8 . 7 .の操作を繰り返してメインポジションと 

その周囲をあわせて6ケ巧の測定をおこない 


ます。 

すべての測定が終わるとホの GUI 画面が出力 
されます。 


Audyssey MultEQ Setup 

Speaker Check : OK 



力ーソル ボタン ▲/ ▼を押して 「 Calculate 」 を 


選択し ENTER ボタン押し測定結果の解析を 
おこないます。 

解析中は次のような GUI 画面が表示されま 


す。 



〔ごま意 

•解析時間は接続されているスピーカーの觀: 
と測定ポイントに依存して、スピーカー数、 
ポイント數ともに、多くなると解がに要する 
時間も長くなります。 

-測定ポイント数が6ヶ所未満でも測定を終了 
することはできますが、6ヶ所すべてで測定す 
ることをお勧めします。また3ケ所未満での 
測定は良好な補正をおこなうための十分な音 
響特性が得られないため、お勧めできません。 


9. 測定結果の確認 

測定結果の解析が終了すると、解析結果の確 
認画面が表示されます 


Check Result 

Speakers Size 
Speakers Distance 
Channel Level 
Crossover Frequency 
Store 



面困 : Up/Down 团因 : 


力ーソル ボタン ▲/ ▼を押して確認したい項目 
を選択して、 ENTER ボタン押してみ走します。 


ご‘注意 

イコライザー ( MultEQ ®) のパラメーターの確 
認については37ページをご覧ください。 


[例] スピーカーの 有無の確認画面 


Speakers Confiauration 



Check Speaker Results 




Front Left 

Yes 



Front Height Left 

No 



Center 

No 



Front Height Right 

No 



Front Right 

Yes 



Surround Right 

Yes 



Surround Back 

No 



Surround Left 

Yes 



Subwoofer 

Yes 








[例]スピーカーサイズの確認画面 



システムセットアップ 


[例]ス ピー カーからリスニングポジション 
までの距離の確認画面 


Speakers Distance 


Unit 

Meters 

Front Left 

3.05 m 

Front Height Left 

3.05 m 

Center 

3.05 m 

Front Height Right 

3.05 m 

Front Right 

3.05 m 

Surround Right 

3.05 m 

Surround Back 曲 ght 

3.05 m 

Surround Back Left 

3.05 m 

Surround Left 

3.05 m 

Subwoofer 

3.05 m 



因国 : Up/Down 团田 : 


• Unit の 「 Meters 」 (こカーソルをあわせて 力ーソル 
ボクンの ◄/ ►を押すごとに距離の単位 [ m ] メー 
トルと [ ft ] フィートを切り替えることができま 
ず。 

• スピーカーとマイクの距離が 9.15 m を超えた場 
合 、 r >9.15 m 」 と表示されまず 0 


[例]チヤンネルレベルの a 認画面 


Channel Level 


Front Left 

0.0 dB 

Front Height Left 

O.OdS 

Center 

•6.5d8 

Front Height Right 

O.OdS 

Front 曲 ght 

•1.5dB 

Surround Right 

+1.0dB 

Surround Back Right 

ぺ .5d8 

Surround Back Left 

+12.0d8 

Surround Left 

•2.5d8 

Subwoofer 

.12.5d8 



[例]クロスオーバー周波数の確認画面 



• スピーカーサイプとク□スオーバー周波数は自 
動測をの結まであることを表すためじ， A 山0と 
表示されます。 


10. 測定結果のメモリー 

解析結まの確認終了したら、 力ーソル ボタン 
▲/▼/◄/ ►を巧して力ーソルを 「 Return 」 に合 
わせて ENTER ボタン押し 「Check Result 」 の 
画面を表示させます。 


Check Result 
Speakers Configuration 
Speakers Size 
Speakers Distance 
Channel Level 
Crossover Frequency 



面因 : Up/Down 团因 : 


力ーソルを 「 Store 」 に合わせて ENTER ボタ 
ン押すとイコライザーを含むすぺてのパラ 
y — ターがメモリー されます。 

解析結果を y モリーさせたくなぃときは EXIT 
ボタンを押して設定を終了します。 

〔ごま意 ) 

「 Store 」 を押すいモリーする）前に EXIT ボタ 
ンを押すと測定結果および解ネ斤結果のすべて 
を消ましてしまうので操作に注意してくださ 

い。 

メモリーが完了するとこ欠の GUI 画面が表示さ 
れます。 


speaker Setup 



Manual Setup 


Return 


因因： Up/Down 团因： 


〔ごま意 

メモリー中は本機の電源を切らないでくださ 

い。 

本磯にメモリーされているすべてのデータが 
消去されてしまう場合があり、また故障の原 
因にもなります。 





























































































システムセットアップ 


-メッセージについて 


エラー 表示 


原因 


対処方法 


Mic Setup Error!! 



マイクが正しく接続されていない 


イ寸属のマイクを接続する 
マイクの接続を確認する 


Noise Error!! 



リスニングルームの騒音が大きすぎて正確な測定ができ 
ない 

スピーカーから化力される音量がルさい 


測を中はエアコン等の騒音を発生する機器の電源を切る 
周囲が静かな時間帯に測定をおこなう 


Analyze Error!! 

ホ Analyze Error は 力ーソル 
ボクン ▲/ ▼を押してカー 
ソルを 「 Result 」 (こ合わせて 
ENTER ボクンを押すと次の 
ような詳細画面を表示でき 
ます 


Audyssey MultEQ Setup 


Speaker Check :** 
Analyze Error!! 


Result 


面国 : Up/Down 团因： 


Speakers Configuration 


Check Speaker Results 


Front Left 

Yes Rev 

Front Height Left 

No 

Center 

No 

Front Height Right 

No 

Front Right 

Yes Rev 

Surround Right 

No 

Surround Back 曲 ght 

Yes Err 

Surround Back Left 

Yes Err 

Surround Left 

No 

Subwoofer 

Yes 



適切な再生をおこなうための' 必要なスピーカーが検化で 
きない 

スピーカーの極性が逆に接統されている 


左図の例では次のような不具合が検化されています。 

• フ□ントスピーカーの L - Ch および R - Ch の極性が逆になっ 
てし')る 

([ Rev ] Reverse 表示がされている） 

• サラウンドスピーカーが接続されていない （ No 表示）のに 
サラウンドパックスピーカーが接続されている。 

上記た J 外にもスピーカーの接続が次のようじ接続されている 
と Error になります 

• サラウンドパックスピーカーを1本だけ使用している塌合 
じサラウンドパック R 端子に接続している 
(サラウンドバックスピーカーを1本だけご使用の場合は 
L 端子に接続してください） 


電源を切り、極性が逆と表示されたスピーカーの接続を磕 
認ずる 

(ご使用のスピーカーじよっては正しく接続きれていても 
この表示 [ Rev ] がされる塌合がありまず。この場合はエ 
ラー表示を無視してください） 

スピーカーの 向きや配置を確詔ずる 


各部の名称」 r 基本接続 ノ .き本操作 



その他 


28 
































































■ 2-2 MANUAL SETUP 

1. Main Menu から 「Speaker Setup 」 を選択しま 
す。 

2. 力ーソルボタン ▲/ ▼で 「Manual Setup 」 を選 
択します。 

3. ENTER ボタンを押して確定します。 



Speakers Distance 
Speakers Level 

Return 


4. 力ーソルボタン ▲/ ▼でサブメニューを選択 
して ENTER ボタンを押します。 


く SPEAKERS SIZE > 


5. 力ーソルボタン ▲/ ▼で Manual Setup メ 
ニューから Speakers Size を選択し、 ENTER ボ 
タンを押します。 


Speakers Size 

Subwoofer 

Yes 


Front Height 

Small 

Center 

Small 

Surround 

Small 

Surround Back 

2ch 

Surround Back Size 

Small 

LPF / HPF 

80Hz 

Bass Mix 

• * * 



因因 : Up/ Down 团因 : Change 


Speaker Size メニューでスピーカーのサイズを設 
定:ずる際は W 下の指針を参照してください。 

Large: 

十分な低音再生能力をもった全帯域対応の大型の 
スピーカーを使用ずる場合に選んでください。再生 
信号の全帯域をそのままスピーカーへ化力します。 


Small: 

低音再生能力の低いル型のスピーカーを使用ずる 
場合に選んでください。再生信号の低音域は、サ 
ブウーファー化力端子へ振り分けて化力されます。 
( Subwoofer : No に設定した場含はフ□ント L/R 
チャンネルへ振り分けて化力されます） 

SubwooTer 

Yes: 

サブウーファーを使巧ずる場合に選択します。 

No: 

サブウーファーを使巧しない場合に選択します。 

フ□ントスピーカーでに mail 」 を選択した場合、こ 
の項目は 「 Yes 」 [こ設定:されまず。 

Front 

Lame: 

フ□ントスピーカーが大型の場合に選択します。 

Small: 

フ□ントスピーカーがル型の塌合に選択しまず。 

(ご’注意 ) 

サブウーファーで 「 No 」 を選択した場合はこの 
項目は r Large 」 に設定されます。 

Front Height 
None: 

八イ h L / R スピーカーを使用しない場合に選択し 
まず。 

Large: 

八イト L / R スピーカーが大型の攝含に選択します。 

Small: 

八イト L/R スピーカーがか型の攝合に選択します。 

( ご注意 _ ) 

サラウンドバックスピーカーで 「Zone SPKR 」 

を選択した場合はこの項目は 「 None 」 に設定さ 
れます。 

Center 

None: 

センタースピーカーを使用しない塌合(こ選択しまず。 

Lame: 

センクースピーカーが大型の場合に選択します。 

Small: 

セン女ースピーカーがル型の場合に選択します。 


システムセットアップ 


Surround 

None: 

サラウンド L / R スピーカーを使用しない場合に選 
がしまず。 

Large: 

サラウンド L / R スピーカーが大型の場含に選択し 
ます。 

Small: 

サラウンド L / R スピーカーがル型の場合に選択し 
まず。 

Surround Back 
None: 

サラウンドバック L / R スピーカーを使用しない場 
合に選択します。 

Ich: 

サラウンドバックスピーカーが1本の場合に選択 
しまず。 

音声信号はサラウンドパック L 端すか6化力され 
ます。接続を磕認してください。 

2ch: 

サラウンドパック L / R スピーカーを使用ずる場含 
に選択します。 

ZoneSPKR: 

サラウンドパックスピーカー端子をソーンスピー 
カー A として使用ずる攝合に設定しまず。 

〔ご‘注意 ) 

「 Surround 」 の設定で 「 None 」 を選択した場合、 
この項目は 「 None 」 に固定されます。 

Surround Back Size 
Large: 

サラウンドバックスピーカーが大型の場合に選択し 
ます。 

Small: 

サラウンドパックスピーカーがル型の攝合に選択し 
ます。 

〔ご‘注意 ） 

fSurroundJ の設定で 「 None 」 を選択した場合 
は、ここでの設定はできません。 


LPF/HPF 

サブウーファーを巧いる場合は、 Small じ設定した 
スピーカーのカットオフ周汲撒を選択することがで 
苦まず。 

Small に設定したスピーカーのサイズに応じてク〇 
スオーバー周液数レベルを選択します。 

60 Hz -- 80 Hz --100 Hz --120 Hz --140 Hz -- 
160 Hz --180 Hz --60 Hz --... 

(ァドバィス ) 

フロントスピーカーに 小型のものを使った場 
合は高めに、大型のものを使った場合は低め 
に 設定します。 

Bass Mix 

• バス-ミックスの設定は、ステレオ再生で、フ〇 
ントスピーカーを 「 Large 」 じ、サブウーファー 
を 「 Yes 」 に設をした場合にのみ有効となりまず。 
この設をは PCM またはアナ□グ-ステレオ 
ソースの 再生時にのみ有効でず。 

•「 Both 」 を選択した場合、低音域帯はメインの 
L/R スピーカーとサブウーファーの両方で再生 
されます。 

この再生モードでは、低音域帯が室内全体に均 
一に広がりまず。ただし、部屋の大きさやお状 
によっては干渉がおこって実際の低音域帯の音 
量がルさくなる場合がありまず。 

•「 Mix 」 を選択すると、低音域帯はメインの L / R ス 
ピーカーでのみ再生されます。 


(ァドバィス ) 

Dolby Digital または DTS の再生中の LFE 信 
号はサブウーファーで再生されます。 

6. 力ーソルボタン ▲/ ▼で各チヤンネルのス 
ピーカーを選択します。 

7 . 力ーソルボタンィ/►でスピーカーのサイズを 
設定します。 

8. 各設定が終了したとき、力ーソルボタン ▲/▼ 
で力ーソルを 「 Return 」 に移動し ENTER ボタン 
を押すと 、 Manual Setup 画面が表示されます。 


部 r ソを称：呈本接続 呈本場巧 巧用接続 



ち用操作困 一-たときは そつ 他 
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システムセットアップ 


く SPEAKERS DISTANCE > 

9. 力ーソル ボタン ▲/ ▼で ' Manual Setup メ 
ニューから Speaker Distance を選択し、 
ENTER ボタンを押します。 



ここではリスニング位置か6各スピーカーまでの距 
離を指をします。この距離に基づいて自動的にディ 
レイクイムが計算きれまず。 

まず、部屋の中で通常座る理想的な位置を決めま 
す。 

適切な音場を作る音響クイミングを設をずるため 
に、この作業は重要でず。 


([ごま意 


Speaker Size のメニュー 言星定で 「 None 」 に設定 
したスピーカーは Speaker Distance のメニュー 
に表示されません。 

10, 力ーソル ボタンイ/►で 「 Unit 」 （表示単位）を 
「 Meters 」 （メートル）または 「 Feet 」 （フイー 
卜）に設定します。 

11 - 力ーソル ボタン ▲/ ▼で設定したチヤンネル 
を選択します。 

12 . 力ーソル ボタン◄/►で、スピーカーまでの距 
離を設定します。 

Front Left: 

通常のリスニング位置か6フ□ント L スピーカー 
までの距離を設定しまず。 

Front Height Left: 

通常のリスニング位置から八イト L スピーカーま 
での距離を設定します。 


し enter: 

通常のリスニング位置からセンタースピーカーまで 
の距離を設ちします。 

Front Height Right: 

通常のリスニング位置から八イト R スピーカーま 
での距離を設ちしまず。 

Front Right: 

通常のリスニング位置か6フ□ント R スピーカー 
までの距離を設をします。 

Mjrround Right: 

通常の リスニング 位置からサラ ウン ド R スピーカー 
までの距離を設をします。 

Surround Back Riaht: 

通常のリスニング位置からサラウンドバック R ス 
ピーカーまでの距離を設をします。 

Surround Back Left: 

通常のリスニング位置か6サラウンドパック L ス 
ピーカーまでの距離を設定しまず。 

burround Left: 

通常のリスニング位置からサラウンド L スピーカー 
までの距離を設定します。 

subwoofer: 

通常のリスニング位置か6サブウーファーまでの距 
離を設定しまず。 


( ごま意 


. 名•スピーカーまでの距離はな下のようにメー 
トル ( m ) またはフィート （ ft ) で設定します。 
m : 0.03から 9.15 m の範囲で 0.03 m 単位で設 
定できます。 

化 0.1 から30.0 ft の範囲で 0.1 れ単位で設定 
できます。 

(モニターには近似値で表示されます〇) 

•「 None 」 に設定したスピーカーには Speaker 
Distance メニューは表巧されません。 

• Speaker Size メニューでサラウンドバックス 
ピーカーを 2 ch に設定した場合は 、 rSurround 
Back Left 」 と fSurround Back RightJ の設定が 
表示されます。 

• Speaker Size メ ニューでサラウンドバックス 
ピーカーを Ich に設定した場合は 、 rSurround 
Back 」 の設定が表示されます。 


各部の名称基本接続 蓄本操作 応用接続 



応用操か困ったときは その他 
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13. 各設定が終了したとき、 力ーソル ボタン ▲/ 
▼/ ィ/►でカーソルを 「 Return 」 に移動し ENTER 
ボタンを押して次のページに進みます。 


く SPEAKERS LEVEL > 

14 . 力ーソル ボタン ▲/ ▼で Manual Setup メ 
ニューから Speakers Level を選択し、 ENTER 
ボタンを押します。 



ここでは、リスナーがすべてのスピーカーを同じレ 
ベルで聴けるように各スピーカーの音量を設定しま 
ず。 


SPL (音圧レベル）メークをお持ちの場含は、リス 
ニングポジションで計測される SPL を一をにする 
ことを推奨しまず。 SPL メータの読み値が 75 dB に 
weighting , Slow response にて）になるように各々 
のスピーカーレベルを調整します。 


〔ご’注意 ) 

この メニューで 設定された値は、 7.1 ch 入力 
モード、ピュア ダイレクト モード、ソース ダ 
イレクト モー ドのときは反映されません。 

Test Mode 

力ーソル ポクンイ/►でテスト！-ーンの化力を 
「 Manual 」 または 「 Auto 」 に設定:しまず。 


「八川〇」を選択ずると、テストトーンは各チヤンネ 
ルで2秒ずつ、 tTF の順で循環して化力されまず。 

Front Left 一 Front Height Left 一 Center 一 Front 
Height Right 一 Front Right 一 Surround Right 
一 Surround Back Right 一 Surround Back Left 一 
Surround Left-> Subwoofer -> Front Left 
力ーソル ボタンイ/►で、ずべてのスピーカーのレ 
ベルが同じじなるようじスピーカーから化るテスト 
トーンの音量を調整します。 


「 Manual 」 を選択した±量合は以下のように各スピー 

カーの化カレべルを調整しまず。 

15- 力ーソルボタン▼を押して力ーソルを 「Front 
Left 」 に移動します。本機のフロント L スピー 
カーからテストトーン（ピンクノイズ）が出 
力されます。 

このノイズのレベルを調整します。 

(レベルの調整は一12から+12 dB の範囲 
で 0.5 dB 単位でおこなえます。） 

力ーソルボタン▼を押すと、フロントハイト 
L スピーカーからテストトーン（ピンクノイ 
ズ)が出力されます。 

16. 力ーソルボタンィ/►で、フロント L スピーカー 
と同じレベルになるようにフロントハイト L 
スピーカーのノイズ音量を調整します。 

17. 力ーソルボタン▼を押すと、センタースピー 
カーからテストトーン（ピンクノイズ）が出 
力されます。 

18. センタースピーカーおよびその他のスピー 
カーも同様にステップ 15 .と 16 .を繰り返し 
すべてのスピーカーの音量が同じになるよ 
うにします。 

各設定が終了したとき、 ENTER ボタンでカー 
ソルを 「 Return 」 に移動し ENTER ボタンを押 
して 「Manual Setup 」 ニューにもどります。 

〔ご’注意 ) 

• Speaker Size メニューで 「 None 」 に設定した ス 
ピーカーは表不されません。 

• Speaker Size メニューでのサラウンドバッ 
クスピーカーを 2 ch に設定した場合は、 
r Surround Back Left 」 と f Surround Back Right J 
力 f 表示されます。 

• Speaker Size ^ ニューでサラウンドバックス 
ピーカーを Ich に設定した場合は fSurround 
Back 」 と表示されます。 

• 7.1 ch 入カ ソース （7.1 CH IN 端子）の スピー 
カー.レベルの 調整は、 7.1 ch 入カサブ^ 

ニューでおこないます。 （24 ページ参照） 

• Subwoofer は一 18 dB から+ 12 dB まで設定可 
能です。 






































































システムセットアップ 


3 SURROUND SETUP 


各種サラウンド入力信号に対して、ご使用のスピー 
カーシステムまたはへ、ソドホンから高い蟲場慰の効 
果を引き化ずためじ、サラウンド効果のパラメー 
ターを設ちしまず。 

• Channel level: 

「3-1 CHANNEL LEVEL 」(31 ぺージ参照） 

• PL Ex Music Parameter: 

「3-2 PL Ix MUSIC PARAMETER 」 

(32 ページ参照） 

• CS I Parameter: 

「3-3 CSI PARAMETER 」 口 2 ぺージ参照） 

• NEO:6 Parameter: 

「3-4 NEO :6 PARAMETER 」(32 ぺージ参照） 

1. 力ーソルボタン ▲/ ▼で Main Menu から 
「 SurroundSetup 」 を選択し ENTER ボタンを 
押します。 

2 . 力ーソルボタン ▲/ ▼で設定したいメニュー 
を選択し、 ENTER ボタンを押します。 

HT-EQ: 

力ーソルボクンィ/►で HT - EQ を選択して On/Off 
を設をします。 

家庭のオーディオ装置で再生ずると、巧画のサウ 
ンドトラックは高音域が強調されちざわりな場合が 
あります。これは映画のサウンドトラックが、サウ 
ンドスクリーンを使用した映画館の環境で再生さ 
れるように設計されているためでず。映画館用の 
映画をご視聴時に HT - EQ 機能を有効にずると、補 
正をおこなって適切な音調バランスじします。 

次のモードでは HT - EQ 機能を使用することができ 
ません。 

• 7.1 ch 入カモード 

• ピュアダイレクトモード 
• ソースダイレクトモード 
• サラウンドモードに VIRTUAL (ドルビーパー 
チャル）スピーカーが設をされているとき 
LFE Level: 

Dolby Digital 信号または DTS 信号に含まれる 
LFE 信号の化カレべルを選択しまず。 

力ーソルボクン ◄/► で ro dB 」 、 r - 10 dB 」 または 
rOFF 」 を選択しまず。 

M-DAX: 

M - DAX のモードを設ちします。カーソルボタン 
◄/► で 「 Hiah 」、「 Low 」 または roff 」 を選択します。 
詳細は39ページの M - DAX の項目を参照してくだ 
さい。 


各設定が終了したとき、 カーソル ボタン ▲/▼!■• 
力ーソルを 「 Return 」 に移動し、 ENTER ボタンを巧 
してサブメニュ ー (Surround Setup ) じ戻りまず。 



■ 3-1 CHANNEL LEVEL 

1. Main Menu から 力ーソル ボタン▲/▼で 
「Surround Setup 」 を選択し、 ENTER ボタン 
を押します。 

2- 力ーソル ボタン ▲/ ▼で 「Channel Level 」 を選 
択し、 ENTER ボタンを押します。 

3 - 設定する Surround Mode に 力ーソル ボタン 
イ/►で設定します。 


Channel Level 


Front Height Left 

O.OdB 

Center 

O.OdB 

Front Height Right 

O.OdB 

Surround Right 

O.OdB 

Surround Back Right 

O.OdB 

Surround Back Left 

O.OdB 

Surround Left 

O.OdB 

Subwoofer 

O.OdB 


面国 : Up / Down 团因 : Chanae 


4. 力ーソル ボタン ▲/ ▼で設定するメニュー項 
目を選択し、 力ーソル ボタンィ/►でレベルを 
設定します。 ENTER ボタンを押して確定し 
ます。 

Mjrround Mode: 

チャンネルレベルは W 下の3つのサラウンドモー 
ド勒こ独立してメモリーされます。 

1. Multi 加. STEREO のモード 

2. CS I のモード 

3. その化のモード 


CHANNEL LEVEL 

Front Height Left or Right: 

八イトスピーカーの補正量は一 12 d 巨か 6 + 
12 dB で 0.5 池ステップで設定しまず。 

• Speakers Size メニューでフロン ト ハイトス 
ピーカーを 「 None 」 に設定した場合は、この設 
定は表示されません。 

し enter: 

センタースピーカーの補正量は一 12 d 目か6 + 
12 dB で 0.5 dB ステップで設定しまず。 

• Speakers Size メニ ューでセ ン タースピーカー 
を 「 None 」 に設定した場合はこの設定は表示 
されません。 

: >urround Left or Right: 

サラウンドスピーカーの補正量は一に d 巨か6十 
12 dB で 0.5 池ステップで設定しまず。 

• Speakers Size メニューでサラウンドスピー 
カーを「 None 」 に設定した場合は、この設定は 
表示されません。 

Surround Back Left or Right: 

サラウンドパックスピーカーの補正量は一 12 d 巨 
から 十 12服で 0.5 姬ステップで設定:します。 

• Speakers Size メニューでサラウンドバックス 
ピーカーを 「 None 」 に設定した場合は、この設 
定は表示されません。 

subwoofer: 

サブウーファーの補正量は一 18 d 巨から+ 12 d 己 
で 0.5 d 己ステップで設ちしまず。 

• Speakers Size メニューでサブウーファーを 
「 No 」 に設定した場合は、この設定は表示され 
ません。 

【ごま意 J 

• Multi Ch . STEREO 、 CSII 从外のモードでの設 
定植は Manual Setup の内の Speakers Level と 
連動します。 

各設定が終了したとき、 カーソル ボタン▲/▼で 
力ーソルを 「 Return 」 じ移動し、 ENTER ボタンを押 
して 、 Surround Setup ニューじ戻りまず。 


巧部つを称：呈本择続 兰本揉作 た用接続 



を用操作函一-たときは そつ化 
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システムセットアップ 


■ 3-2 PLnx ( プロロジック Dx) MUSK ： 
PARAMETER 

Pro Logic 丑 x - Music モードは CD などのステレオ 
ソースで、豊かで包み込むようなサラウンド環境を 
実現しまず。 

1. Main Menu から 力ーソル ボタン▲/▼で 
「 SurroundSetup 」 を選択し ENTER ボタンを 
押します。 

2. 力ーソル ボタン ▲/ ▼で 「PL Hx Music 
Parameter 」 を選択します。 

3. ENTER ボタンを押して確定します。 


PLI X Music Parameter 


Panorama 

:OH 

Dimension 

:0 

Center Width 

:3 

Return 



困因 : up/ Down 团 Change 


Parameter: 

力ーソル ボタンィ/^で 「 Default 」 または 「 Custom 」 
を選択します。 

rCus 扣 m 」 を選択した場合、 W 下の3つのパラメー 
夕一を設をすることができます。 

Panorama: 

力ーソル ボクンィ 命で Panorama モードを 「 On 」 
または r 饼りじ設をします。 

Panorama モードでは、フ□ント左ちスピーカー 
から化る音が リ スナーを包み込み、3次元空間の表 
現力が得られまず。 

Dimension:-3 =>... =>3 

フ□ントとリアのレベル差を調整する機能です。入 
カソース(こよってはフ□ントが強くでるちの、リア 
が強くでるもの、と多様異なりますので、この機 
能で好みのバランスを得ることができまず。 -3 か 
ら3までの7段階の調整か巧能でず。 

Center Width: 0 今 ...=> 1 
センクーチャンネル成分を、徐々にフ□ント L/R 
のスピーカーに振り分ける機能です。 
センな一成分を振り分けることで、スピーカー間の 
音色の不一致を繰和させることが可能【こなります。 


0 から1 までの8段階の調整が可能です。 

センタースピーカーの設をが 「 None 」 に選択されて 
いる場合は、この設定は選択できません。 

4. 各設定が終了したとき、 力ーソル ボタン ▲/▼ 
で力ーソルを 「 Return 」 に移動し、 ENTER ボタ 
ンを巧します。 


各部の名粹基本接続 基本操作 応用接続 



巧用接作困ったときは その他 
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■ 3-3 CS n PARAMETER 


■ 3-4 NEO:6 PARAMETER 


1. Main Menu から 力ーソル ボタン ▲/ ▼で 
「Surround Setup 」 を選択し、 ENTER ボタンを 
押します。 

2. 力ーソル ボタン ▲/ ▼で 「CSn Parameter 」 を 
選択します。 

3. ENTER ボタンを巧して確定します。 


CSI Parameter 



SRS Dialog ; 〇 


Return 


因因 : Up / Down 因 FI: Change 


DTS NEO : 目は 2 チヤンネル入力時、最大 6. 1チヤ 
ンネル化力を可能じしたモードでず。 （5.1 チヤン 
ネル人力も対応。） 

このモードでは、センなースピーカーの音声イメー 
ジが拡大されます。 

1. Main Menu から 力ーソル ボタン▲/▼で 
「Surround Setup 」 を選択し、 ENTER ボタンを 
押します。 

2. 力ーソル ボタン ▲/ ▼で 「 NE 0:6 Parameter 」 を 
選択します。 

3. ENTER ボタンを押して確定します。 


NEO: 6 ParametM 



Trubass:0=>... =>6 

• Trubass は、パイプオルガンの低音再生技法を 
電気的に応用したもので、使用するスピーカー 
の fo (最低再生巧能周波数） W 下の低音を再生で 
きます。 

• 0から目まで7段階で設定できます。数値が上が 
る程、効果が大きくなりまず。 

• サブウーファーを使用している場合、本機能は 
サブウーファー化力にはたらきまず。 

• サブウーファーを使用していない場合、本機能 
はフ□ント L / R 化力にはたらきまず。 


因因 : Up / Down 円 ! の : Change 


4. 力ーソル ボタンィ/►で Center Gain レベルを 
0.0 から 1.0 の範囲で 0.1 単位で選択できます。 

〔ごま 意 ) 


SRS Dialog: 0=>... =>6 

• SRS Dialog はダイア□グ(台詞）を明瞭にずると 
共に、床置きのセンタースピーカーか6化る音 
の音像を位を画面の高さから聴こえるように、 
上方向に移動(仮想配置）します。 

• 0から目まで7段階で設定できまず。数値が上が 
る程、効果が大きくなります。 

• Speaker Size (スピーカーのサイズ）セツトアツ 
プでセンタースピーカーを 「 None 」 と選択して 
いる場含、この設定をおこなうことはできませ 
ん。 

4. 各設定が終了したとき、 力ーソル ボタン ▲/▼ 
で力ーソルを 「 Return 」 に移動し、 ENTER ボタ 


• この設定は NEO :6 Music モードのときのみ 
有効です。 

. センタースピーカーの 設定が 「 None 」 じ選択さ 
れている場合は、この設定は選択できません。 

5- 各設定が終了したとき、 力ーソル ボタン ▲/▼ 
で力ーソルを 「 Return 」 に移動し、 ENTER ボタ 
ンを押します。 


ンを押します。 

























VIDEO SETUP 


ビデオに関ずる各種設ををしまず。 

1. Main Menu から 力ーソル ボタン▲/▼で 
「Video Setup 」 を選択し、 ENTER ボタンを押 
します。 


Video Setup 



OSD Information 

Enable 

HDMI Output 

Outputi 

HDMI Output Resolution 

Auto 

Component Output 

Main Zone 

Component 1 / P Convert 

Disable 

Return 



因因 : Up/ Down 团因 : 


2. 力ーソル ボタン ▲/ ▼で設をしたいメニュ ー 
を選択し、 ENTER ボタンを押します。 

• Video Convert 

本磯のモニクー化力には映像信号のコンバート機 
能を装備していまず。 

Video Convert メニューでは、各映像入カファン 
クシヨンごとに、コンパートの設定がおこなえま 
ず。 

1. Main Menu から 力ーソル ボタン▲/▼で 
「Video Setup 」 を選択し、 ENTER ボタンを押 
します。 

2. 力ーソル ボタン ▲/ ▼で 「Video Convert 」 を選 
択し ENTER ボタンを押します。 


3. 力ーソル ボタン ▲/ ▼でフアンクシヨンを選 
択して 力ーソル ボタン◄/►でビデオコンバー 
卜の設定をおこないます。 

Analog&HDMI: 

アナ□グ映像信号（ビデオ、 S ビデオ、コンポーネ 
ントビデオ）の相互のアップコンバート、ダウンコ 
ンパートをおこないまず。 

さらに、アナ□グ映像信号か6 、 HDMI への アップ 
コンバートちおこないまず。 


ご注意 ) 

HDMI のデジタル映像信号からアナログ映像 
信号のダウンコンバートはできません。 

Analoa Only: 

アナ□グ映像信号（ビデオ、 S ビデオ、コンポーネ 
ントビデオ）の相互のアップコンパート、ダウンコ 
ンバートをおこないまず 

アナ□グ映像信号から、 HDMI へのアップコンバー 
卜はおこないません。 

Off: 

ずべてのコンパート機能を停止しまず。 

ビデオコンバート機能の詳細については4目ページ 
を参照してください。 

• OSD Information (OSD インフォ メーシヨン） 

音量のアップ/ダウン操作节入カファンクシヨンの 
切り替え操作をしたと劃こ、モニターじ操作の状態 
を表示する機能です。 

力ーソル ボタンィ/^で rOSD Information 」 機能を 
有効じしたいときは 「 Enable 」、 無効じしたいとき 
は 「 Disable 」 に設をしまず。 

この機能が不要の場合は 「 Disable 」 を選択してくだ 
さい。 


Video Convert 


DVD 

Analog & HDMI 

VCR 

Analog & HDMI 

DSS 

TV 

Analog & HDMI 
Analog & HDMI 

CD/CDR 

Analog & HDMI 

AUX 

Analog & HDMI 

M-XPort 

Analog & HDMI 

Return 



ご注意 

HDMI およびコンポーネントビデオ入力端子 
から映像信号を入力しているときは、スー 
パーインポーズ表巧をすることはできません。 


团 1^1: Change 


システムセットアップ 


• HDMI Output 

HDMI の出力を設をしまず。 力ーソル ボクン ◄/► 
で Outputi ^ 0 utput 2 を切り替えます。 
リモコンの HDMI ボタンを押しても切り替えるこ 
とができます。 

• HDMI Output Resolution 

本機 HDMI 端子から化力される映像信号の解像度 
(画素数)を設をしまず。 

カーソル ボタン ◄/► を使って下記の中から選択し 
ます。 

Auto 一 Through 一 480/576p 一 720p 一 10801 
一 1080p 一 Auto 

Auto: 

HDMI 接統されているテレビに適切な解像度を自 
動で設定します。 

Through: 

入力されたままの解像度で化力されます。 


〔ご’注意 

•この設定は 「Video Convert ] 機能が 0 び 口^外の 
ときのみ有効です。 

• モニター が本磯と HDMI 接続されていて、 
かつ 「HDMI Output Resolution] 設定が 720p、 
1080し1080 p、Auto のい ずれかに設定されて 
いるときは Component I/P Convert 磯能はは 
たらきません。 


480p/576p: 

480 p で出力されます。 

720p: 

72 Op で化力されまず。 

10801: 

108 Oi で化力されます。 

1080 P: 

108 Op で化力されまず。 


ち. 




• component Output 

コンポーネント端子にメインソーン用の映像を化力 
ずるかソーン A 用の映像を化力するか設定しまず。 
力ーソル ボタンィ/^を使つて 「Main Zone 」 と 
「Zone A 」 を切り替えまず。 


• Component I/P Convert 

480 i で入力されたアナ□グビデオ信号を 480 P に 
蛮換してコンポーネント端子から出力する機能で 
す。 

力ーソル ボクン ◄/► でこの機能を有効にしたいと 
劃ま 「 Enable 」 、無効にしたいときは 「 Disable 」 に設 
をしまず。 

詳細は33ページのコンポーネント IP 機能の項を 
参照してください。 
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5 PREFERENCE 
(便が機能の動作設定) 


• Zone Abetup: 

• Zone B Setup : 

巧- 1 ZONE SETUP 」(34 ぺージ参照） 

• DC Trigger Setup: 

巧- 2 DC TRIGGER SETUP 」(35 ぺージ参照） 

1- 力ーソル ボタン ▲/ ▼で Main Menu から 
「 Preference 」 を選択して、 ENTER ボタンを押 
します。 

2. 力ーソル ボタン ▲/ ▼で設定する^ニユーを 
選択して、 ENTER ボタンを押します。 

Optical Output : 

光デジクル出力の機能を選択しまず。 

Rec : CD レコーダーや MD デッキへ録 
音するときじ設をしまず。 （1 1ペー 
ジ参照） 

Zone BOut : ゾーン目止!力として使巧ずるとき 
に設定します。 

に日、34、53ページ参照） 

Standby : 

「 Economy 」 に設をずると、待機電力を低減できま 
すが、スクンパイ中、 RS -232 C の機能を使用でき 
ません。これらの機能を使用ずる塌含は 「 Normal 」 
に設定してください。また、リモコンで電源を入 
れる場合、かし長めにボタンを押してください。 
Audio : 

AAC または、 Dolby Digital,DTS の音声が二力国語 
モードのとき、 Main (主音声） Sub 谓リ音声）のどち 
6の音声を化ずかを決めまず。 ▲/ ▼で選択し ◄/► 
で Main 一 Sub 一 Main + Sub を選択します。 


HDMI Audio: 

HDMI 端子から入力された音声信号を、本機に接 
続されたスピーカーで再生するか、もしくは本機の 
HDMI 出力端子に接続したテレビ节プ□ジェクター 
で再生するかを設定しまず。 

Enable; HDMI 端すからの音声入力信号を本機 
で再生しまず。この場含、 TV やプ〇 
ジェクターか6は音声信号は化力され 
ません。 

Through: HDMI に 入力された音声は本機のス 
ピーカー 端すか6は化力されません。 
音声 データは TV やプ □ジェ クタ ーに 
そのまま化力されます。 マルチチヤン 
ネル対応 TV などで音声を闇きたいと 
きじ使用します。 

HDMI Lip Sync 

( 才ートリップシンクコレクション)： 

接続する映像機器によっては映像信号の処理時間 
が音声信号に対して長いものがありまず 。 HDMI 
のオートリップシンクコレクション機能に対応した 
TV やプ□ジェクターを本機に接続した場合、この 
機能で自動的に映像と音声の同期を取ることがで 
きます。 

力ーソルボタンィ/►で Enable / Disable を切り替 
元ます。 

Enable: 才ートリップシンク〕レクション機能 
を使用して峡像と音声の同期を取りま 
す。 

Disable: 才ートリップシンクコレクション機能 
をオフにします。 


ごま意 


. HDMI のオートリップシンクコレクシヨン磯 
龍に巧応していない機器を本機に接続した 
場合、 この 機能は使用できません。詳しくは 
接続する機器の取扱説明書をご確認くださ 

い。 

•この機能がご使用になれなレけ梟合は 、 Lipsync 
(リップシンク）磯能で映像と音声の同期を 
手動で取ることができます。 （41 ページ参照） 

各設定が終了したときは、力ーソルボクン▲/▼で 
「 Return 」 を選択し、 ENTER ボタンを押してサプメ 
ニュー ( Preference ) 【こ戻ります。 


各部の名栋基本接続 基本操作 応用接続 



応用援作困った ときは その他 


34 


■ 5-1 ZONE SETUP 

ソーンシステムを使用ずるときの各設定をこのメ 
ニューでおこないます。 

ソーンシステムについての詳細は20、日3ページを 
参照してください。 

1. 力ーソルボタン ▲/ ▼で Main Menu から 
「 Preference 」 を選択して、 ENTER ボタンを押 
します。 

2. 力ーソルボタ ン ▲/ ▼で 「Zone A Setup 」 また 
は 「Zone B Setup 」 を選択します。 

3- ENTER ボタンを押します。 

• Zone A betup 



因因 : up/ Down 团 FI: Change 


4. 力ーソルボタン ▲/ ▼で設定したい項目を選 
択します。 

Audio Source: 

ゾーン化力の音声ソースは力ーソルボクン ◄/► で 
選択します。 

Sleep Timer: 

スリープクイマーはソーン化力が ron 」 のときじ利 
用できまず。時間はカーソルボタンィ/►で設をで 
き、1日分単位で最長じ日分まで設定:できまず。 

Stereo / Mono ( ステレオ / モノ）： 

ソーン音声出力をモノ化力じするときは 「 Mono 」 
を、ステレオ化力にずるときは rstereo 」 を力ーソ 
ルボタン ◄/ ►で選択します。 
































































Zone Pre Out ( ゾーンプリアウト）： 

力ーソルボクン ◄/► でソーン機能の ron 」 のけ」 
を設をしまず。 

Volume Mode ( 音量設定)： 

ソーンの音量を巧変ずるときは 「 Variable 」 に、固 
定するときは 「 Rxed 」 にしまず。 

Level ( 音量レベル)： 

ソーン化カレべルを カーソル ボタン ◄/► で調整 
します。 一90 犯から Od 目まで 1 d 目単位で設 
定できまず。 

Zone Speaker Out ( ゾーンスピーカーアウト）： 
力ーソルポクンィ/►でゾーンスピーカー機能の 
「加 」 r Of りを設定しまず。 

Volume Mode: 

ソーンスピーカーの音量を巧蛮ずるときは 
「 Variable 」 に、固をずるときは 「 Fixed 」 にします。 

Level: 

ソーン スピーカーの 化カレべルを力ーソルボクン 
► で調整しまず。一 90 d 巳から Od 目まで Id 巨 
単位で設定:できまず。 


ご‘注意 

• ゾーンスピーカー機能の設定は 、 Speaker 
Size メニ ューで 「 Surround Back 」 が「 None 」 ま 
たは 「Zone SPKR 」 に設定され、 かつ リアパネ 
ルで SPEAKER C う s ' OFF 位置にあるときに 
変更できます。この設定が利用できないと 
きは、 r ホみホ」と表示されます。 

•「Volume Mode 」 力す Fixed 」 に設定されている 
場合、ゾーン A からリモコンを使用してゾー 
ン A の音量を調整することはできません。 

.ゾーン B では、デジタル入力1から5または F 
(フロント）に設定されていない入カソース 
を使用することはできません。 （23 ページ 
参照） 

• ゾーン B には 、 「Stereo / Mono」「Volume 
Mode 」「 Level 」 およびじ one Speaker Out 」 の 
機能はありません。 

•「 Optical 」 力す民 ec 」 に設定されている場合は 
ゾーン B 機能を使巧できません。 （34 ページ 
参照） 


• Zone B betup 



Audio Source: 

ソーン化力の音声ソースは カーソル ボタン ◄/ ►で 
選択しまず。 

Sleep Timer: 

スリープタイマーはゾーン化力が ron 」 のときに利 
用できまず。時間はカーソルポクンィ/►で設定で 
き、10分単位で最長12日分まで設定できます。 

Zone Digital Out ( ゾーンデジタルアウト）： 
ソーンデジタル化力をカーソルボタンィ/►で On 
または OfH こ設定しまず。： 


■ 5-2 DC TRIGGER SETUP 

本機は、メインソーンまたはソーンの入カファンク 
シヨンと連動して DC トリガー化力をコント□ール 
ずることができまず。 

1. 力ーソルボタン ▲/ ▼で Main Menu から 
「 Preference 」 を選択して、 ENTER ボタンを押 
します。 

2. 力ーソルボタン▲/▼で 、 DC Trigger Setup を 
選択します。 

3. ENTER ボタンを押して確定します。 



4. 力ーソルボタンィ/►で、 「 MainZone」、（"Zone 
A」、「Zone B 」、「 Remote 」、「 Disable 」 のいずれ 
かを選択します。 

• Main Zone 

y インゾーンのフアンクシヨンに連動して 
DC トリガー出力をコントロールします。 

• Zone A 

ゾーン A のフアンクシヨンに連動して DC 
トリガー出力をコントロールします。 

• Zone B 

ゾーン目のフアンクシヨンに連動して DC 
トリガー出力をコントロールします。 

• Remote 

リモコンで DC トリガー出力をコントロー 
ルします。付属リモコン RC 007 SR ではこの 
機能は使用でさません。 

• Disable 

DC トリガー機能を停止します。 


システムセットアップ 


5. 設定したい入カファンクシヨンを力ーソル 
ボタンで選択します。 

6. 力ーソルボタンィ/►で 「 On 」 か 「 Off 」 に設定し 
ます。 

7. 各設定が終了したとき、力ーソルボタン ▲/▼ 
で力ーソルを 「 Re 山 rn 」 に移動し、 ENTER ボタ 
ンを押します。 

〔ごま 意 ) 

設定した ゾーン で On に設定した ファンク シヨ 
ンが選択されたときに DC OUT に電圧が出力 
されます。 


を部つを称.呈ネ若続 一 IH 本操巧 を巧接続 



応用巧作里 P たときは その他 
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6 ACOUSTIC EQ 


ACOUSTIC EQ (アコースティックイコライザー） 
の設をで使用するイコライザーの選択とイコライ 
ザーカーブを設定ずることが化巧ます。 

1. 力ーソルボタン ▲/ ▼で Main Menu から 
「Acoustic EQ 」 を選択し、 ENTER ボタンを巧し 
ます。 

2. 力ーソルボタン ▲/ ▼で 「EQ Mode 」 を選択し 
ます。 

3 -力ーソルボタンィ/►で 「Audyssey Front 」、 
「Audy だ ey Flat 」、 「 Audyssey 」、「 User 」、「 Off 」 
のいずれかを選択します。 

設定が終わったら、 カーソル ボタン ▲/ ▼でカーソ 
ルを 「 Return 」 に移動して ENTER ボタンを押して設 
走を終了しまず。 

EQ Mode: 

本機にはユーザーが好み(こよって手動でグラ 
フィ ックイコライザーを設ちずる 「 User 」 およ 
び 、 AUTO SETUP の自動測定の演算処理でミまめ 
6れる rAudyssey Front」、「Audyssey Flat 」、 
「 Audyssey 」 の 3 種類の MultEQ (マルチイー 
キュ ー) が用意されています。 

Audyssey Front: 

フ□ントスピーカーは、特性の補正をおこないま 
せん。その他のスピーカーは最適な特性じなるよ 
うに補正しまず。 

Audyssey Flat: 

ずべてのスピーカーの周波数特性をフラットにな 
るように補正します。 

Audyssey: 

リス ニン グルームの音響特性を最適な環境に補正 
ずるようすべてのスピーカーの周波数特性を補正 
しまず。 

User: 

ユーザーが Adjust User EQ 機能を使用してお好 
みに合わせて調整ずることができるモードです。 
(Adjust User EQ 機能については37ぺージを参 
照してください） 

Off: 

アコースティックイコライザーを使用しないと 
きは Off を選択しまず。 


ご‘注意 ) 

「Audvssey Front」 、 i Audyssey Hat 」 、 「 Audyssev 」 

の MultEQ の設定値は自動測定の演算処理で 
決められるため、その値を変更(調整）するこ 
とはできません。 

リモコンを使って EQ Mode を切り替えるには、 
AMP ボクンを押したあとに EQ ボタンを押しまず。 


このボタンを押すたびに EQ Mode は W 下のように 
切り替わりまず。 

Off - ►Audyssey Front - ► Audyssey Flat 

^- User ^ - Audyssey •< -^ 

〔ご注意 ) 

• rAudyssev front」、「Audyssev Flat 」、 
「 Audyssey 」 の各モードは、一度 Auto Setup 
(オートセットアップ）を実行したあとに選 
がができるようになります。 

• Auto Setup (オートセットアップ）の測定 
をおこなったときに 「 No 」 に設定されたス 
ピーカーを Manual Set 叩で使用できるよう 
に設!定し直した塌合は 、 「Audyssey Front 」、 
「Audvssey Flat 」、「 Audyssey 」 の各モードの選 
択はできなくなります。 

•オートセットアップをおこなったあとに、 

スピーカーのネ數を増やさずに距離やレべ 
ル、クロスオーバー周波数の設定を変更す 
るとモード名の横に r キ」が表巧されます。 

例 ： 「Audyssey Flat *」 

• EQ Mode で 選択した各イ コ ライ ザーは、 
ピュアダイレクト、ソースダイレクト、 7.1 ch 
INPUT および ドルビーへ ツ ドフォン および 
ドルビーバーチャルスピーカーモードをご 
使用の際は無効になります。 

•EQ Mode で選択した各イ コラ イザーは、 
Dolby TmeHD、Do 比 y Digital Phis 、 DTS-HD 信 
号を再生中は無効になります。 

この場合でもスピーカーオートセットアッ 
プで設定された内容（スピーカーの有無/ 
距離/サイズ/チ ャン ネルレベル/クロス 
オーバー）は有効です。 

• EQ Mode がはたらいているときはトーンコ 
ントロールは無効じなります。 
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• Adjust User EQ : 

「6-1 ADJUST USER EQ 」(37 ぺージ参照） 

• Check Audyssey MultEQ® : 

「6-2 CHECK AUDYSSEY MULTEQ 」 

(37 ページ参照） 

• Audyssey Dynamic EQ™: 

Audyssey Dynamic EQ は、人間の聴覚や部屋の 
音響特性を考慮し、ボリュームレペルを下げた際 
に発生ずる音質の低下を防く‘技術でず。 

Dynamic EQ は 、 Audyssey Mul 柜 Q 技術と速動ず 
ること(こより、ずべてのボリュームレペルに対して 
最適なバランスの音質をすべてのリスナーじ提供し 
まず。 

力ーソル ボタン ◄/► で ron 」 と roff 」 を選択します。 

• Audvssey Dynamic EQ Adj : 

Audyssey Dinamic EQ は一般的なフィルム（映画 
など）のミキシングレペルをリファレンスとしてい 
まず。ボリュームレペルが0 d 巨から下げられた際 
にミキシング特性-サラウンド効果を常にコンテン 
ツが作成された本来の特性に自動的に維持します。 
しかし、フィルムのリファレンスはミュージック皆 
テレビ番組などフィルム(外のコンテンツの作成に 
は使用きれていない場合もありまず 。 Dynamic EQ 
はフィルム作成時に使用される標準のリファレンス 
レペルを使用せずに作成されたコンテンツに対して 
オフセットレべルの設走(日 dB /10 姬/1日祀）が 
巧能でず。 W 下が推奨の設定:レベルじなります。 
OdB : 

初期の設定。巧画などのコンテンツじ最適。 

5dB : 

クラ、ソシック 音楽のような非常に広いダイナ ミッ 
クレンジを持ったコンテンツに適しています。 

10dB : 

ジャズなどの広めのダイナミックレンジを持った 
ミュージックコンテンツやテレビ番組に適してい 
まず。 

15dB : 

ポップや□ックなどの非常に高いボリュームレべ 
ルでリスニングしたり、圧縮されたダイナミック 
レンジを持つコンテンツに適していまず。 


〔ご’注意 ) 

Dynamic EQ の設定が 「 off 」 のときは、設定の 
変更はできません。 

• Audyssey Dynamic Volume™ : 

Audyssey Dynamic Volume は、テレビや映画な 
ど再生されるコンテンツ内におけるボリュームレべ 
ルの蛮化(静かな音のシーンと大きな音のシーンの 
間など）をユーザーの好みのボリューム設定値に自 
動的に調整する技術でず。また 、 Dynamic Volume 
は Audyssey Dynamic EQ の巧術をアルづリズム 
の中に取り入れることによりボリュームレペルの調 
整時作テレビチャンネルの切り替え時、ステレオコ 
ンテンツからサラウンドコンテンツなどの切り替え 
時でも低域特性や音質パランス、サラウンド効果、 
ダイア□グの明瞭さを保っていまず。 

力ーソルボクンィ/>で 「 Light 」、「 Medium 」、 
「 Heavy 」 、「〇け」のいずれかを選択しまず。 

〔ご’注意 ) 

Audyssey Dynamic EQ 力^ Off のときは、 
Audyssey Dynamic Volume は使用できません。 

リモコンを使って Audyssey Dynamic EQ と 
Audyssey Dynamic Volume モードを変更ずるに 
は、 D.EQ/VOL ボタンを押します。このボタンを押 
すごと(こそのモードは以下のようじ変化します。 

Off Audyssey Dynamic EQ : On 、 

Audyssey Dynamic Volume : Off 
Audyssey Dynamic EQ : On 、 

Audyssey Dynamic Volume : Light 
Audyssey Dynamic EQ : On 、 

Audyssey Dynamic Volume : Medium 
Audyssey Dynamic EQ : On 、 

Audyssey Dynamic Volume : Heavy 
- Off 
























■ 6-1 ADJUST USER EQ 

7 チヤンネル（フ□ント L / R , センター、サラウ 
ンド L / R 、 サラウンドバック L / R ) 毎に9バンド 
(63 Hz ~ 16 kHz の9ポイント）のグラフ ィ、ソ クイ 
コライザーを設定できます。 

1. 力ーソル ボタン ▲/ ▼で Main Menu から 
「Acoustic EQ 」 を選択して、 ENTER ボタンを巧 
します。 

2. 「Adjust User EQj を 力ーソル ボタン ▲/ ▼で選 
択します。 

3. ENTER ボタンを押して確定します。 



Reset: 

イコライザー設ををフラットに戻したいときに使用 
します。 力ーソル ボクンでリセットしたいチャンネ 
ルを選択し、次に ENTER ボタンを押して確をしま 
す。 

「 All-ChanneU :ずべてのチャンネル 

[ChannelJ :現在表示されているチャンネル 
のみ 

Channel: 

調整ずるサラウンドチャンネル (Front Left、Front 
Height Left 、 Center、Front Height Right、Front 
Right、Surround Right、Surround Back Right 、 
Surround Back Left , Surround Left ) を 力ーソル ボ 
タン ◄/ ►で選択します。次に▼ボタンで補正モー 
ドに移行しまず。 

Frequency: 

補正したい周波数(グラフの上の）を カーソル ボタ 
ンィ/►で選択しまず。 ENTER ボクンを押して磕定 
します。 力ーソル ボタン ▲/ ▼でレペルを調整しま 
す。（レベルは、 一20 d 巨から+9 d 巨の範囲で 0.5 
d 巨単位で調整できまず。） ENTER ボタンを押して磕 
定:しまず。 

◄ / ►で次の周波数へ進み、レベル調整を再びおこ 
ないます。 


4. 各設定が終了したとき、 力ーソル ボタン ▲/▼ 
でカーソルを 「 Return 」 に移動し、 ENTER ボタ 
ンを押します。 

■ 6-2 CHECK AUDYSSEY 
MULTEQ® 

オートセットアップの測を結果で設定された 
MultEQ を確認できます。 

1. 力ーソル ボタン ▲/ ▼で Main Menu から 
「Acoustic EQ 」 を選択して、 ENTER ボタンを押 
します。 

2. 「Check Audyssey MultEQ 」 を 力ーソル ボタン 
▲/ ▼で選択します。 

3. ENTER ボタンを押して確定します。 



EQ Mode: 

EQ M 日 de じカーソルを移動して力ーソルボクン 
で確認したい MultEQ 力ーブ ( Audyssey 、 
Audyssey Front,Audyssey Flat ) を選択しまず。 

圏は左から、グラフ、補正した周波数 ( Hz )、 補正 
量 ( dB ) です。 

Channel: 

確認したし''チャンネルを力ーソルボクンィで違 
択しまず。 

4. カーソルボタン ▲/ ▼で 「 Return 」 を選択し、 
ENTER ボタンを押して 「Acoustic EQ 」 に戻り 
ます。 


システムセットアップ 



ごを意 

「Audyssey Front」 モードではフロント L/R ス 
ピーカーは 表示されません。 



AUTO STEUO PMECT REPEAT 

①の③ ◎ 
© 

IIP SYNC K'f fT DEO/VOL 一 、. 
T.TONE CH V- ■' か , '*1 

も 对 

THEBLE I BASS i 

o 包 o 曾 

•—CATEOOBY—■ I — CHANNEL—* 


々部つ名称：呈本接続 一 in 本澡作 お巧接続 



応用操作困一/にときは その他 
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!_ 応用操作 


アンプ操作 


サラウンドモードの選が 



SURR . AUTO PURE PURE 
MODE DIRECT DIRECT 

INDICATOR 

III 


[0 © 0 0L-AMP 

iio ' oS ： I 

燈 I ん知 y^SURR 


F DIRECT PIOCK 


MACAO TMODE P.SCAN BAND 

贷©をを 

ro が PTY 

(O 


AUTO/,I け EO P.DIHECT 巧 I 

Gf ® 伍 

i.LLr M-DAX 三 U —AN 


■AUTO 

-RDIRECT 


, .n —… RANDOM I 

d ) tf )® ® I 

■ サラウンドモード 

サラウンドモードについては目7ページを参照して 
<ださい。 

(本機で操作する場合） 

お好みのサラウンドモードになるまで SURR . MODE 
ボタンを何回か押しまず。 

(リモコンで操作する場合） 

AMP ボタンを押したあとで、お好みのサラウンド 
モードになるまで SURR ボタンを何回か押しまず。 

■ 才ートサラウンド 

(本機で操作する場合） 

オートサラウンドを選択ずるには、 AUTO ボタンを 
押します。 

(リモコンで操作する場合） 

AMP ボクンを巧したあとで、 AUTO ボクンを押し 
まず。 

• サラウンドモードについては、目7ページを参照 
してください。 


■ ピュアダイレクト 

(本機で操作する場合） 

PURE DIRECT ボタンを押します。 

(リモコンで操作する場合） 

AMP ボクンを押したあとで、 P.DIRECT ボタンを巧 
します。 

このボタンを押ずと、 ソース ダイレクトじなり、表 
示部に rSOURCE DIRECT 」 と表示されます。 
もう一度押すとピュアダイレクトじなり 、 「PURE 
DIRECT 」 と表示されまず。 

PURE DIRECT インジケーターが点财し、2秒後、 
表示部が消えまず。 

ソースダイレクト/ピュアダイレクトモードでは、 
トーンコント□ール回路とバス-マネージメント機 
能がバイパスされまず。 

ボタンを押すたびじ、次のようじ切り替わりまず。 


AUTO - 


► S-DIRECT- 


- PURE DIRECT 


ごを意 


ソース ダイレクト/ ピュア ダイレクトモ ー 
ドにすると、サラウンドモードは自動的に 
AUTO に切り替わります。 

I をスピーカーのサイズは自動的にな下のよ 
うに設定されます。 

フロントスピーカーニ LARGE 
センタースピーカーニ LARGE 
サラウンドスピーカーニ LARGE 
サラウンドバックスピーカーニ LARGE 
サブウーファーニ YES 

この設定はソースダイレクト/ピュアダイレ 
クトが'機能しているときの一時的な処理な 
ので 、 SPEAKER SETUP MENU には反映さ 
れません。 


各部のを积基本接続 是本鸟巧 た用接続 - K ろち卜てノ 



困ったときは その也 
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■ デイスプレイモード 



本機表示部の表示動作モードを選択できまず。 

本機またはリモコンの DISPLAY ボクンを押しまず。 
これらのボクンを押ずごとに、表示動作状態が順 
番じ切り誓わりまず。 

ノーマルーボリユームーオートディスプレイオフー 
デイスプレイオフーノーマル 


ノーマルモード： 

W 下の3つのモードを表示します。 

• 入カソース：選択きれているソースを上段左側 
に表示しまず。ファンクションリネーム機龍が 
使用されているときは、設定きれたソースをを 
表示します。に4ページ参照） 

• 入カモード：才ート HDMI ( AH )、 才ートデジク 
ル ( AD ) 、 HDMI ( HD ) 、デジタル ( DG ) 、アナ□グ 
( ANA ) を上段ち側(こ表示します。 （40 ページ参 
照） 

• サラウンドモード：サラウンドモードを下段に 
表巧します。 


ボリュームモード： 

下剧こ音量が常に表示きれるようになります。サラ 
ウンドモードが蛮要されたときは一時的にサラウン 
ドモードがここに表示されまず。 

オートディスプレイオフ： 

基本的にディスプレイが消财した状態となります 
が、本磯の操作をしたときに、一時的に表示状態 
になりまず。 

ディスプレイオフモード； 

常に消灯したが態になりまず。 

〔ご注意 ) 

ディスプレイ.オフが態では、本機表示部の 
DISP 表示だけはこの機能が動作が態であるこ 
とを表すために点灯します。 


■ ダイアログ • ノーマライゼーシヨン • 
メッセージについて 

ダイア□グ-ノーマライゼーシ ヨン (Dial Norm ) は 
ドルビーデジクルの機能でず。ドルビーデジタルで 
エンコードされたソフトウェアを再をするとき、フ 
□ントパネルに 「 D-MORM X 姬」（ X は数値）とい 
う短いメッセージが表示されることがあります。ダ 
イア□グ-ノーマライゼーシ ヨン 機能は、再生中 
のソフトウェアが特をの化力基準レペルより高いレ 
ペルで歸音されているか、低;いレベルで録音されて 
いるかを表示し、基準レベルに自動的に合わせて 
どのソフトウエアでも同一に感じる音量レベルで再 
生する機能です。 


■ ビデオオフ 機能 


各映像化力端す（ビデオ、コンポーネントビデオ、 
HDMI ) の化力を停止しまず。 



1 . リモコンの AMP ボタンを押してから V.0FF 
ボタンを巧します。 V -0 FF インジケーターが 
点灯します。 

2- 再び V.OFF ボタンを押すと、 V -0 FF インジ 
ケーターが消灯しビデオオフ機能は解除さ 


れます。 


〔ごま 意 

ビデオオフ モー ドで もセットアップメニュー 
は表示されます。 









































































































■ M-DAX 

(Marantz Dynamic Audio eXpander) 


再生中の MP 3 节 AAC ファイルなどの非巧逆圧縮 
によって失われた音域成分を補う機能です。 
お好みに合わせて効果のレペルを下記のようじ切り 
替えることができます。 

" H に H " :強めの効果 
" L 0 机"：弱めの効果 
" OFF " :機能しない 


0 0 0 0| II 
© © 

@ © が》綺 I ) 
筒〇 



リモコンの AMP ボタンを押しまず。 M-DAX ボタ 
ンを巧すたびに M - DAX の効果が変わります。 


OFF - ► LOW - ► HIGH 


M - DAX モードが LOW または HIGH のときは、 
M - DAX インジケーターが点财しまず。 


〔ごミ主意 


M-DAX は 48 kHz な下の PCM / MP 3/ WMA / 
AAC および2 チャン ネル アナログソースに 
巧応してぃます。 

M - DAX を使用中は トーンコントロー ルの 設 
定は無効になります。 

M - DAX はな下のモードでは使用できませ 
A / 0 

• ドルビーバーチャルスピーカー 
• ソース ダイレクト 
. ピュアダイレクト 
• 7.1 チャン ネルイ ン プット 


■ ナイトモード 

夜間などじ再を音のダイナミックレンジをかえて、 
を体の音量を上げずにルさな音声を闇きやすくずる 
ことができまず。 

ナイトモードはドルビーデジタル音声に巧してのみ 
効果があります。 


AUTO STEREO P.URECT HEKAT 

の曾③ （ S ) 



1 — TREBLE—11 - 日 ASS - 1 

【 +) 【：) 

•—CATEOeBY—■ I— CHANNEL 一 


1 . リモコンの AMP ボタンを押します。 

2. NIGHT ボタンを押すたびにナイトモードが 
変わります。 


AUTO : 



Dolby TrueHD ソフトに含まれている信号を横 
化して、自動的にナイトモードを ON にするか 
OFF (こずるか選択しまず 。 Dolby TrueHD たが卜 
のドルビーデジクル音声ではナイトモードはオフ 
になります。 


ON : 



ナイトモード機能をオン(こしまず。 

OFF : 



ナイトモード機能をオフにします。 


-ナイトモード機能がはたらいているときは本機 
表示部内の MGHT が点なします。 

-ピュアダイレクト、ソースダイレクト、 7.1 CH 
INPUT 機能を選択しているときはナイトモード 
はオフになリます。 


応用操作 


スピーカー A/B 


SOURCE SET STANDBY OS 

® O CD CD 

© 《©み 

^ ~ 

0 0 0 0 

フ□ント L/R スピーカーに対してスピーカーシス 
テム A とスピーカーシステム巳を切り替えて使う 
ことができまず。 

リモコンの SPKR A/B ボタンを押すたびにスピー 
力ーシステムが変わります。 

A — ► B — ► A+B — ► OFF 


■ へッドホンで聞< 

ヘッドホン ( PHONES ) 端子は、本機の化力音声を 
へ、ソドホンで聴く合に使用しまず。標準ステレオ 
プラグへ、ソドホンをご使巧ください。 

ヘッドホン端子を使用しているときは、スピーカー 
化力が自動的にオフ(こなりまず。 




■ ドルビーヘッドフオン•モード 

ドルビーヘッドフオンモードは、スピーカーで再生 
したときの波形を再現すること(こより、通常のへ、ソ 
ドホンでマルチチヤンネルサラウンド音声を楽しむ 
ことができます。 2 ch ステレオ音声を再生時には 
前方のスピーカーから聴こえるような効果がありま 
す。へ、ソドホンを使用ずると、 MENU ボタンを押し 
たときに表示きれる OSD メニューは自動的にドル 
ビーへ、ソドフォン-モード(こ切り替わります。 



DOLBY HP (へ、ソドフ ォン） モー ドは左ちの力ーソ 
ルボタンで選択できます。 

BYPASS 一 DH 一 BYPASS 

BYPASS: ドルビーへ、ソドフォン-モードじは 
な6ず、通常の 2 ch ステレオ音声を 
止!力しまず。 

DH: ドルビーへツドフオン-モード。 

ピュアダイレクトおよびソースダイレクトモードを 
選択したときはドルビーサラウンド処理が省略さ 
れ、モード■表示には r ホホ杏」が表示されまず。 

ドルビーへ、ソドフォン-モードがオンのときは、サ 
ラウンドモードを選択できます。 

「 L/R LEVEL 」 は±12 dB の範囲で設をできまず。 


ごを意 


ヘッドホンを端子から外すと、サラウンド 
モードは城前の設定に戻ります。 

A 警告 

へッドホンの音量が大きすぎると、耳を痛める 
傷めることがあります。音量が大きくなりすぎ 
ないようにま意してください。 


( ごま意 


>へッドホンを端子から外すと、サラウンド 
モードはお I 前の設定に戻ります。 

>ドルビー ヘッドフォン. モードがオンのと 
きは、トーンコントロールおよび ACOUSTIC 
EQ は設定することはできません。 


を部つ名称基本接続 基本撰巧 な用接続シ K テ台にでゾ 



围つたときは その他 
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応用操作 


入カモード切り営え 


网 

(I © (): 


0 ) © © 


夕^© @1 
© © 皆ろ 
@ ©が 。} ^ I ) 

窗万5娜 

アナ□グ以外の入力を設をしたソースを選んでいる 
場合、 W 下の入カモードを一時的に切り替えるこ 
とが可能でず。 

リモコンの A / D ボタンを押します。 

ボタンを押すごとに、入カモードが順番に切り替わ 
ります。 

才ー トー HDMI ー デジタルー アナログ ーオー ト 


オートモード: 


HDMI モード： 
デジタルモード： 
アナログモード： 


入カソースを切り替えたり、スタンバイにしたあと 
は、セットアップメニューで設定した入力設定に 
戻ります。ここで選択した入カモードは一時的な 
詰をです。 

入カモード切り替えの設をを保をするには、メイ 
ンメニューの FUNCTION INPUT SETUP (24 ペー 
ジ)を参照してください。 


I 録音* *録画をずる 

本機を操作して、記録用機器へ録音/録画ずるこ 
とができまず。このため本機は VCR OUT 、 CD / 
CDR OUT 端子を装備しています。 



0 0 0 0 



選択した人力機器に対して 
HDMI またはデジクル入力端子 
に入力されているデジタル信号 
の有無を自動的に模化します。 

( HDMI 入力とデジクル入力が 
檢化したとき、 HDMI 入力が優 
先されます） 

デジクル信号が人力されていな 
い攝含はアナ□グ入力が自動的 
に違択されまず。 

HDMI 入力に固定きれます。 

デジクル入力に固をされまず。 
アナ□グ入力に固をされまず。 


1 ■ 本機の INPUT SELECTOR つまみを回すかリモ 
コンのソースボタンを2回続けて押して視聴 
したい入カソースを選びます。 

2- VCR OUT 、 および CD/CDR OUT 端子から選択 
した入力信号が録音/録画用として出力さ 
れます。 

3. 接続した記録巧機器を録音/録画モードに 
し、録音/録画を開始します。 

( ごま意 ) 

-デジタル信号入力だけの接続の場合、 VCR 
OUT および CD/CDR OUT 端子への出力は得 
られません。録音機能を利巧する場合は、ア 
ナロ ダ信号入力の接続もおこなってくださ 

い。 

• HDMI 入力端子に入力される信号は録画/ 
録音することはできません。 

• AUX の S- ビデオまたはビデオ信号は VCR の 
REC に出力されます。ただし、コピー制御信 
号が含まれているときは、録画することはで 
きません。 


各部のをお基本接続基本操作庭用接続シ妾ムセットてゾ困つたときはその他 
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■ 7-1 CH INPUT 

マルチチャンネルスーパーオーディオ CD プレー 
中一や DVD-Audio プレーヤーなどのマルチチャン 
ネル信号に対応するための 7.1 ch の外部人力端子 
が搭載されています。これらの入力信号は内部サ 
ラウンド処理をバイパスしてボリュームコント□一 
ルを通過したあと、プリアウト端子へ化力および内 
部アンプ(こ入力されます。 （ SubW 入力はプリアウ 
卜のみ） 

この機能がはたらいているときは、入カソースを切 
リ曽えることができません。この機能に合わせて楽 
しみたいビデオ系の入カファンクションを選択して 
か6リモコンの 7.1 ボタンを押してください。 


© © © 0 
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NI6HT O.EQ/VOL 一 
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本磯またはリモコンでご希望のビデオソー 
スを選択します。 

リモコンの 7.1 を押して 7.1 チャンネルイン 
プット入力に切り替えます。 

各チャンネルの出カレベルを調整する必要 
がある場合は、リモコンの CH-SEL ボタンを押 
します。 

視聴位置でそれぞれのスピーカーから聞こ 
える音量が同じになるようにィまたは►ボタ 
ンでスピーカー出カレベルを調整します。 

-フロント L / R 、 センター、サラウンド L / R 、 サラ 
ウンドバックのスピーカー出カレべルは、一 
12から+12 dB の範囲で調整することがで 
きます。 

•サブウーファーについては、 一 18から+12 
dB の範囲で調整できます。 

-調整結果は 7.1 CH . INPUT メモリに保存さ 
れます0 


4 -本機の VOLUME つまみか、リモコンの 
V0LUME+ /—ボタンで音量を調整します。 

7.1 チャンネルインプット設定を解隙するには、リ 
モコンの 7.1 を押します。 



ごま意 ) 

• 7.1 チャンネルインプットモードの動作中は 
巧部サラウンド処理をバイパスするので、サ 
ラウンドモードは選ができません。 

- 7.1 チャンネルインプットモード使用中は、信 
号は録音用出力には送られません。 

- 7.1 チャンネルインプット使用中は臥下の機 
能は使用できません。 

.テストトーン 
• ナイトモード 
. ソース ダイレクト 
. ピュアダイレクト 

• HT-EQ 

■ M-DAX 

. トーンコントロール 

• Acoustic bQ 
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■ アツ テネー ト機能 

アナ□グ信号入力を本機(こて再生しているとき、 
前面表示部の PEAK 表示が点なずる場含がありま 
す。これは、本機の内部処理に対して入力信号レ 
ベルが大きずぎることを意巧しまず。 

この場含はリモコンの ATT ボタンを押してくださ 
し、 


B 1 む "') 

((■) © y) 0 
紛房も赫 


• この機能の動作中は、 「 ATT 」 表示が点なしまず。 
• 入力信号レベルはおよぞ半分(こなります。 

• CD/CDR OUT、VCR OUT からの出力信号には 
アツテネート機能は動作しません。 

• この機能は個々の人カソースごとに記憶されま 
す。 

• このボタンは、 HDMI またはデジタル(光または 
同軸）入力が選択されているときは觸能しませ 


■ UP . SYNC (リップ•シンク）機能 


接続する映像機器によっては、映像信号の処理が 
オーディオ信号に巧して時間差があるものがありま 
ず。 

この差は、ほんのわずかですが映画や音楽を楽しむ 
上ではとても重要でず。 

UP . SYNC 機觸ま、才ーディオ信号を遅らせて映像 
との時間差を調整します。初期值は OFF (0 ms ) で、 
最大 200 ms まで 10 ms ステップで調整できまず。 
ディスプレイやプ□ジェクター等の映像機器で映 
像を確認しながら調整してください。 



I AUT0 STERSO P DIRECT 扣 WAT 

I を ◎③ <D 
® <D 

/ 1 LIP SYNC PiXtr O.EO/VOL _ 

り®か®陶 

11 I tufiu f ■ § HA,, • 


ご‘注意 ) 

• この機能は ソース ダイレクトまたはピュア 
ダイレクトモードまたは 7.1 チヤンネルイン 
プットでは OFF ( Oms ) になります。 ソース ダ 
イレクトまたはピュアダイレクトモードまた 
は 7.1 チヤン本ルインプットカ s ' 解除されると 
設定した値に戻ります。 

• HDMI のオートリップシンク機能に巧応した 
TV やプロジ卫クターを本機に接続した場合、 
自動的に映像と音声を同期させることがで 
きます。この機能の操作については34ペー 
ジを参照してください。 


国ス y - プタイマーをほ5 

I I STEREO P DIRE 订 REPEAT 

I, SLEEP MIU の RANPOH 

(|| ® か®® 

I I TTONE CH な L vfiet I TV I 

設定した時間(こなると自動的に電源がスタンバイ 
状態じなる機能です。リモコンの AMP ボタンを押 
してから SLEEP ボクンを押します。 

ボクンを押ずたびじ、スクンパイ状態になるまでの 
時間がみのように変化しまず。 


OFF - ► 10- ►20 - ►30 - ►が - ► 50 

1 i 

120 <—110<—100 <—90 <-80 <-70 <-60 


フ□ントパネルの表示部にスリープ時間が数秒同 
表示され、カウントが表示されます。この表示は 
スリープ時間が終わるまで表示されます。 

設定したスリープ時闇が経過すると本機は自動的 
にスタンバイ状態にな y まず。 

スリープタイマーが設をされると，表示部に 
「 SLEEP 」 表示が点のしまず。 

スリープモードをキャンセルずるにはリモコンの 
SLEEP ボタンを 「SLEEP OFF 」 が表示され > 表示部 
の 「 SLEEP 」 表示が';肖えるまで数回巧します。 

■ フ□ントキー□ック機能 
(チャイルドロック機能） 

リモコン操作外の本機のを種操作 (POWER ON / 
STANDBY を除く）を受け付けないようじ□ックす 
ることが巧能です。 


応用操作 


フロントキーロックの方ま 

1. フロントパネルの PURE DIRECT ボタンと 
EXIT ボタンを同時に3秒 J •乂上押し続けます。 

2. 表示部に" F-KEY LOCK !" と表示され 、 POWER 
ON / STANDBY な外のフロントパネルの操作 
を受け付けなくなります。 

フロントキーロックのが除方法 

1. 再度フロントパネルの PURE DIRECT ボタンと 
EXIT ボタンを同時に3秒 J •乂上押し続けます。 

2. 表示部に" F-KEY UNLOCK " と表示され、ロック 
が解除されます。 

PURE EXIT 
DIRECT 



■ デュアルバックアップメモリー機能 

本機は電源を切ったが態でも設をした各種内容を 
内部の不揮発メモリーじ記牆しています。 

デュアルパックアップメモリー機能は記憶した内容 
をさらに別のメモリーエリアに書き込み、ユーザー 
が残したい設ををバックアップし、いつでもその設 
をを呼び化すことができます。 


バックアップ 

1 . 本機を記憶させたい状態にし設定し、 
MEMORY と ENTER ボタンを同時に3砂な上 
押し続けます。 




と表示され、本機の設定:が記憶されます。 

この記'憶された内割ま、再度デュアルバックアップ 
メモリー機能を使って設走の上書きがされるまで 
残ずことができます。 

• W 下の設定値はパックアップされません。 

• メインソーンのボリューム 
• ソーンのボリューム 
• ゾーンスピーカーのボリューム 


メモリー呼出機能 

パックアップした設をは次の操作で呼び化せまず。 

1 .MEMORY と MENU ボタンを同時に3秒ム乂上押 
し続けます。 



と表示されて記'憶した設を状態に本機を再設をし 
まず。 

このとき本機は一度スタンバイ状態になります。 
また、バックアップデータがを在しない場含は、 



と表示されてパックアップのリカパリーはおこなわ 
れません。 

• (下の設定値はバックアップされないため、各 
ボリュームの値は初期値の状態じなります。 

• メインソーンのボリューム 
• ゾーンのボリューム 
• ゾーンスピーカーのボリューム 




て 


各部つ名称言本疗続 一 IH 本霉か 応用接続含んち 



里【一たときは そつ化 


41 



















































































応用操作 


■ ビデオコンパート機能 

アナログビデオコンパ'—卜について 

本磯のモニクー化力には映像信号のコンバート機 
能を装備していまず。 

このため再生機器と本機の映像入力端子 ( VIDEO 、 
S - VIDEO 、 COMPONENT ) との接続方法に関わら 
ず、本磯モニクー出力端子とモニター間の接続方 
法については、より高が□位な接続方法のケーブル 
を T 本つなぐだけで視聴できます。 

(設定のしかたについては33ぺージを参照） 

アナログビデオ信号から HDMI への 
アップコンバート 

本磯のアップコンバート機能は入力されたアナ□グ 
ビデオ信号（コンポーネントビデオ信号の解像度が 
480し 480 p 、720 p 、 108 Oi のとき、または S ビデ 
才およびビデオのビデオ信号のとき）を HDMI 化力 
端子に化力ずることができます。 

(設走のしかたについては33ぺージを参照） 


([ごを意 


HDMI 入力端子に入力された映像は、 HDMI 
モニター 端子からのみ出力され ます。 本磯 
の HDMI 入力端子に Blu-my Disc プレーヤー 
などの機器を接続した場合は、 モニター とも 
HDMI による接続をおこなってください。 

この機能は、録画用ビデオ出力端子にははた 
らきません。 

この機能は、スチル、早送り、逆再生等では、 
正常に再生されないことがあります。 

ビデオ コンバート 機能は、ご使用になるテレ 
ビ、プロジェクター等によっては同期ずれ等 
の不具合が発生する場合があります。 
このような場合はビデオ コンバー トの機能 
を OFF にしてご使用ください。 

この磯能は常にビデオ入力信号を監視して 
おり、入力されている信号に合わせてコン 
バートをするかしないかを決めています。し 
かし、入力されるビデオ信号によっては正確 
な検知ができないこともあります。 


接続例 

• モニターを本機の IHDMI モニクー吼〇于‘こ接扁し 

に±洒ーロ. 





VIDEO 


または S - VIDE 0 


または COMPONENT 


または HDMI 


HDMI 


ごミ主意 


-再生機器から入力されるコンポーネントビ 
デオ信号の解像度が480し 48 邮、 720 p 、 108 Oi 
姑外のときは本機の HDMI モニター端子か 
ら映像出力されません。 

. 再生機器から入力されるビデオ信号または S 
ビデオ信号の解像度が 480 i な外のときは本 
機の HDMI モニター 端子から映像出力され 
ません。 

モニターを 本機の VIDEO モニター 端子に摇綱し 

たよな口 





VIDEO T 


または S-VIDEO 


または COMPONENT 


HDMI 



VIDEO 令 


ごミ主意 


’再生機器から入力される HDMI ビデオ信号 
は本機の VIDEO モニター端子から出力さ 
れません。 

’再生機器から入力されるコンポーネント 
ビデオ信号が48扣な外のときは本機の 
VIDEO モニター 端子から出力されません。 


各部の名お基本接続基本操作応用接続シスるセットバッノ 困ったときはその他 
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• モニターを本機の COMPONENT VIDEO 

モこッ——叫内子(こ接続し?こふ蟲'(=1' 


う:。::] 



VIDEO 


違たは S - VIDE 0 


It 

iol 


または COMPONENT 

HDMI 



COMPONENT 


ごま意 


再生機器から入力される HDMI ビデオ信号 
は 本機の COMPONENT VIDEO モニター 端 
子から出力されません。 


GUI メニユーシステムについて 

• GUI メニュー システムはすべての映像端子 
(ビデオ、コンポーネント、 HDMI ) に出力さ 
れます。 

• OSD インフォメーションは VIDEO モニ 
ター端子にのみ出力されます。 

本機のビデオまたは S - VIDEO の人力端子 
に入力された映像信号をビデオコンバート 
し 、 COMPONENT VIDEO または HDMI の 
出力端子から出力した場合は、 OSD イン 
フォ メーションが出力されます。 


ごミ主意 


HDMI OUT 端子に モニターカ f 接続され てい 
る場合、 モニターの 機種に よっては VIDEO 
モニター 端子から出力され ない ことがあり 
ます。 


■ コンポーネント I / P 機能 


〔ごま意 

HDMI OUT 端子に モニターう 《接続され ている 
場合、 HDMI 解像度が72雌、1080し108 Op また 
は AUTO に設定され ている とこの機能は無効 
になります。 


■ HDMI OUT 切0営え 



SET STANDBY CD 

CD 

(I 0 0)0® 

ろ*^© O 


本機では 、 HDMI OUTPUT 1 または 2 を選択して 
使用ずることができます。 

リモコンの HDMI ボタンを押ずたびじ、 OUTPUT 1 
と2がを互に蛮わります。 

HDMI OUT 1と HDMI OUT 2は同時に化力する 
ことはできません。 



■ HDMI 解像度 

ビデオコンパート機能(こよってアナ□グビデオ信号 
を HDMI 端子へ化力するときの解像度を設定しま 
ず。 

• 480 i 信号は 480 P ， 720 P ， 108 Oi または108 Op 信 
号に変換できまず。 

• 720 P 信号は108 Oi または108 Op 信号に変換で 
きまず。 

• 108 Oi 信号は108 Op 信号に変換できます。 

〔ご注意 ) 


本機の VIDEO 回路には I / P コンバート機能が装備 
されています。 

この機能をオンすることで、再生機器か6入力さ 
れるアナ□グビデオ信号（ビデオ、 S - ビデオ、コン 
ポーネントビデオ）の 480 i を 480 P にコンパート 
して本機の COMPONENT VIDEO 化力端子にプ日 
グレ、ソシブ化力ずることができます。 

(設をのしかたについては33ページを参照してく 
ださい） 


• 1080し 720 p または108 Op 信号に支ホ応して 
いない モニターと 接続する場合は、1080し 
720 p または108 Op じ設定しないでください。 
SETUPMENU が表示されません。 SETUP 
MENU が表示されなレ d 梟合は、本体表示部を 
見ながら設定を靈更してください。 

. コンポーネント ビデオ出力の解像度は変更 
できません。 











































































































































L - ナー操作（プ U セツトメモ U ) 


本機では FM / AM の放送局をお好きな順序で目0 
局までプリセットできまず。 

それぞれの放送局について、'必要に応じて周波数 
と受信モードを記懦させることができます。 


5 - 60個すベてのプリセット;^モリが設定され 
たとき、またはオートスキャンがバンドの上 
限に達したときは、スキャンは自動的に停止 
されます。オートプリセット/モリを停止し 
たい場合は、 CLEAR ボタンを押してくださし、。 


■ 才ートプ U セットメモ U 


■ マニュアルプリセツトメモリ 


この機能によって、 FM バンドと AM バンドを自動 
的にスキャンして、適切な電波強度のあるすベて 
の放送局をメモリじ記録しまず。 

4-2.1. 3. 2. 5- 



1. FM を選択する場合は、本機の BAND ボタンを 
押します。 

2. MEMORY ボタンを押しながら力ーソルボタ 
ン►を押します。 

表示部に 「AUTO PRESET 」 と表示され、最も低 
い周波数からスキャンが開始されます。 

3. チューナーが放送局を受信するたびに、ス 
キャンが停止しその放送局を5秒間受信しま 
す。 

この間にが下の操作ができます。 

BAND ボタンを押すと、バンドを変更できま 
す。 



(本機で操作する場合） 

1 . 設定したい放送局に周波数を合わせます。 
(「マニュアルチューニング」または「オート 
チューニング」の項参照)。 

2- 本機の MEMORY ボタンを押します。インジ 
ケーター部で「--」（プリセット番号）が点滅 
を始めます。 

3. 点滅している間(約5秒間）にカーソルボタン 
◄/►を押して、プリセット番号を選択します。 

4- もう ] 度 MEMORY ボタンを押して確定しま 
す。インジケーター部の点滅が止まり、放送 
局がご指をのプリセツトメモリに保巧され 
ます。 


4. この間にボタンが押されない場合は、現在の 
放送局が Preset 01に記憶されます。 

現在の放送局をスキップしたい場合は、この 
間にカーソルボタン▲を押します。この放送 
局はスキップされ、オートプリセツトが継続 
されます。 


(リモコンで操作する場合） 

1 . 設定したい放送局に周波数を合わせます。 
(「マニュアルチューニング」または「オート 
チューニング」の項参照)。 

2. リモコンの MEMO ボタンを押します。イン 
ジケーター部でし-」（プリセット番号）が点 
減を始めます。 

3. 数字ボタンを押して、設定したいプリセット 
番号を入力します。 


応用操作 


ごミ主意 


-おのを値(例えば、 2) を人力するときは「02」 
と人力する力>「2」と人力して数砂間待ちます。 


) 义 


プ U セツト局の呼出 


3. 




1 ^曾貧€ 


- 2 . 

■ 2 . 


(本機で操作する場合） 

1. 本機の 力ーソル ボタンイ/►を巧して、呼び出 
したいプリセツト局を選択します。 

(リモコンで操作する場合） 

1 . リモコンの TUNE ボタンを2回続けて押します。 

2. イ/►ボタンを何回か押して聴きたいプリセツ 
卜局を選びます。または数字ボタンを巧し 
てプリセツト局を呼び出します。 

■ プ y セット局のスキヤン 


■5. 


リモコンの TUNE ボタンを2回続けて押します。 

リモコンの P.SCAN ボタンを巧します。 

表示部に 「PRESET SCAN 」 と表示され、小さい番 
号のプリセツト局が最初に巧び出されます。 


4. 


5. 


プリセット局は順番に呼び出され （ No . 1一 
No . 2 一 No . 3 ...... )、1局ごとに5秒間表示され 

ます。 

イ呆巧したプリセットま号がスキップされる 
ことはありません。 

►ボタンを巧し続けると、プリセット局を早 
送りできます。 

聴きたいプリセット局が受信できたら、リモ 
コンの CLR ボタンまたは P.SCAN ボタンを巧 
してプリセット-スキャン操作をキャンセル 
します。 

■ プリセット局のリスト表示 

本機にプリセットメモリーした放を局の一覧をモニ 
々ーテレビに表示させることができます。 

^^1 



2 . 


リモコンの TUNE ボタンを2回続けて巧します。 
リモコンの INFO ボタンを押すとプリセット 
された放送局の一覧がモニターに表示され 
ます。 



义 


プリセツトされた放送局が10局を超える場 
合はもう一度 INFO ボタンを押すと次のペー 
ジが表示されます。 

-表示は操作の数秒後に自動的に消えます。 



AUTO. STEREO ,.D 旧 ECT REPEAT 



を部の名称基本接続 基本揉作 応用接続シさムち卜ごノ 
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応用操作 


■ プ IJ セツト局の削除 

プリセツト局をメモリか6削除します。 


プ U セツト局のを号の並びかえ 



2 . 


3. 


4. 


こ 



化下 S 打 iOE 。 ，。"口 MW 

〇 CD CD dD 

Mcr U-DAX EQ RANDOM 

CD CD CD ® 

LIP SYNC NIGHT D.EO/VOC 

を盧 

TTOW CM ttl TXm I TV I 

綺一一'一' 

V_rff * - ■ ， ■ 

SAftS 
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■3. 


〔アドバイス 


保存されているプリセツト局すべてを削除す 
るには、 T - MODE ボタンと ENTER ボタンを同 
時に2秒間押します。 



削除したいプリセツト番号を呼び出します。 
(「プリセツト局の呼出」参照） 

本機の MEMORY ボタンまたはリモコンの 
MEMO ボタンを押します。 

保をされているプリセツト番号が表示部に5 
秒間点減します。点滅している間に、本機の 
CLEAR ボタンまたはリモコンの CLR ボタンを 
押します。 

表示部に 「XX CLEAR 」 と表示され、指定したプ 
リセット番号が削除されたことが示されま 
す。 


記憶させた放送局番号が連続していない(例えば 
下のようじ放送局が保をぎれている）攝合 

1) 78.0 MHz 

2) 80.0 MHz 

3) 82.5 MHz 
10) 84.7 MHz 

(4 から 9 (こはプリセットされた放送局がないので、 
プリセット10を4としてプリセ、ソトずることがで 
きまず。） 

番号をソートするには、 MEMORY ボタンと▼ボタ 
ンを同時に押します。 

表示部に 「PRESET SORT 」 と表示され、ソートが完 
了します。 


各部の名お基本接続 是本鸟巧 お用接続 - 乂えセットごプ困つたときはその化 
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■プ U セット局ちの入力 

をプリセット局のを前を，奠数字を使用して人力 
できまず。 

を前を入カサる前に、プリセットメモリ操作によつ 
てプリセツト局を保をしてください。 



数字キー 

画面おで 

1 

A B ~> C ~> 1 A 

2 

D 一 E 一 F 一2一 D 

3 

G 一 H 一 I 一3一 G 

4 

J 一 K 一 L 一4 一 J 

5 

M 一 N 一0一5一 M 

6 

P 一 Q 一 R 一目一 P 

7 

S 一 T 一 U 一 7一 S 

8 

V 一 W 一 X 一 8一 V 

9 

Y 一 Z 一 space 一 9 一 Y 

0 

—> +一/—>0一一 


5. 入力する最初の文字を選択したら、本機の 
MEMORY 、 ENTER ボタン、またはリモコンの 
MEMO ボタンを押します。 

入力が確定したら、夕のカラムが点滅を開始 
します。ホのカラムも同じ方まで入力しま 
す。 

設定する文字を変更するには、本機またはリ 
モコンの◄または►を押してください。 


1 . 名前を付けたいプリセットを号を呼び出し 
ます。（「プリセット局の呼出」参勵 

2. 本機の MEMORY ボタンまたは、リモコンの 
MEMO ボタンを3秒な上巧します。 

3. 放送局名インジケーターの左端が点滅して、 
文字入力が可能なことを示します。 

4. 本機またはリモコンの 力ーソル ボタン 

を押すと、アルファべットと数字が J ■乂下の順 
をで表示されます。 


〔7 K ： バィス ） 

空白部みにはスぺースを入力してください。 

6. 名前をな巧するときは、本機の MEMORY ボタ 
ン、またはリモコンの MEMO ボタンを2秒な 
上巧します。 


八一6一し."/!一1 一2一3 ..... 0 一-一 + 
一/一 煙白) 一 A 

U い 


卜 DOWN 

文字を消去するには、本機の CLEAR ボタンを 
押すか、リモコンの CLR ボタンを押します。 


(アドバイス 

リモコンの 数字 ボタンを 使用して文字入力を 
おこなうこともできます。 

この場合は次の表を参照してください。 

































































































USB 操作 


メインインフオメーシヨン表示 


本機は U 組あ続端子を搭載しており ， USB Mass 
Storage Class 規格に対応している U 沈メディア 
を使用ずることげできます。 


① 叫 

② 一 



本機に対応する USB メディアのファイルシステム， 
音楽ファイルじついては己1,52ページを参照して 
<ださい。 

■ USB 操作の準備をずる 


① フアンクシヨン表示： 

ファンクション名を表示します。 

② ステータス表示： 

USB 機能の状態を表示します。また、エラーメ 
セージも表示します。 （51 ページ参照） 


〔ご’注意 ) 

操作をおこなう前に、本機とモニターが正し 
く接続されていることを確認してください。 


(本機で操作する場合) 



1 .INPUT SELECTOR つまみを回して USB を選択 


します。 


(リモコンで操作する場合) 







モニター画面表,示（トップメニュ ー) 


① — ^ 


(D- 

感国 

④国 




**咖 .30dB 

No device 


f ►因面团因： 

Eriterl: 

lExitl: 


①フアンクシヨン表示： 

ファンクション名を表示します。 


③ ステータス表示： 

USB 機能の状態を表示します。 （51 ページ参照; 


③ ボリューム表示： 

ボリュームレペルを表示しまず。 

® ガイダンス表示： 

操作キーの説明を表示します。 


([ごを意 


本磯のモニター画面、本機表示部に表示する 
る文字は ASCII 文字のみです。それが•外の 
文斟ま"*"に変換して表示します。 


1. USB ボタンを2回続けて押します。 

2 . トップメニュー画面が表示されます。 


-10分間操作がない場合、モニター画面はスタ 
リーンセーバー表示に変わります。 

• トップメニューを表示しているとき、本機の 
ENTER ボタンを3秒ぉ^上押し続けると、スク 
リーンセーバーを有効または無効に切り替 
えることができます。 



AUTO srUtEu K0I4- REPEAT 

の©③© 

a", U DAX EQ RANDOM 

CD © ® ® 

LIP8YNC WGHT D.EQ/VOL _ 

の⑩曾風 

T.TONE CHSEL V.OFF I TV 

1^3 

TREBLE^ ， *S8^^ 

OOO © 


— 亡 * TESORV—■ 


応用操作 



USB 操作 

(リモコン、本機） 

力ーソルの移動 

► 

(リモコン、本機） 

下位フォルダに移動 

< 

(リモコン、本機） 

上位フォルダに移動 

ENTER 

(リモコン、本機） 

力ーソル位置がフォルダの 
場合、選扔したフォルダに 
移動 

力ーソル位置がファイルの 
場合、選がしたファイルを 
再生 

EXIT (本 機） 

停止 

■ (STOP) 

(ソモコン） 

TOP 

(ソモコン） 

最上位フォルダ、階層に 
移動 

PAGE + /- 

(ソモコン） 

(+) 次ページ 
(― ) 前ページ 

► (PLAY) 

(ソモコン） 

再生 

II (PAUSE) 

(ソモコン） 

一時停止/解除 

w/mh(SKIP) 

(ソモコン） 

(w) 次のファイルを再生 
(w) 前のファイルを再を 
(ファイルの先頭から 1 秒切 
上経過の場合は頭出し） 

ィィ/ ►►(SEARCH) 

(ソモコン） 

(►►) 早送り 
け <) 早戻し 

(押すたびに速度可変） 

INFO 

(ソモコン） 

リスト画面/ステータス画 
面切り替え 

REPEAT 

(ソモコン） 

リピート（繰り返し） 

RANDOM 

(リモコン） 

ランダム 

MENU 

(リモコン） 

- 

SETUP/MODE 

(リモコン） 

- 


• リモコンで操作をおこなうときは、 USB ボタン 
を1恒)押して、リモコンを US 巨モードに切り替 
えてください。 



◎ ◎ ◎ ◎ 

/ 

◎ © 

◎ ◎ ◎ ◎ 

\ 

「 ◎ ◎己轉 
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n 

モ 

MV 
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各部}名称：云本接続 三本一策作 応用接続石-玄セ 



たときは 


そ他 
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応用操作 


■ USB メディアを接続ずる 

1. 本磯のフロントパネルの USB 端子に音楽ファ 
イルが入った US 目メディアを接続します。 


モニター画面表示くリスト） 



2 . ussy ディア内のフォルダや音楽ファイルが 
リスト表示されます。 

メインインフ オメーシヨ ン表示 



① ファンクシヨン表示/親フォルダを： 

ファンクション名と親フォルダをを表示しま 
す。 

② カーソル情報： 

現在選択されているファイルやフォルダをを表 
のします。 



①ファンクシヨン表示： 

ファンクション名を表示します。 

③親フオルダを： 

現在リスト表示している親フォルダをを表示し 
まず。 

③ リスト番号/総数： 

[カーソル位置のリスト番号/ファイルとす 
フォルダを合わせた燃数]を表示しまず。 

④ 子フオルダ、ファイルリスト： 

すフォルダと、ファイルを USB ストレージに保 
をした順唐で表示します。ファイルとフォルダ 
が混在ずる場合は、フォルダを先頭に表示しま 
す。 

⑥ 選択カーソル： 

ファイルやフォルダを選択します。 

⑥ 再生ステータス： 

再生中ファイルの再生ステークスを表示しま 
ず。 

⑦ ぺージインジケータ ー： 

リストのページアップ/ダウンが可能なときに 
表示します。 

⑥ ガイダンス表示： 

操作ボタンの説明を表示します。 


アイコン表示 

フォルダ(親フォル义子フォルダ） 
0:再をしているファイル 


各部の名お基本接続 Is 本喝巧 た用接続 


す..'卜ごゾ 



困ったときは その他 


46 


■ USB メディアのファイルを再生ずる 


2 . 


1. 再生したい曲を選び、 ENTER または►ボタン 
を押します。 

ステータス表示画面が表示され、ファイルリ 
ストの順に曲の再生を開始します。 

2 . 再生中に別のファイルを再生したい場合 
は、◄ボタンを押し、ファイルリストを表示 
します。 ▲/ ▼ボタンで任意の曲まで移動し、 
ENTER または ►( PLAY ) ボタンを押します。 

3. 再生を停止したい場合は、■ボタンを押します。 

4. リスト画面表示中にステータス画面に戻り 
たい場合は、 INFO ボタンを押します。 

メインインフォメーション表/示 



①一^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

③一^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

①フアンクシヨン表示/アーティストる： 

ファンクションをとアーティストをを表示しま 
ず。アーティストをがない塌合は 、 「Unknown 
Artist 」 と表示します。 

③ 再生ステータス/タイトルる： 

再生ステータスと、タイトルをを表示しまず。 
タイトルをがない塌合はファイル名を表示しま 
ず。 


モニター画面表示(ステータス) 



① フアンクシヨン表示： 

ファンクションをを表示します。 

② 親フオルダる： 

現在再生している親フォルダをを表示しまず。 

③ 現なのファイル番号/総敎： 

[現在再生しているファイルのファイル番号/ 
親フォルダに含まれるファイル総数]を表示し 
まず。 


④ タイトルを表示： 

再生ファイルのクイトルをを表示します。タグ 
情報がない場合は、ファイルをを表示しまず。 

⑥アーティストる表示： 

再生ファイルのアーティス ト をを表示します。 
アーティストをがない場合は 、 「Unknown 
Artist 」 と表示します。 


® アルバムを表示： 

再生ファイルのアルバム名を表示します。アルバ 
ム名がない場合は 、 「Unknown Album 」 と表示し 
まず。 


⑦ 経過時間： 

再生ファイルの経過時間表示。 

® コンテンツ時間： 

再生ファイルの総時間表示。 

⑨リピート/ランダムステータス： 

リピート、ランダムの状態表示。 OFF のときは 
表示しません。 


® 再生ステータス： 

現在選択されているファイルの再生ステータス 
を表で:します。 


⑩ ボリューム表示： 

ボリュームレべルを表示しまず。 

































































リモコンの REPEAT ボタンを押すごと(こ、下記の 
順で切り替わりまず。 

OFF —— ► ALL ——V Folder —— ► 1 


が 

;全ファイルリピート 

か 

:フォルダ内リピート 

如 

:1 ファイルリピート 

( ごを意 


フホルダ内リピートで再生するときは、選択 
された親フォルダ内のファイルをリピート再 
生します。（子フォルダ内のファイルを除きま 
す。） 


® ガイダンス表示： 

操作ボタンの説明を表示しまず。 

アイコン表示 

画面に表示されるアイコンはホのとおりです。 


因 

因 

固 

國 

国：: 

岡 


フォルダ(親フォルダ） 
ファイル 
アーティスト 
アル八ム 
経過時間 
コンテンツ時間 

全ファイルリピート再生中 


國 


國 


XC 


フォルダ内の全ファイルリピート 
1ファイルのみリピート再を中 
ランダム再生中 


■ 繰日返し昭く（リピート再を） 

US 己メディアじ人っている巧を1巧リピート、フォ 
ルダ巧リピート、またはを巧リピートで再生するこ 
とができます。 

のの II 

TDisr rrr f.Diw 口 p.lock I 




■ 順不同で曲を再をずる(ランダムちを） 

USB メディアじ入っている巧をランダムに再生す 
ることができまず。 

心の ’ 


AUTO S 正化 0 

の③が ^\ 
の CD C む屬リ 
のの^'; 

irOHE CM SEL V.OFF TV 11 

rt'i B 、 r n 、ん 10、 IfiNeirflu 11 


リモコンの RANDOM ボタンを押ずごとに ON 一 
OFF の順に切り替えます。 

ランダム再生は、リピート再生の設定じよってラン 
ダム再生範囲が変わります。 

リピートなし ： US 巨デバイス内のすべてのオー 
ディオファイルをランダム再生し 
まず。 

リピートあり： リピート設をの再を範囲で、ラン 
ダムリピート再生しまず。 


ON を選択したときに I 
再生を開始します。 


'ボタンを押すと、ランダム 


I 遺團 

10^聲 

10101011 

10 i 爲21 


応用操作 


庇をたい部分を再ちずる(サーチ） 


MACRO TMODE P.SCAN BAND 


の③③風 

SLK* M-OAX EQ RANDOM 

辱每辱® 

再生中にリモコンのボクンを押すと、サーチを開始します。 

その後、リモコンの♦^►►ボタンを押すとサーチスピードを変更ずることができます。 
• Search +/ Search - 

►►(Search +)/^- (Search -) ボクンを押すごとに、下記の順に切り替わりまず。 
SEARCH 1 + - SEARCH 2 + 一 SEARCH 3 + - PLAY - SEARCH 1 + 

一 SEARCH 1 一 SEARCH 2 一 SEARCH 3 一 PLAY - SEARCH 1一 


サーチモード 

モニター画面表で； 

FL DISPLAY 表示 

動作 

SEARCH 1 +/- 

(+)1 Search + 

(+)1►► 

2倍速で早送り 

(一)1 Search - 

(一)1イイ 

2倍速で早戻し 

SEARCH 2 +/- 

(+)2 Search + 

(+)2*+ 

4倍速で早送り 

(-)2 Search - 

(一) 2イイ 

4倍速で早戻し 

SEARCH 3 +/- 

(+)3 Search + 

(+か> 

10倍速で早送り 

(-)3 Search - 

(一) 3イイ 

10倍速で早戻し 


各部の名称基本接続基本操作応用接続シ妾ムちト アップ！ 困った ときは その他 
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応用操作 


iPod 操作 


本機は第5世代と^(降の iPod および iPod nano 、 
iPod classic、iPod touch、iPhone と接続すると、 
iPod から音声がデジクル ( LPCM ) 伝送され、より 
高音質で再生することができまず。 

対応する音楽ファイル、対応する iPod/iPhone (こ 
ついては日2ページをご覧ください。 

■ iPod 操作の準備をずる 

(本機で操作する場合） 


メインインフオメーシヨン表示 



1 .INPUT SELECTOR つまみを回して USB を選択 
します。 

(リモコンで操作する場合） 

0 0 0 0 



1. USB ボタンを2回続けて押します。 

2. トップメニュー画面が表示されます D 



① フアンクシヨン表示： 

ファンクション名を表示します。 

② ステータス表示： 

USB 機能の状態を表示します。また、エラーメ、ン 
セージも表示します。 （51 ページ参照） 

モニター画面表示（トップメニュ ー） 


① — ^ 




**咖 .30dB 

No device 


f ►因面团因： 

Eriterl: 

lExitl: 


③- 

③ 国 

④ 国 


①フアンクシヨン表示： 

ファンクション名を表示します。 

③ ステータス表示： 

USB 機能の状態を表示します。 （51 ページ参照; 

③ ボリューム表示： 

ボリュームレペルを表示しまず0 

® ガイダンス表示： 

操作キーの説明を表示します。 

( ごま意 : 

. 本磯の モニター 画面、 FL DISPLAY に表示す 
る文字は ASCII 文字のみです。それな外の 
文斟よ"*"に変換して表示します。 

-10分間操作がない場合、モニター画面はスタ 
リーンセーバー表示に変わります。 

• トップニューを表示しているとき、本機の 
ENTER ボタンを 3 秒上押し続けると、スク 
リーンセーバーを有効または無効に切り替 
えることができます。 


各部のをお基本接続 暮本操作 応用接続-す，一ち卜尸 



困ったときは その化 
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本機 



モ=1ン 

fr 


SOURCE SET STAMDBV 

〇 I ® 回 

を品) ) L ® 、团 

0 0 0 0 

0 0 0 0 

^00(^ 




AUTO S 巧化 （REPEAT 

の@③ @ 

3L££P K DAX £0 RANDOM 

LlOB'TNC NICHT D.EQ/V な 

CD CD CD I® 

I.TOWE CH SEL ‘lOFF I TV 

(ci^ f+io) 

O © O G) 

一 C"t 白 ORW 一 I — CHANNEL—> 

mai*antz 

AC007SR 

vi ^ -11 



iPod 操作 

A/T 

(リモコン、本 機） 

力ーソルの移動 

► 

(リモコン、本 機） 

下位アイテムに移動 

A 

(リモコン、本 機） 

上位アイテムに移動 

ENTER 

(リモコン、本 機） 

力ーソル位置がアイテムの 
場合、選巧したアイテム内に 
移動 

力ーソル位置が曲の場合、選 
巧した曲を再生 

EXIT 

(リモコン、本 機） 

停止 

■ (STOP) 

(ソモコン） 

停止 

TOP 

(ソモコン） 

最上ィ立 

PAGE+/- 

(ソモコン） 

(+) 次ページ 
(一)前ページ 

►(PLAY) 

(ソモコン） 

再生 

II (PAUSE) 

(ソモコン） 

一時停止 

w/w(SKIP) 

(ソモコン） 

(►►1)次の曲を再生 
(W) 前の曲を再生 

w/w(SKIP) 

(ソモコン） 

(►►) 早送り 
(♦<)早戻し 
(押し続け） 

INFO 

(ソモコン） 

リモートモードの場合リス 
卜画面/ステータス画面を 
切り替え 

ダイレクトモードの場合 

AUX VIDEO 入力画面/ス 
テータス画面を切り替え 

ごク REPEAT 
(ソモコン） 

リピート（繰り返し） 

XC RANDOM 

(ソモコン） 

シャッフル 

MENU 

(ソモコン） 

上位アイテムに移動 

SETUP/MODE 

(ソモコン） 

ダイレクト/ 

リモートモードの切り替え 


• リモコンで操作をおこなうときは、 US 巨ボタン 
を1回押して、リモコンを US 巨モードに切り替 
えてください。 






































































































■ iPod を接続ずる 

本機は iPod を操作ずるためじダイレクトモード、 
リモートモードの2つの操作モードがありまず。 
本機の電源投人傻はダイレクトモードになりまず。 

1- 本機のフロントパネルの USB 端子に iPod を 
接続します。 

iPod を検出すると、フアンクシヨン表示が 
USB から iPod に変わります。 


メインインフオメーシヨン表示 

①一^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

①フアンクシヨン表示/アーティストる： 

ファンクション名とアーティストをを表示します。 

⑤ ステータス表示/タイトル： 

再生の状態とタイトルを表示します。 



© 


2 . 本機のメインインフォメーシヨンに現を再を 
中、および一時停止中の曲情報を表示します。 


なお，モニターじは，フ□ントパネル内の AUX の 
ビデオ入力端子にあ続されたビデオ機器の映像を 
出力ずることが可能でず。（ダイレクトモードのみ） 

ご’注意 ) 

. 巧応する iPod について は、 52 ページを参照し 
てください。 


ダイレクトモードは iPod 第 5 世代および iPod 
nano 第 1 世代には対応しておりません。こ 
れらの iPod を接続したときは" Press MODE 
key" 力 f 表示されます。 MODE ボタンを押し 
てリモートモードに変更してご使用くださ 
い。（モード切り替えは 50 ページ参照） 


■ iPod 内の曲を再ちずる【ダイレクトモード) 

このモードは iPod 本体で操作するモードでず。 



iPod の基本操作は本機のリモコンでも可能でず。 



1 . 再生したい場合は►ボタンを巧します。 

2. -時停止したい場合は I ボタンを巧します。 
再生中に次の曲に移りたい場合は w ボタン 


HDMI で TV を接続している場合には INFO 
ボタンを押してから表示が切り替わるまで時 
間を要する場合があります。 

AUX INPUT に接続された VIDEO 再生機器 
によっては再生開始時に頭切れを起こす場 
合があります。 


再を中に頭出し、または前の曲に移りたい場 
合は W ボタンを押します。 

3. 停止したい場合は■ボタンを巧します。 

4. ▲/▼、 ENTER 、 MENU ボタンで操作することが 
でをます。 


応用操作 


■ ステータス画面を見る 

ダイレクト モード 中は、通常 AUX 入力端すからの 
峡像を モニターへ 出力しますが、このときに現在 
再生している曲の情報（ステータス画面）を見るこ 
とができます。 



1. INFO ボタンを押すたびに、ステータス画面と 
AUX 入力端子からの映像が切り替わります。 


モニター画面表示(ステータス画面) 



① フアンクシヨン表示： 

ファンクションをを表示します。 

② 現なの®香号/総数： 

現在再生している巧番号、現在のアイテム内の 
総局数を表示しまず。 

③ タイトルる表示： 

再生ファイルのクイトルをを表示しまず。クグ 
情報がない場合は、ファイルをを表示しまず。 

④ アーティストる表示： 

再をファイルのアーティストをを表示しまず。 
アーティストをがない場含は 、 「Unknown 
Artist 」 と表示します。 

⑥ アルバムる表示： 

再生ファイルのアルバムをを表示します。アルバ 
ムをがない場合は 、 「Unknown Album 」 と表示し 
ます。 


® 経過時間： 

再生ファイルの経過時間表示。 

な) 総時間： 

再生ファイルの総時間表示。 

® リピート/シャッフルステータス： 

リピート、シャッフルの状態表示。 OFF のとき 
は表示しません。 

⑨ 再生ステータス： 

現在選がされているファイルの再生ステータス 
を表示しまず。 

⑩ ボリューム表示： 

ボリュームレべルを表示します。 

⑩ ガイダンス表示： 

操作ボクンの説明を表示します。 

アイコン表示 

0:曲 

®|: アーティスト 

图： アルパム 

國：罐過時間 

国：総時間 

1001:を巧リピート 

ICOI :1巧リピ-卜 

ご:巧をシャッフル 

國 :アルバムをシャッフル 

〔ごま 意 ) 

リピート/シャッフルアイコンは正しく表示 
されなぃ場合があります。 


を部つ名称 ： llti 本疗続 一 Ifl 本读作 応用接続含んち' 



国 P たときは そ化 
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応用操作 



■ 口 od 巧の巧を再をずる（リモートモード） 

モニク ー画面を見ながら曲を選択したい場合は リ 
モートモードに蛮要してください。巧0ページ参 
照）尚、この時 iPod 本体での操がができなくなり 
まず。 

ご" K てち 

■4 

■1 

3 

1. 再をしたい曲を選び、 ENTER または►ボタン 
を押します。 

ステータス 表示画面が表示され、タイトル、 
リストの順に曲の再生を開始します。 

2. -時停止したい場合は H ボタンを押します。 

3. 再生中に別のファイルを再生したい場合は、 
MENU ボタンまたは◄ボタンを押し、アイテ 
ム表示します。 

▲/ ▼ボタンで任意の曲まで移動し、 ENTER ま 
たは►ボタンを押します。 

4. 再生を停止したい場合は、■ボタンを押しま 
す。 

5 -リスト画面表示中にステータス画面に戻り 
たい場合は JNFO ボタンを押します。 

メインインフオメーシヨン表示 



① ファンクシヨン表示/上位アイテムる： 

ファンクションをと上位のアイテムをを表示し 
まず。 

® カーソル情報： 

現在選択されている巧やアイテムをを表示しま 
ず。 


モニター画面表示（アイテムリスト） 

①今 iPod 
(2)4 ^ Top h 


iPod 圖っ I 


> Artists 


k Albums 


ft Genres 

k Songs 

—④ 

Composers 


k Audiobooks 


• Podcasts 







C 々文〇 


困巧因: Bfowse 


① ファンクシヨン表示： 

ファンクション名を表示しまず。 

② 上位アイテムる： 

上位のアイテム名を表示します0 

③ リスト番号/総数： 

[カーソル位置のリスト番号/アイテムまたは 
曲の総数]を表示します。 

® アイテム、®リスト： 

アイテムまたは曲のリストを表示します。 

⑥ 選択カーソル： 

アイテムまたは曲を選択します。 

⑥ 再生ステータス： 

再生中ファイルの再生ステータスを表示しま 
ず。 

⑦ ぺージインジケータ ー： 

リストのページアップ/ダウンが可能な時に表 
示がでます。 

® ガイダンス表示： 

操作ボタンの説明を表示します。 

ァィコン表示 

因：アイテムアイつン 


各部の名称基本接続基本操作応用接続 システムセットでプ困ったときは その他 
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■ 繰りおし巧く（リピート再を) 


iPod 本体のリピート設をを変ちしまず。 


©贷をる 


*UT0 STEREO PP #eT REPEAT |\ 

◎ 曾回 ID 

UP SYNC NIGHT D.EQ/VM 

CD ® ( a ) 

TTONE けが V.OFF 


リモコンの REPEAT ボタンを押すごとに、下記の 
順で切り替わりまず。 


OFF 


>ALL 


■ 曲をシャッフルして巧く（シャッフル再を) 

iPod 本体のシャッフル設定を変更します。 


炒〇!)货 W 



AUTO ST£HEO 

の③巧 T 侵)、 

SLEEP M.MX f RANDOM hi 

の CD か質リ 

rroNe c"ei vow TV 
tCLR ) 【品) 1 ^^ 

1 - TREBLE — •1 - BASS - 1 

f — 、 r +1 f — T) f + ， 

リモコンの RANDOM ボタンを押ずごとに、下記の 
順で切り替わりまず。 


OFF 


Songs - ►Albums 


■ 晒をたい部分を再をずる(サーチ) 


MICRO TUODE 9 SCAN BAND 
TDIse rf F. 田 RE け PLOCK ^ 

^3) A 


© 曾 O ) 曾 

SLEEP M-DAX EQ RANOOM 

( X ) 

LIP SYNC NIGHT PEO/VOL _ 

® ® ® (® 


再生中に IJ モコンの ♦< 、 ►► ボタンを押し続けると、 
サーチを開始します。 


■ iPod の操作モードを密更する 


ifc ^ |( aui ^ 

SCTUP/UODE 

c - 



h 


1. SETUP / MODE ボタンを押します。 
iPod 操作モードが変わります。 
(ダイレクトモードなリモートモード) 


リモートモード中に iPod を本觸か6取り外したり、 
本機の電源を切った塌合はダイレクトモードに戻り 
ます。 


モニター画面表示（リモートモード切り皆え時) 



モニター画面表示(ダイレクトモード切り替え時) 


(AUX i 叩 lit. video) 

ダイレクトモード中は、本機前面の AUX 端子に入 
力されている映像を出力しまず。 















































































その他 (USB / 口 od) 


I ステー タス表示 

FL ディスプレイじ下表のような表示をした場含は本機は W 下の様な状況になっています。 


FL ディスプレイ表示 


モニター画面表示 状況 



USB メディアまたは iPod が正し 
く接続されていません。 



Check device 



Check FS 



!Over current! 


認識できないデバイスが接続さ 
れています。 


対応していないファイルシステ 
ムの USB メディアが接続されま 
した。 


本磯の USB 端子の過電流保護が 
はたらきました。 



No audio file 



Check file 


再生できるファイルが記録され 
ていない USB メディアが接続さ 
れました。 


本機が、再生できないファイルを 
再生しようとしました。 



Press top key 


ファイルの読み込みを失敗しま 
した。 



ダイレクトモードで正しく動作 
しない iPod が接続されました。 



Check iPod 


iPod を正し〈ネ矣出できません。 


応用操作 


■ 巧応メディア （ USB ) 

• 本機の US 目端すとパソコンを接続しないでください。本機の US 目端子にパソコンから音楽を入力で 
きません。 

• US 巨力ードリーダーに揮したメディアは、ご使用できない場合があります。 

* ご使用になる US 目メディアによっては、読み込みに時間がかかる場含があります。 

* ご使用じなる US 目メディアによっては、正しく内容を読み込めない場合や、電源が正しく供給されない 
場合がありまず。 

• US 巨メディアの使用に隙して、デークの損失や変更、メディアの故障などが発生した場合、弊社は一切 
責任を負うことが化来ませんので、あらかじめご了承ください。 US 巳メディアに保存されているデー 
夕は、本機でご使用になる前にバックアップを取っておくことをお勒めします。 


規格 

USB 2.0 Full-Speed 準拠 

接続が象 

USB マス.ストレージ.クラスが応機器 
- USB Flash メモリに5目 MB じ(上にが応） 

- USB 接続 HDD 

-携帯 Audio Player を USB メモリとして使用した場合 

サブクラス 

SCSI 


■ 巧応ファイルシステム 

• US 己メディアが複数のパーティションで区切られている場合，本機では最初のパーティションだけを読 
み込むことができまず。また,パーティションの構成じよっては,正し<読み込めない場合があります。 


フォーマット 

FAT16/FAT32 

階層 

再生できるフオルダ階層は、ルートを除く 8 階層まで 

パーテイシヨン 

先頭のバーティシヨンで 255GByte jy 内のを本領域 

最大フォルダ数 

700 

最大ファイル数 

65535 

最大フォルダ文字数 

64 Byte(VFAT ロング.ネームが応） 

最大ファイル文字致 

640Byte(VFAT □ング.ネーム対応)拡張子 （.xxx) 含む 


る部つ名称基本接統呈本操作応用1*|||ミ！!!去 V ブ 



助ったときは圓の化 
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応用操作 


■ 再を可能なファイルフォーマット 

• 著作権保護された音声ファイルは本機では再生できません。 

• プレイリストじは対応していません。 

• 選択した音楽ファイルが、本機に対応しているフォーマットで記録されていても再生できない場含や 
ノイズを出力する場含がありまず。 


対応規巧 

お張子 

文字情報対応 

規格 

対応範囲 

MP3 

mp3 

ID3V1/ID3V2 

MPEG-1 Layer-HI 

サンプリング周波数 

32kHz - 48kHz 

ビットレート 

32kbps - 320kbps 
(CBR/VBR) 

mp3 

ID3V1/ID3V2 

MPEG-2 LSF 

Laye 卜虹 

サンプリング周波觀 

1 目 kHz-24kHz 

ビットレート 

8kbps - 160kbps 
(CBR/VBR) 

WMA 

wma 

WMA Tag 

Microsoft Windows 
Media Audio 9.2 準 
拠 

サンプリング周波数 

32kHz - 48kHz 

ビットレート 

8kbps-1 目 0kbps (CBR) 
Peak 384kbps (VBR) 

AAC 

m4a 

AAC ヘッダ 
(iTunes コン 

テンツ'情報） 

MPEG-2/4 AAC LC 

サンプリング周波数 

8kHz-48kHz 

ビットレート 

8kbps - 320kbps 
(CBR/VBR) 

WAV 

wav 

None 

RIFF Waveform 
Audio Format 

サンプリング周波觀 

32kHz - 48kHz 

ビット数 

1 目 bit 


を部のを称基本を続ま本操作応用接続システムセットアップ困ったときはその他 
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■ iPod の再生について 

* 対応 iPod 
Made for 

• iPod touch (2 nd generation ) 

• iPod touch (1 st generation ) 

• iPod classic 

• iPod with video 

• iPod nano (4 th generation ) 


• 接続する iPod の機種によっては、一部動作が異 
なる場含がありまず。 

• iPod のソフトウェアが古いと正常に動作しない 
ことがあります。'必ず最新の iPod ソフトウェア 
でお使いください。 

• iPod は、著作権のないマテリアル、または法的に 
權製 • 再生を許語されたマテリアルを個人が私 
的に複製.再生ずるために使用許話されるわの 
です。著作権の侵害は法律上禁止されていまず。 


• iPod nano (3 rd generation ; 

• iPod nano (2 nd generation ) 

• iPod nano り St generation ) 
Works with 

• iPhone 

• iPhone 3 G 



iPod touch iPod touch 

1st generation 2nd generation 

8GB 16GB 32GB 8GB 16GB 32GB 


國 

@ 


國 

@ 


iPod classic iPod classic 

80GB 160GB 口 0GB 


• 本機か 6 iPod のイコライザーを操作することは 
できません。本機に iPod を接続する前に、 iPod 
のイコライザーを r オフ」に設をすることをお勧 
めします。 


• iPod のクリック音の設をは roff 」 または r スピー 
カー」をお勒めします。 

• 本機と iPod を組み含わせてご使巧の際、 iPod の 
デー女に不具合が生じてわ、デー女の補償はい 
たしかねまずので、あらかじめご了承ください。 

• iPod で再生可能なファイル ( AAC 、 MP 3 、 Apple 
□スレス、 WAV 、 AIFF ) であれば本機で再生可能 
です。 


国 


函 

o 


o 


iPod 

5th Generation 
(video) 
30GB 


iPod 

5th aeneration 
(video) 
60GB 80GB 


国 

® 

iPod nano 

4th generation (video) 
8GB 16GB 



iPod nano 
3rd generation 
(video) 
4GB 8GB 


画 

@ 

iPod nano 
2nd generation 
(aluminum) 
2GB 4GB 8GB 


画 

o 

iPod nano 
1st generation 
1GB 2GB 4GB 



iPhone iPhone 3G 

4GB 8GB 16GB 8GB 16GB 















































ゾーンシステム 


ソーンシステム機能は、本機の設置場所（メイン 
ソーン）と_/外の部屋でメインソーンと同じ、もしく 
は異なる ソースを 聴くことができます。 

ソーンシステム機能をお使いになるには、本機の 
ソーン A 化力端すまたはソーン巨化力端子をソー 
ン用アンプと接続してください。 

メインソーンでサラウンドパックスピーカーまた 
は、スピーカー C (詳細は18ページを参照）をご使 
用になられない塌合は、サラウンドバック用のアン 
プを使用した、ソーンスピーカーシステムを使用ず 
ることができまず。 

本磯はソース-セレクター、スリープ-クイマー、 
リモートコント□-ルなどのゾーンシステム機能に 
対応しています。 


1. リモコンの ZONE A ボタンを押します。 

2. 本機は ZONE 設定モードに入り、が下のよう 
な表示が10秒間表示されます。 



3- 本機またはリモコン（アンプモードに設定） 
の 力ーソル ボタン ▲/ ▼を押して ZA (ゾーン A ) 
または ZB (ゾーンがを選択します。 

4- 本機の INPUT SELECTOR つまみまたはリモコ 

ンの ソース ボタンで入カ ソースを 選択します。 
5. ゾーン A の場合はさらに本機の VOLUME つ 
まみまたはリモコンの VOLUME +/- ボタン 
で音量を調節します。 


■ ゾーン出力端子を使用したゾーン再を 

3. ん 



ごミモ意 


ゾーン A では HDMI またはデジタル入力（光 
または同軸接続されたソースは使巧できま 
せん。）ゾーン B ではデジタル入力（光または 
同軸接続されたソースのみ使用できます。） 

スリープタイマーやモノラル出力などの機 
能はメイン^ニューで設定してください。 
(34 ページ参照） 

ゾーン B の音量は本機で調整することはで 
きません。ゾーン B に接続したアンプで調 
整してください。 


-コンポーネントビデオ出力をメインゾーンで 
使用しない場合には、ゾーン A 巧として使巧 
することができます。33ページを参照して 
ください。 

6- ゾーン機能を解除するには、手順 4 .で入力 
ソースに OFF を設定します。 


■ ゾーンスピーカ ー A 端子を使用した 
ゾーン再を 

サラウンドパックスピーカーおよびスピーカー C を 
使巧しない攝含、ソーンスピーカー A 端子に別室の 
スピーカーを接続して音楽を聴くことができまず。 



3. 


ん 



1. リモコンの Z.SPKR (ゾーンスピーカー)ボタ 
ンを押します。 

2. ゾーンスピーカー A 設定モードに入り下記の 
ような表示が10秒間あらわれます。 

ゾーンスピーカー A を選択したときの表示 



3. 本機の INPUT SELECTOR つまみまたはリモコ 

ンの ソース ボタンで聴きたい ソースを 選択 
します。 

4. 本機の VOLUME つまみまたはリモコンの 
VOLUME+ /- ボタンを押して音量を調整し 
ます。 

5. ゾーンスピーカ ー A 機能を解除するにはもう 
一度 Z.SPKR ボタンを押します。 

M U LTI インジケーターが消灯します。 


応用操作 


〔ごを意 

. ゾーンスピーカー A は、 HDMI またはデジタ 
ル入力（光または同軸）接続されたソースは 
使用できません。 

• スリープタイマーやモノラル出力などの機 
能はメインメニューで設定してください。 
(34 ページ参照） 


ゾーンスピーカ ー A について 

• ソーンスピーカー A とゾーン A を別々のソース 
で同時に使用することはできません。 

• ソーンスピーカー A を使用するには、スピーカー 
セットアップ^ニュ—でに urround 巨 ack 」 け 
ラウンドバックスピーカー）を 「Zone SPKR 」 に 
設定してください。に9ページ参照） 

• ソーンスピーカー A は、スピーカー C と同時には 
使巧できません。リアパネルの SPEAKER C ス 
イッチを OFF じしてください。 （18 ページ参照) 
• ソーンスピーカー A が使用できない場合に 
Z . SPKR ボクンを押すと！" Check ! Height or 
Suit. Back Speakers 」 （八イトスピーカーまた 
はサラウンドパックスピーカーをチェックして 
ください）と表示されます。 


各部つ名称基本接続 基本漂作 応用接続 


... スふレ" 



围 i / にときは その他 
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応用操作 


リモコンでマランツ製 AV 機器を操作する 


が属リモコンを使って，マランツ製品の基本操作をおこなうことができます。 

1. ソース ボタンを押してリモコンを操作したいソース機器のモードに切り替えます。 

2 . iiTF の表を参照し、各操作ボタンを巧してソース機器を操作します。 

-各ソース機器の詳細な操作については各ソース機器の取扱説明書を参照してください。 
-一部のソース機器は本リモコンから操作できないことがあります。 


BD モード 



©©@© 

T.DISP _ PTY F.NRECT _P.LOCK 

^3) ^3) 

AUTO STEREO P.DIRECT REPEAT 

①③©昼 

SLEEP M.OAX EO RANDOM 

©©風感 

UP SYNC HIOHT D.EO/VOL 

T.TONE CH SEL VO" 

轉 ® 感 k 

■ — TREBLE ― 1■ - 白 • さ : _ . 


— CATEaORY—■ 


SOURCE ON/OFF 

プレーヤーの電源オン/ 
スタンバイ 

STANDBY 

プレーヤーの電源スタンバイ n 

POWER ON 

プレーヤーの電源オン r ) 

HDMI 

アンプモードの機能がを効 

ZONE A/B 

アンプモードの機能がを効 

Z.SPKR 

アンプモードの機能がを効 

A/D 

アンプモードの機能がを効 

ATT 

アンプモードの機能がを効 

SPKR A/B 

アンプモードの機能がを効 

7.1 

アンプモードの機能がを効 

SOURCE 

アンプモードの機能がを効 

AMP 

アンプモードの機能がを効 

INPUT A/T 

アンプモードの機能が有効 

SETUP 

プレ—ヤ—の設をメニ ユ _ 

を呼び出し n 

DISPLAY 

アンプモードの機能がを効 

MUTE 

アンプモードの機能がを効 

SURR 

アンプモードの機能がを効 

VOLUME+/- 

アンプモードの機能がを効 

TOP 

トップ メニ ューを呼び出しの 

INFO 

ディスク情報を表示の 

力ー ソル 

力ーソルを移動 

ENTER 

選巧した項目をまを 

MENU 

プレーヤーのディスク メニユ ー 
を呼び出し 

EXIT 

プレ-ヤ-の!就メこユ-を終了 (*) 

MACRO 

マクロモードを還巧 

II 

一時停止 

► 

再生 

■ 

停止 


チヤプターまたはトラックの移動 


早戻し/早送り 

0-9,+10 

数字を入力の 

T.TONE (CLR) 

入力を取り消し r ) 

REPEAT 

リピート再生の 

RANDOM 

ランダム再生 (*) 

TV POWER 

テレビの電ミ原オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

TREBLE-/+ 

アンプモードの機能が有効 

BASS-/+ 

アンプモードの機能がを効 


DVD モード 


ぶふ'ぶ 


SOURCE Sr- STANDBY —i— 

© o 風回 
0 0 0 0 


0 0 01 
@@00 
蠻 0 0 0 
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^3) 

AUTO STEREO P.DIRECT REPEAT 

①曾 ③ ® 

SLEEP M-PAX EQ RANOOM 

風®®® 

LIP SYNC NIQKT D.EO/VOL と _^ 

實邀截幽 

TTONE CH SEL V.OFF TV I 

® ® 感 Ira 

I TREBLE I I BASS i 

日質日 © 


—MTEQOHY—■' 


广）これらのボタンには、化社製品のプリセット 
コードライブラリーはありません。 


る部つるお呈本接続 二 I ネ凄ホ お用接攝-ステムちトアップ 
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SOURCE ON/OFF 

プレーヤーの電源オン/ 
スタンバイ 

STANDBY 

プレーヤーの電源スタンバイの 

POWER ON 

プレーヤーの電源オン n 

HDMI 

アンプモードの機能が有効 

ZONE A/B 

アンプモードの機能が有効 

Z.SPKR 

アンプモードの機能が有効 

A/D 

アンプモードの機能が有効 

ATT 

アンプモードの機能が有効 

SPKR A/B 

アンプモードの機能が有効 

7.1 

アンプモードの機能が有効 

SOURCE 

アンプモードの機能が有効 

AMP 

アンプモードの機能が有効 

INPUT A/V 

アンプモードの機能が有効 

SETUP 

プ レ — ヤ—の設をメ ニ ユ _ 

を呼び出しの 

DISPLAY 

アンプモードの機能が有効 

MUTE 

アンプモードの機能が有効 

SURR 

アンプモードの機能が有効 

VOLUME+/- 

アンプモードの機能が有効 

TOP 

トップメニユーを呼び出しの 

INFO 

ディスク情圭民を表示の 

力ー ソル 

力ーソルを移動 

ENTER 

遇巧した項目をみを 

MENU 

プレーヤーのディスク メニユ ー 
を呼び出し 

EXIT 

プレーヤーの設をメニユーを終了 n 

MACRO 

マクロモードを選が 

II 

一時停止 

► 

再生 

■ 

停止 


チヤプターまたはトラックの移動 


早戻し/早送り 

0-9,+10 

数字を入力の 

T.TONE (CLR) 

入力を取り消しの 

REPEAT 

リピート再生の 

RANDOM 

ランダム再生 n 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

TREBLE-/+ 

アンプモードの機能が有効 

BASS-/+ 

アンプモードの機能が有効 


{*) これらのボタンには、他社賀品のプリセット 
コードライブラリーはありません。 


■ DSS (衛星放送チューナ ー） モード 



SOURCE ON/OFF 

衛星チューナーの電源オン 
/スタンバイ 

HDMI 

アンプモードの機能が有効 

ZONE A/B 

アンプモードの機能が有効 

Z.SPKR 

アンプモードの機能が有効 

A/D 

アンプモードの機能が有効 

ATT 

アンプモードの機能が有効 

SPKR A/B 

アンプモードの機能が有効 

7.1 

アンプモードの機能が有効 

SOURCE 

アンプモードの機能が有効 

AMP 

アンプモードの機能が有効 

INPUT A/T 

アンプモードの機能が有効 

DISPLAY 

アンプモードの機能が有効 

MUTE 

アンプモードの機能が有効 

SURR 

アンプモードの機能が有効 

VOLUME+/- 

アンプモードの機能が有効 

INFO 

衛星放送チューナーの情部 
を表示 n 

力ーソル 

力ーソルを移動 

ENTER 

遇巧した項目をみを 

MENU 

メニューを呼び出し 

EXIT 

メニューを終了 (*) 

MACRO 

マクロモー ドを選が 

0-9 

数字を入力 

T.TONE (CLR) 

入力を取り消し (*) 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

BASS/CH 

衛星放送チューナーチャン 
ネルアップ/ダウン 


{*) これらのボタンには、他社製品のプリセット 
コードライブラリーはありません。 


































































































































































応用操作 



■ CD モード 



SOURCE ON/OFF 

CD の電源オン/スタンバイ 

STANDBY 

CD の電源スタンバイ （*) 

POWER ON 

CD の電源オン （*) 

HDMI 

アンプモードの機能がを効 

ZONE A/B 

アンプモードの機能がを効 

Z.SPKR 

アンプモードの機能が有効 

A/D 

アンプモードの機能がを効 

ATT 

アンプモードの機能が有効 

SPKR A/B 

アンプモードの機能がを効 

7.1 

アンプモードの機能が有効 

SOURCE 

アンプモードの機能がを効 

AMP 

アンプモードの機能が有効 

INPUT A/T 

アンプモードの機能が有効 

DISPLAY 

アンプモードの機能がを効 

MUTE 

アンプモードの機能が有効 

SURR 

アンプモードの機能がを効 

VOLUME+/- 

アンプモードの機能がを効 

INFO 

アンプモードの機能がを効 

ENTER 

選巧した項目を';夫;走 (*) 

MENU 

メニューを呼び出し （*) 

MACRO 

マクロモードを還巧 

II 

一時停止 

► 

再生 

■ 

停止 

I 

トラ‘ ソ クの移動 


早戻し/早送り 

0-9,+10 

数字を入力 (*) 

T.TONE(CLR) 

入力を取り消し （*) 

REPEAT 

リピート再生 (*) 

RANDOM 

ランダム再生 (*) 

TV POWER 

テレビの電ミ原オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

TREBLE-/+ 

アンプモードの機能がを効 

BASS-/+ 

アンプモードの機能が有効 


广）これらのボタンには、化社賀品のプリセット 
コードライブラリーはありません。 


■ TV (テレビ）モード 


SOURCE ON/OFF 

テレビの電源オン/ 
スタンバイ切り替え 

STANDBY 

テレビの電源をスタンバイの 

POWER ON 

テレビの電源オン (*) 

HDMI 

アンプモードの機能が有効 

ZONE A/B 

アンプモードの機能が有効 

Z.SPKR 

アンプモードの機能が有効 

A/D 

アンプモードの機能が有巧 

ATT 

アンプモードの機能が有効 

SPKR A/B 

アンプモードの機能が有効 

7.1 

アンプモードの機能が有効 

SOURCE 

アンプモードの機能が有効 

AMP 

アンプモードの機能が有効 

INPUT A/T 

アンプモードの機能が有効 

DISPLAY 

アンプモードの機能が有効 

MUTE 

アンプモードの機能が有効 

SURR 

アンプモードの機能が有効 

VOLUME+/- 

アンプモードの機能が有効 

INFO 

テレビの情を目表示〇 

力ーソル 

力ーソルを移動 (*) 

ENTER 

遇巧した項目をみを。 

MENU 

テレビの設をメニユーを呼 
び出し （*) 

EXIT 

テレビの設をメニユーを終 
了ぐ) 

MACRO 

マクロモードを選が 

0-9,+10 

数字を入力 n 

T.TONE(CLR) 

入力を取り消し n 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

BASS/CH 

テレビのチャンネルアップ 
/ダウン 


{*) これらのボタンには、他社賀品のプリセット 
コードライブラリーはありません。 



■ M - XP モード 



HDMI 

アンプモードの機能が有効 

ZONE A/B 

アンプモードの機能が有効 

Z.SPKR 

アンプモードの機能が有効 

A/D 

アンプモードの機能が有効 

ATT 

アンプモードの機能が有効 

SPKR A/B 

アンプモードの機能が有効 

7.1 

アンプモードの機能が有効 

SOURCE 

アンプモードの機能が有効 

AMP 

アンプモードの機能が有効 

INPUT A/T 

アンプモードの機能が有効 

DISPLAY 

アンプモードの機能が有効 

MUTE 

アンプモードの機能が有効 

SURR 

アンプモードの機能が有効 

VOLUME+/- 

アンプモードの機能が有効 

INFO 

アンプモードの機能が有効 

MACRO 

マクロモー ドを選巧 

II 

一時停止 

► 

再生 

■ 

停止 


トラックの移動 


早戻し/早送り 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

TREBLE-/+ 

アンプモードの機能が有効 

BASS-/+ 

アンプモードの機能が有効 
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応用操作 


U モコンの基本操作 


■ 通常モード 

(マランツ製の AV 機器を操作するとき） 

このリモコンじは、マランツ製の巨 D 、 DVD、VCR 
(ビデオデッキ）、 DSS (衛星放送チューナ ー) 、 CD 、 
CD-R 、 AUX 、 TUNER 、 US 巨、 M-XP 、 AMP (アンプ） 
の計 11 種類のリモートコードがプリセットされて 
います。 

マランツ製品をご使用の場含、学習は不要です。 
そのままご使用いただけまず。 

1. ソース ボタンを押します。 

ここでは例として DVD を巧します。 

ソース ボタンを1回巧すことでリモコンが押 
されたソース用の設定の VD モード）にをわ 
ります。 

アンプの入カ ソース ををえるときは、 ソース 
ボタンを2回巧し（ダブルクリック）します。 
コー ドが送信されてアンプの ソース が DVD 
にをわります。 

■ バックライト設定 

リモコンの側面じあるライトボタンを押すと，リモ 
コンのバックライトが点なします。点の中に再度 
ボタンを押すと、バックライトがさ6に2秒間点 
のします。 

バックライトを点灯させないようじするには， SET 
ボタンと STANDBY ボタンを i 表示が2回点滅ず 
るまで同時じ長巧ししまず。 

バックライトを点なさせるようじずるには， SET ボ 
タンと ON ボタンを i 表示が2回点滅するまで同 
時に長巧しします。初期設をではバックライトは 
点なしまず。 


■ プ U セットモード 

(マランツ製 i 乂かの AV 機器を操作するとを） 

このリモコンじはマランツ製 W かの AV 機器のリモ 
コンコードがプリセットされています。 

プリセットされているコードは， TV , CD 、 DVD , 
DSS 、 己 D でず。設をは 2 つの方までおこなうこと 
がでまます 

プリセツトコードは> リモコンのをソースボタンに 
ホのようじ設定されまず。 


プリセットされているメーカー,機器，セットアッ 
プ〕ードなどの設をについロホ、巻ホのセットアツ 
プコードリストをご覧ください。 


リモコンのソー 
ス名 

プリセットコー 
ド’ 

機器を 

TV 

TV 

テレビ 

DVD 

DVD 

DVD プレー 
ヤー 

CD 

CD 

CD プレーヤー 

DSS 

衛星放送 チュー 
ナー 

衛星放送 
チューナー 機器 

BD 

BD 

Blu-ray Disc 
プレーヤー 


〔重要 


• 一部の機器では付属リモコンのセツトアッ 
プコードでは巧応できない場合があります。 
その場合は学習モードを使用してリモート 
コードを学習させてください。 

• プリセットコードはすべての機能を網羅し 
ているわけではありません。機能の追加が 
化要な塌合は、学習モードを使用して追加機 
能を記憶させてください。 

•電池の残量が少ないが態ではプリセット 
コードの設定ができない場合があります。 


各部の名称基本接続 基本溪作 応用接続シさをットでノ 
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■ 4巧のコードの入力による設定 


■ コード表をスキヤンして設ちずる 



1. プリセットコードを設定したい ソース ボタ 
ンと SET ボタンを i 表示が2回点滅するまで 
同時に長巧しします。バックライトが点滅 
し続けます。 




© © 贷 © 

私减たリ柄卜 

©©' ‘一 


唆©闻 Q 


@ •- ぶ严•ぶ • 爲 5 ： 

彌 

0 



2 - 

■3. 


2 . 

し 3. 


2 . 巻末に記載されているコード表を参照し、ご 
使用の機器に対応した4がのコードを数字ボ 
タンで入力します。 

表示部に4巧のコードが表示されます。 


100 I 


設定が完了すると、表示部に" 0 K " と表示され 
ます。 


01 ; 


〔ご注意 

表示部に" NG " と表示された場合は、手順1 
と2を繰り返し、同じコードをもう1度入力 
してください。 


1 \ 1 [, 


1 . プリセツトコードを設定したい機器の電源 
をオンにします。 

2. 設定したい機器と対応した ソース ボタンと 
SET ボタンを i 表示が2回点滅するまで同時 
に長押しします。 

バックライトが点滅し続けます。 


义 


リモコンを設定したい機器のリモコン受光 

音 へ 向け、 INPUT ▲ボタンと SOURCE ON/ 

OFF ボタンを交互にゆっくりと押します。 
表示部にプリセツトコードが表示されます。 


I 郎？ 


4. 操作したい機器の電源がオフになったらボ 
タンを押すのをやめます。 

5. ENTER ボタンを押すとコードの設定が完了 
します。 





























































■ 設定したプリセツトコードを巧認ずる 


1. 操作したい機器の ソース ボタンと SET ボタン 
を§表示が2回点滅するまで同時に長押しし 
ます。バックライトが点滅し続けます。 


N|S35^^ 

L ■ J 

UUKC 巧 """• ■ り — 

应) £こ三： 
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2. な下の4巧のコードを押してリセットしま 


す。 


TV 

1000 

DVD 

2000 

CD 

3000 

DSS 

4000 

BD 

5000 


1000 


( ごま意 _ 

リセットカ f 完了すると、選がしたソースボタ 
ンは初期設定に戻ります。 

■ ぎ習モード 


2. INFO ボタンを押します。 
i 表示が2回点滅します。 

3. 設定したコードの全巧が表示部に3砂間表示 
されます。 

■ 設定したコードをリセットずる 


このリモコンには化のリモコンのリモートコードを 
学習-記憶させることができまず。 

リモートコードを学習-記憶していない場含、リ 
モコンは初期設定のマランツ-プリセットコード、 
またはお客様が設をされた別メーカーの AV 機器の 
リモートコードのいずれかを送信しまず。 

リモコン信号の受光部はリモコンの上部(こありま 
ず。 


慰担 

風 0*0 © 

喊哲 © © 
© ©: 恩':©卜 

© © i © ©I 

もづ 松 础 
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①⑩⑩綺 
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■ 2 . 


( js 注意 


このリモコンは約160のリモートコードを学 
習することができます。 

電池の残量が少ない状態では学習手順を正 
しく操作できないことがあります。 


1. 操作したい機器の ソース ボタンと SET ボタン 
を i 表示が2回点滅するまで同時に長押しし 
ます。 

バックライトが点滅し続けます。 


応用操作 


ぎ習手順 

. 約 5 cm 離して化のリモコンのホ外線ち信部 
が付属リモコンの受光部に向くようにリモ 
コンを置きます。 



2. LEARN 表示が点滅するまで SET ボタンと 
SETUP ボタンを同時に長巧しします。 


SOUK た SET STANDBY EB 

励 o 風 o 

な。叫ぃ J f B ) わ。巧 


SsETUP/MOOe MTE 、暨 E 

5 ◎ 〇 @ 



3. ソースボタンを巧して入カソースを選択し 
ます。ソースをが表示部に表示されます。 



4. 付属リモコンにぎ習させたいボタンを巧し 
ます。 

. LEARN 表示が点滅しなくなります。 

02を意 ) 

. ソースボタン、マクロボタン、 IIDMI ボタンに 
はリモートコードを学習させることはできま 
せん。 

. チューナーモード、アンプモード、 USB モー 
ド、 M-XP モード時にはリモートコードを学 
習させることはできません。 


5. 表示部に" 0 K " と表示されるまで送信側リモ 
コンのボタンを押し続けて学習させます。 


[11、 


表示部に" NG " と表示された場合はこの手順 
をもう一度実行してください。 


Bl f\ I ~ 


リモコンの y モリーがいっぱいの場合は、 
表示部に" FULL " と表示されます。さらに 
コードを学習させたい場合は既に学習'るみ 
の他のボタンを削除してください。 


rULL 


6 . 


8 . 


手順 4 と 5 を繰り返して同じ入カソースの他 
のボタンを学習させます。 

手順 3 から 6 を繰り返して他の入カソースを 
学習させます。 

リモコンのプログラムが終わったら SET ボタ 
ンを押します。 LEARN 表示が消え、学習モー 
ドが終了します。 


sow い SET 、 |’AXDE', ■ 

® 〇風の 

I--1 

fHoui) い）い】を skaI 


ごを意 


表示部に再度" NG " と表示された場合は、付属 
リモコンでは利用できない転送コードである 
か、転送信号がノイズで妨げられています。 
学習モードで約1か間どのボタンも押さない 
と、自動的に学習モードが終了します。 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続シス2ちょノップ 



困ったときは その他 
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応用操作 


■ プログラムされたコードの削除 
(初期設定に房す） 

リモートコードは、「ボクンごと」、「ソースごと」、 
r すべての記憶内容」の3つの方法で削除ずること 
ができます。 

ボタンごとのコードを削除する 

1. LEARN 表示が点滅するまで SET ボタンと 
SETUP ボタンを同時に長押しします。 


SOURCE SET STANDBY ■ リ — 

0 CD 

を OMll い ） f B ) むか巧 



2 . 


ソース ボタンを巧し、削除する ソースを 選択 
します。 

-ソース名が表示部に表示されます。 



im T/ / 

77 

丄 !!' 

11 


3. 


HDM I ボタンを巧したままの状態で、削除す 
るぎ習'るみのボタンを2回押します。 

-表示部に" ERASE " と表示され、学習モードに 
戻ります。 

sow い SET STAND" —I — 

喔）©風の 

み〇哨 f * 》 f B 》を 


■r/v/^sr 


4. 通常モードに戻るには SET ボタンを押しま 
す。 


ソースごとのコードを削除する 

1. LEARN 表示が点減するまで SET ボタンと 
SETUP ボタンを同時に長押しします。 


1 1 

SOURCE SET SIANO0Y EB 

風◎©の 


遲及讚脚 E 16 乂廷皆 [ 

同〇 〇向 ’ 

わ。 Mi) い）い）むか ") 


〇婦.漁爲 


1 过 0" 。谷 © 


2. HDMI ボタンを押したままの状態で、削除す 
る学習るみの ソース ボタンを2回押します。 

-表示部に" ERASE " と表示されます。 


1 


の w w v</ 

SOURCE STANDBY — 

幢 ） O ® Cl) 

【 "*") い】に"司 


j © © © 獄 

10 0 0 0J 

唆! Q 0 IQI 

機な 


画 Efmr 


3 . 


肖 I 」除を続けるには ENTER ボタンを押します。 

- 5表示が2回点滅して学習モードに戻りま 
す。 

-削除操作をキャンセルする場合は、 ENTER 
ボタンを押さず他のボタンを押してくださ 

し、。 



4. 通常モードに戻るには SET ボタンを押しま 
す。 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 V きムち 



困ったときは そのな 
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すべてのソースを削除する 

1. L E A R N 表示げ点滅するまで S E T ボタンと 
SETUP ボタンを同時に長押しします。 


1 1 

jOUFtCt SET o.ANDBY 

超） O ® 


製 ’ SHW'M 畑 V 管 E 

|を o o 简 

1 £ONE 1 

む DujJ 【 a ) い）た;， 【9 


O / T ^ 


段 CL 9 O 



2. HDMI ボタンを押したままの状態で、 POWER 
ON ボタンと STANDBY ボタンを巧します。 

-学智表示が点灯します。 


SiOURCt- Sbl STANDBY ■ 

® o ® o 

か品 I 》 【~7, [ T ) 

if ^ 

3. 削除を続けるには ENTER ボタンを押します。 

. 表示部に" ERASE " と表示され、学習モードに 
戻ります。 


'FRHSh 


削除操作をキャンセルする場合は、 ENTER 
ボタンを押さず他のボタンを押してくださ 

い。 



4. 通常モードに戻るには SET ボタンを押しま 
す。 


〔ごま意 

リモートコードを削除すると、初期設定に戻 
ります。 






















































































マクロモード 


■ マク□のプログラム 

マク□を使用すると、通常は複数回のボタン操作 
を'必要とずる複雑な一連の操作を1つのファンク 
シヨンボクンでおこなうことができます。 

1つのマク□には最大10ステップの操作をプ□グ 
ラムできまず。 

例えば次のようじ連続動作させることができます。 

• 本機の電源をオンにずる 

• 人カソースを DVD (こ切り替える 

i 

• TV の電源をオンにずる 

i 

• DVD プレーヤーを再生する 


• マク□のプ□グラム中は信号は送信されません。 

• マク□を構成する各ステップは、初期設をでは、 
1秒間隔に順次送信されるよう設をされていま 
す。この間隔は、セットアップモードを使用し 
て 0.5 秒から日秒に設をできまず。 

• マク□モードでは、マク□のリスト番号とス 
テ、ソプ番号が表示されまず。 

• マク□は目リスト分プ□グラムできます。 
MACRO ボタン+数字ボタン 
(例：マクロリスト番号1の場合 

一 MACRO ボタン+ 1) 


マクロのプログラム方法 



1 . LEARN - MACRO 表示と" MACRO " が表示部に 
点滅表示されるまで、 SET ボタンと MACRO ボ 
タンを同時に長押しします。 

L ] 画のゴ " w / 

Jeb / 1111 /、/ /_ 

2 . —連の操作をプログラムしたい番号の数字 
ボタンを押します。 

1 ボタンを押します。 

-表示弧 〔" M 1-01" と表示されます。 

jB 画!ゴ、イし/—// 

1画 a ,1 / I — M J 一 

-選択したマクロ番号が既にプログラムされ 
ている場合は、表示部が点減します。 

3. マクロとして連続してプログラムしたい操 
作の フアン クシ ヨン ボタンとコマンドボタ 
ンを押します。 

例えば、 DVD ボタンと PLAY ボタンを押しま 
す。 

DVD ボタンを押します （ DVD ファンクシヨ 
ン）。 


--.1 ■■ 正 ""I 

K 面 tj 


Jll'l 


PLAY ボタンを押します（最初のステップを 
調塾。 


j 画のゴ、ィし/-しつ 
![ SI 3 / / / / / 

へし _ —— 


• 表示部にマク□のステップま号が表示されま 
ず。この番号はボタンを押ずたびに1つずつ大 
き < なりまず。 

• 1つのマク□あたり，順番に最大10ステップま 
でプ□グラムできます。 


ご’注意 

マクロプログラムでアンプの入カソースをプ 
ログラムする場合は、最初に AMP ボタンを 
押してからソースボタンを押してください。 
(DVD 入力の場合： AMP 一 DVD) 


応用操作 


4. マクロのプログラムが終了したら、表示が通 
常モードに戻るまで ( LEARN 表示と MACRO 
表示が消えるまで)、 ENTER ボタンを長押し 
します。 

-マクロ モードでは、メモリーをプログラム 
して最大10ステップまでの マクロ を実行す 
ることができます。 

• MEMO ボタン、 力ーソル 、 ENTER ボタン、 
V 0 LUME +/- ボタン、 CLR ボタンにはマクロ 
をプログラムでさません。 



HP SYNC " ム .. 


© CD ® 1^1 

TTONE s れ V.OFF TV 

CO O ) 

I Th こ 3LE' ,■ I BASS I 

o <2)0 CD 


ごま意 


プロダラム中約 1 か間どのボタンも押さない 
と、リモコンは自動的に通常モードに戻りま 
す。この場合、^モリーにマクロはプログラ 
ムされません。 


■ マクロを巧認する 

ホの手順でマク□をお認します。 



s' Q„P 0 

ろ / 



AUTO STEREO P.DIRECT • lEPEAT 

の感励 S_ フ 

SLEEP M-DAX EQ •… 口 QU ■ 

③©慰哲 


1. 


©©風®! 

LEARN 表示- MACRO 表示と" MACRO " が表示 
部に点滅表示されるまで、 MACRO ボタンと 
MENU ボタンを同時に長押しします。 


ゾ ;— け —- 

離"旧[郎 


2. 


確認する番号の 数字 ボタンを巧します。 

例として、 1 ボタンを押してマクロ番号1を確 
認します。 

- LEARN 表示 • MACRO 表示と" Ml - Or が点 
滅表示されます。 


二 iraian 

二 ■"册: 

ふ/- H - I - 


n I 


日お 


义 


VOLUME ボタンを押します。 

." M 1-0 r が表示され、 LEARN 表示が消えま 
す。 



1 

-0 

1 


プログラムされた操作が送信されます。 


各部つ名称 S 本拴続 一 in 本填作 を用接続 \ス-ノムち良-;少 



函 一/にときは その他 
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応用操作 


4. マクロの最後の番号が表示されるまで手順 3 
を繰り返します。 

-手順 1 の表示に戻ります。 

. マクロの番号を表示すると、対応するプロ 
グラム済みの操作が送信されます。 

5- 通常モードに戻るには、表示部の MACRO 表 
示が消えるまで ENTER ボタンを長押ししま 
す。 


■ マクロを編集ずる 

次の手順でマク□を編集します。 

^1 


3. 



Wire 口 P.LOCK 

AUTO STEREO P.WRECT l:E»€*T 

①曾®!苗 

SLEEP H-DAX EQ い NDOM 

のの m m つ 

UP SYNC NIGHT D gQ/VOL I ' - 

◎ ® ® 圆 

,■ _ - ，扣 SEL V.OFF I TV 

越:!蠢 
旨远-这'浸 

一 CATEGORY—! i — CHANNEL ― i 


LEARN 表示- MACRO 表示と" MACRO " が表示 
部に点滅表示されるまで、 MACRO ボタンと 
MENU ボタンを同時に長押しします。 


jEEn ゴい/ n 广 r/n 

mi r\ 11 


2. 変更する番号の 数字 ボタンを押します。 

例として、 1 ボタンを押してマクロ香号]を変 
要します。 

- LEARN 表示 • MACRO 表示と" M 1-0 r が点 
減表示されます。 


力ーソル ボタン(▲または ▼) を押して編集す 

るマクロの香号を選択します。 

. マクロの香号が表示されてから、プログラ 
ム済みの操作が表示されます。 

. マクロの番号は カーソル ボタンで変更でき 
ます。 

. マクロの設定済みのステップを更新する 
には、 ソース ボタンを押してから新しいス 
テップのボタンを押します。元のステップ 
は削除され、新しいステップで更新されま 
す。 

. マクロ内の設定済みのステップの間に新し 
いステップを挿入するには、手順 3 のあと 
に、 MEMO ボタンを押してから、新しいス 
テップのボタンを押します。新しいステッ 
プを挿入するために、その他のステップの 
番号は適宜調整されます。1つのマクロに 
は10ステップまでしか記憶できないため、 
ステップの合計数が既に10である場合は、 
新しいステップを揮入すると10番目のス 
テップが削除されます。 

-マクロ内のステップを肖 I 」除するには、手順 3 
のあとに、削除するステップの番号を呼び 
出して CLR ボタンを押します。 


irasa I ~ f 
KHBtBI II 

V-HI-I-I-I-I-：- 


r — しし 、ミ 


4. 手順 1 に戻るには ENTER ボタンを押します。 
5 -通常モードに戻るには、表示部の MACRO 表 
示が消えるまで ENTER ボタンを長押ししま 
す。 


nisga /、イ 

1 — 厂1 

1 - 

/ f 

1 U 

レ 


各部の名称基本接続基本操作応用接続シ妾ムちトアップ困ったときはその他 
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■ マクロをほ用ずる 


■ マクロプログラムの例 


プ□グラムしたマク□を使うときは.次の手順でお 
こないまず。 


1 - 







MACRO ボタンを押します。 


MACRO 表示と " MACRO " が表示部に表示さ 
れます 0 


EB/ //■■//_ Hu 


2. プログラム済みの番号の 数字 ボタンを押し 
ます。プログラムしたコードが]っずっ送信 
されます。 


M 

1 n / 

1 

12^29 / f 

1 U 1 

丄 


し n コ 

1 

KHBBI II 

1 し!し 


. マクロがプログラムされていない場合は、 
コードは送信されません。 

マクロステッ プが順次実巧されます。 

表示部に表示されるステップ番哥ま、その 
ステップが実行され ると きに消えます。 

3. すべてのマクロコマンドが送信されると、リ 
モコンは通常のアンプモードに戻ります。 


例1 

本機の入カソースを CD に蛮要し、 CD プレイヤー 
内の CD の3番目のトラックを再生しまず。 



■ 2 . 

3. 

■ん 

5. 

■3. 

■ 6 . 

-5. 

■ん 

■7. 

2 . 


1. LEARN 表示. MACRO 表示と" MACRO " が表示 
部に点滅表示されるまで、 MACRO ボタンと 
SET ボタンを同時に長押しします。 


m h/inrnn 
Em I mi n 11 


2 . " r ボタンを押します。表示部に" Mi - or と 
表示されます。 


fWl 

し/—/' 

/ / 

，し/' 






















































3. AMP ボタンと CD ボタンを押します。表示部 
に" M 1-02" と表示されます。 

AMP ボタンを押します。 




firip 


CD ボタンを押します。 


''| ||ぶ:リ| イ 

j i ‘' ‘册:け。 


巧 'I 1- 配 


7. MACRO ボタンと 1 ボタンを押します。 

. マクロコマンドが順次機器に送信されま 
す。また、操作の各ステップが表示部に順 
々表のされます。 


ごま意 

マクロプログラムでアンプの 入カ ソースをプ 
ログラムする 場合は、最初に AMP ボタンを 
押してからソース ボタンを 押してく ださい。 
( DVD 入力の場合 ： AMP 一 DVD ) 


4. CD ボタンと 3 ボタンを押します。表示部に 
" M 1-03" と表示されます。 

CD ボタンを押します。 


m 


3 ボタンを押します。 


面ゴ、イ / „ n J 


5. CD ボタンと►ボタンを押します。 


丄 I 


iri i - u'-i 


6 . マクロのプログラムが終了したら 、 MACRO 
表示が消えて通常モードに戻るまで ENTER 
ボタンを長押しします D 
ここで、プログラムしたマクロを実行してみ 
ます。 


例2 

本磯の電源をオンにする 

i 

DVD プレーヤーの電源をオンじする 

i 

本磯の入カソースを DVD に変更ずる 

i 

DVD プレーヤーを再生する 



SOUR：r SET STANHY Cd 

励 0 風 CD 



© ^靈 1 

0 0 0 0 



后 ^^^ 

[0 0 0 
懲 TTo 豁 

广 



3. 


3. 

3. 

4. 


3. 

2 . 

5. 


LEARN 表示 • MACRO 表示と" MACRO " が表示 
部に点滅表示されるまで、 MACRO ボタンと 
SET ボタンを同時に長巧しします。 


'inaai 

/v-l-l-、- 


か旧[硝 


応用操作 


2 . 2 ボタンを巧します。表示部に" M 2-0 r と表 
示されます。 

3. こ欠のボタンを順番に巧して、マクロの各ス 
テツプを設定します。 

(1 )AMP 一 POWER ON . 


4. マクロのプログラムが終了したら、表示部の 
MACRO 表示が';肖えて通甫モードに戻るまで 
ENTER ボタンを巧します。 

ここで、プログラムしたマクロを実巧してみ 
ます。 


iraai 

つい lO 


II If 


だ V - つ 


(2) DV い POWER ON . 


5. MACRO ボタンと 2 ボタンを押します。 

. マクロコマンドが順次機器に送信されま 
す。また、操作の各ステップが表示部に順 
夕表巧されます。 


匹皿 -:77 い Ti 

正謂 / / // II 


皿回ゴ、ィつ 1—1—1 
EBI1 1 r " /1 '1 


(3) AMP 一 DVD . 




firiP 


画四ゴ、〇 -- n U 
H ! 11 I I I 


(4) DVD 一 PLAY . 


ns 皿 --77 い Ti 

正謂 / / 1/ II 


画 na ゴ、ィつ n C 

EBI1 1 r ~~ 11 ~1 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続シ妾ムちトアップ 



困ったときは その他 
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応用操作 


■ マクロプログラムをミ肖モする 

リモコンのメモリーじプログラムしたマクロを削除 
するときは.次の手順でおこないます。 


マクロ操作のを信間隔を弱節する 



©■お®该 

T 扣 SP の F . 田扣口 P.LOCK 

AUTO STEREO P.DIRECT I げ CAT 

◎曾感狂 

SLEEP M-DAX EO い nwM 

曾—尊聲齒 
のをを!®! 

T.TONC CM SEL V OFF TV 

堂 一一 I 一 I 

I— TREBLE 1 I BASS — i 

O CD O O 

一 C»TEGO*?y—■ I — CHANHri ― ■ 


- 2 . 

■ 2 . 


LEARN 表示- MACRO 表示と" MACRO " が表示 
部に点滅表示されるまで、 MACRO ボタンと 
MENU ボタンを同時に長押しします。 


^回23ゴい/ n 广 nn 
Iraaq II II f\ I i 


2. 


CLR ボタンを長押しし、消去する番号の数字 
ボタン（この例では 2) を3秒間押します。 

-表示酣 〔" M 2-〔 L " が点滅表示されます。 


qim M —I 

III I 


3. 


ん 


ENTER ボタンを押して消去し、手順 1 に戻り 
ます。 

-メモリー消去操作をキャンセルする場合 
は、 ENTER ボタンを押さず他のボタンを押 
してください。 

通常モードに戻るには、表示部の MACRO 表 
示が消えるまで ENTER ボタンを長押ししま 
す。 



■ん 


1 - 


表示部に" SETUP " と表示されるまで、 MACRO 
ボタンと SETUP ボタンを同時に長押ししま 
す。 

- " SETUP " は3秒間表示されます。 


CC ~ 

n lO 

■MBttil 1 1 

iji 


2. 表示が" SETUP " から" MCRxx " に変わることを 
確認します ("XX" はマクロ操作の送信間隔を 
表します)。 


胃け「抓弓 


3. 


ん 


カーソル ボタン(◄または ►) を押して送信間 
隔を変更します。 

-送信間隔は、 0.5 砂から5秒まで、 0.5 秒間隔 
にて設定できます。 

通常モードに戻るには、表示部の MACRO 表 
示が消えるまで ENTER ボタンを長押ししま 
す。 


各部の名み基本接続基本操作応用接続シスるち卜て ノ 困った ときは その他 
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画困つたとをは _ 

本機が正しく動作しない攝合は、下記の表に示ず項目をご確認ください。 

下記の項目を確認しても直らない場合は、直ちに電源コードをコンセントか5抜き、お買い上げいただい 
た販売店、当社のお客様ご柜談センター、またはサービスセンターじご相談ください。 


ミ船 


現象 

原因 

処置 

参照ページ 



電源コードの接続をご砲詔くださ 
し)。 


電源が人らない。 

電源コードが正しく接続されていな 
い。 

電源コードを本他こしっかり差し込 
んでください。 

14 



電源プラグをコンセントへしっかり 
差し込んでください。 



入カケーブルの巧続が不完全であ 

る0 

本磯とソース機器に D プレーヤー等） 
を接続する入カケーブルの接続を接続 
図を参照して点横してください。 

11 

音が化ない。 

インプットセレククーの位置が不 
適当である。 

ご使用のソース機器 ( CD プレーヤー 
等)を接続した入力端子にインプッ 
トセレクターを合わせて<ださい。 

15 


ボリュームが絞ってある。 

ボリュームを調節してください。 



ミュート機能が動作している。 

ミュート機能を解除してください。 



へッドホンが接統されている。 

へ、ソドホンを取り外してください。 

39 

特をのスピーカー 
から音がでない。 

スピーカーが正しく接続されてい 
ない。 

接続國を参照して、スピーカーを 
正しく接続してください。 

10 

音像が正しくを位 
しないで不自然。 

• 一部のスピーカーケープルの極 
性 （+/-) が違っている。 

• スピーカーの配置とスピーカー 
ケーブルの接続が間違っている。 

電源コードを抜き、スピーカーケー 
ブルの接続を確詔してください。 

10 

スタンパイインジ 
ケーターがゆっく 
り点減している。 

(1 砂間に2回） 

• スピーカーケーブルがショート 
してし''る。 

• 本禮の性能を上回る大音量で再 
生した。 

• 規をよリルきいインピーダンス 
のスピーカーを使用している。 

• 本磯を狭いラックなどに入れて 
使用したため異常に内部温度が 
上昇した。 

• 電源コードを抜き、スピーカー 
ケープルの接続を磕認してくだ 
ぎい。 

* 音量をかしルさくしてください。 

• 必ず規定のインピーダンスのス 
ピーカーを使用して<ださい。 

• 安全のために本機の周囲に適切 
な隙闇を空けてください。 

• 電源を入れる[こはリモコンを使 
用してください。 

• 再度同じ症がになる攝合には、 
電源コードを抜き最寄りのサー 
ビスステーシヨンに修理を依頼 
してください。 

10 

15 

3 

6 

スタンパイインジ 
ケーターが速く点 
ミ威している。 （1 秒 
間に8回） 

本機が故障している可能性があり 
まず。 

直ちに電源コードを抜き、最寄り 
のサービスステーシヨンじ修理を 
依頼してください。 

- 


現象 

原因 

処置 

参照ページ 

表示部が異常な表 
示をしている。 

本磯はコンピュー女一を使用して 
いるため、静電気や落雷などによ 
りまれに誤動作することがありま 
ず。 

電源コードを抜き、再度差し込ん 
でください。 

14 

リモコンで本機の 
操作ができない。 

電池が消耗している。 

新しい電池にを換して < ださい。 

3 

リモコンの動作範囲か6外れてい 
る。 

動作範囲でご使用ください。 

本磯とリモコンの間に障害物があ 
る。 

障害物を取り除いて<ださい。 

本機の受光部に強い光が当たって 
いる。 

受光部に強い光が当たらないよう 
じしてください。 

リモコンのモードが正しく設をさ 
れていない。 

リモコンの AMP ボタンを押してか 
ら操作してください。 

15 

IR 二 DISABLE じ設定されている。 

IR = ENABLE じ設をしてください。 

21 

本磯のボリューム 
やポ女ン操作がで 
きない。 

フ□ントキー□、ソクが設をされて 
いる。 

フ□ントキー□ックを解除してく 
ださい。 

41 

入力信号がないと 
きに、シャーとい 
うノイズ(残留ノ 
イズ)が化る。 

サラウンド用の DSP を搭載してお 
りまずので、多少、目立つことがあ 

U まず。 

2 ch ソースをお闇きのときノイズ 
が気になる場合は、ソースダイレ 
クトモードでお闇きください。 

38 


サラウン 


現象 

原因 

処置 

参照ぺージ 

特定のスピーカー 
か6音が化ない。 

そのチヤンネルに録音がを在しな 
し''。 

プ□グラムチヤンネルインジケー 
ターをご確認ください。 

己 

フ□ントスピー 
カーか6音が化な 
い。 

AM 放送节テレビ音声などモノラル 
ソースを STEREO t (外のサラウン 
ドモードで再生している。 

センクースピーカーから音が化ま 
す。故障ではあ U ません。 

- 

スピーカーセレクターが正しく設定 
されていない。 ( OFF または巨に 
なっている） 

スピーカーセレクターを正しく設定 
してください。 

6 

センタースピー 
カーから音が化な 
い。 

サラウンドモードが STEREO (こ 
なっている 0 

サラウンドモードで STEREO が選 
択されていると、センクースピー 
カーから音声は化力されません。化 
のサラウンドモードを設定してくだ 
さい。 

38 

SPEAKERS SEE メニューで、 
CENTER = NONE が選択されている。 

CENTER を SMALL か LARGE に 

亩2正しし—、/しご—し）。 

29 

サラウンドスピー 
カーか6音が化な 
い。 

サラウンドモードが STEREO (こ 
なっている 0 

サラウンドモードに STEREO が違 
択されていると、サラウンドスピー 
力一か 6 音声は化力されません。 別 
のサラウンドモードを設をしてくだ 
さい。 

38 

SPEAKERS SIZE メニューで、 
SURROUND 二 NONE が選択され 
てし''る。 

SURROUND を SMALL か 

LARGE に設定してください。 

29 
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困つたとをは 


現象 

原因 

処置 

参照ページ 

サラウンドバック 
スピーカーか6音 
が化ない。 

サラウンドモードが EX / ES,PLlx 
モードなど 6.1 または 7.1 チヤンネ 
ルのサラウンドに設をされていない。 

サラウンドモード表をご覧ください。 

67 

SPEAKERS SEE メニューで 
SURROUND BACK = NONE また 
はソーンスピーカーが選択されてい 
る。 

SURROUND 巨 ACK を 1 CH また 
は 2 CH に設定してください。 

29 

サラウンドパックスピーカーを 1 CH 
で使用しているのに SURROUND 
BACK R に接続されている 

SURROUND 巨 ACK を 1 CH [こ設 
定したとぎは SURROUND BACK 

L じスピーカーを接続してくださ 
し''。 

10 

サブウーファーか 
ら音が化ない。 

• サブウーファーの電源が入って 
いない。 

• サブウーファーのレベルがルさく 
なっている 0 

• SPEAKER SIZE メニューで 
SUBWOOFER = NO が選択され 
てし''る 0 

• サブウーファーの電源を入れて 
ください。 

• サブウーファーのレベルを上げて 
ください。 

• SU 目机00 FER 二 YES を選択し 
てください。 

29 

• SPEAKERS SIZE メニュー 
で FRONT 二 LARGE 'BASS 

MIX 二 MIX に設定し、アナ□グま 
たは PCM ソースを再生してい 

る 0 

• BASS MIX 二巨 0 TH 【こ設定する 
とフ□ントおよびサブウーファー 
か6低域成分が再生されまずが、 
干渉によリ不自然な音になるこ 
とがありまず。 

29 

再生しているソースに LFE または 
低域成分が人っていない。 


— 

EX/ES モードが選 
択できない。 

SPEAKER SIZE メニューで 
SURROUND BACK = 1 CH または 
2 CH が選択されていない。 

SURROUND BACK を 1 CH か 

2 CH じ設定:してください。 

29 

入力信号に互換性がない。 

5.1 ホソースを使用してください。 

— 

Neo : 目モードが選 
択できない。 

入力信号じ互換性がない。 

2 ch DTS 入力信号、 PCM 入力信 
号、アナ□グ入力信号のいずれかを 
使巧してください。 

— 

CS I モードが選択 
できない。 

入力信号じ互換性がない。 

2 ch Dolby Digital 入力信号、 PCM 
入力信号、アナ□グ入力信号のい 
ずれかを使巧してください。 

— 

ナイトモードが機 
能しない。 

Dolby Digital W 外のソースを再生 
してし''る。 

Dolby Digital のソースを使用して 
ください。 

— 

希望ずるサラウン 
ドモード選択でき 
ない。 

入力信号およびスピーカーの設定に 
より、選択できるサラウンドモード 
に限りがあります。 

サラウンドモード表をご覧くださ 
し、 

67 

DTS エンコードさ 
れた CD などの再 
生中にノイズが発 
生ずる。 

• アナ□グ接続をしている。 

• サーチ再生をしている。 

• プレーヤーで不適切なデジタル 
処理（レベル調整、サンプリング 
周汲数変換など）をしている。 

• デジクル （ 光または同軸）または 
HDMI 接続をしてください。 

• 機器じよリサーチ再生中にノイ 
ズがでることがありますが、故 
障ではありません。 

• プレーヤーの取撒説明書をご覧 
ください。 

— 


64 


現象 

原因 

処置 

参照べージ 

AAC 信号が再生で 
きない。 （ インジ 
ケーターが点财し 
ない） 

• チューナーなどのデジタル信号 
化力が PCM じ設をされている。 

• アナ□グ接統をしている。 

• チューナーなどの取扱説明書を 
ご覧ください。 

• デジクルまたは HDMI 接続をし 
てください。 

11、13 

Dolby Digital.DTS 
などの音声が再生 
できない。 
(インジケーターが 
点なしない） 

• プレーヤーなどのデジタル信号 
化力が PCM じ設をされている。 

• アナ□グ接綺をしている。 

• プレーヤーなどの取扱説明書を 
ご覧くだきい。 

• デジクルまたは HDMI 接統をし 
てください。 

11、13 

Dolby TrueHD 、 
d ね- HD などの音 
声が再生できない。 
(インジケークーが 
点なしない） 

• プレーヤーなどのソース機器がこ 
れ6の音声モード出力に対応し 
ていない。 

• プレーヤーの音声化力が正し< 

設をされていない。 

• HDMI 接続をしていない。 

• Dolby T 「 ueHD 、 dts-HD 出力に 
対応した機器を接続してくださ 
い。 

• ソース機器がこれらの音声モー 
ドを化力できるように出力設定 
をしてください。 

- 

DVD プレーヤーで 
CD 再生時に、卜 
ラックスキップな 
どをおこなうと、 
巧の頭が少し欠け 
て再生される。 

プレーヤーによってはトラックス 
キップ時(こデジタル信号が遠切れる 
ことがありまず。サラウンドシステ 
ムを判別ずるために、少しだけ巧の 
頭が途切れることがありまず。 

このような DVD プレーヤーを使巧 
する場合、アナ□グ接続すると問題 
なく再生することができまず。 

- 


ビデオ 


現象 

原因 

処置 

参照べージ 

モニターに映像が 
でない。 

• モニターの接続や入力切り替え 
が正しくない。 

• ソース機器とは HDMI 描続して 
いる好、 モニターとは HDMI お 
続をしていない。 

• モニクーの取キ及説明書をご覧く 
ださい。 

• モニクーと HDMI 接続をしてく 
ださい。 

— 

音声ちしくは映像 
が選択したソース 
と一致しない。 

入カケーブルが正し<接続されて 
いない。 

接続圏を参照して、ケープルを正 
しく接続してください。 

12 

VCR などに録画で 
きない。 

• 録画觸器とソース機器の接続端 
すがあっていない。 

• コピープ□テクト信号が入って 
いる。 

• 録画機器の接続端子とソース機 
器の接統端子を合わせる。 （ ビデ 
才または S ビデオ） 

• コピープ□テクト信号が入って 
いるビデオ信号は歸画ずること 
はできません。 

- 

コンパートしたビ 
デオ信号が乱れる。 

ビデオデッキで特殊再生をおこな 
うとコンバートが正常におこなわ 
れず、ビデオ信号が乱れたり映ら 
なくなることがありまず。 

ソース機器と同じフォーマット（ビ 
デオ、 S ビデオ、コンポーネント） 

でモニクーテレビを接続してくだ 
さい。 

12 















































HDMI 


現象 

原因 

処置 

参照ページ 


HDMI ケーブルが正しく接続されて 
いない。 

HDMI ケーブルの接続をご確認く 
ださい。 

13 


規格外の HDMI ケープルで接続し 
てし ' t る0 

安定した動作作、画質劣化などの 
防止のため、5 mW 下のケーブルの 
使用を推奨いたしまず。 

- 


HDMI で接続している機器間の接 
続詔証がされない。 

HDMI で接綺しているすべての機 
器の電源を入れ直してください。 

- 



本機の HDMI 設定を正しくおこ 
なってください。 

33 

HDMI 接続で画面 


巧像機器 （ TV 、 プ□ジ I ククー等） 
の取撒説明書を参照の上、 HDMI 入 
力を設定してください。 

- 

が映らない。 

HDMI の設定:が正しく設定:されて 
いない。 

ソース機器 ( Blu-ray Disc プレー 
中一 、 ST 巨等）の取扱説明書を参 
照の上、 HDMI 出力を有効になるよ 
う設定してくた‘さい。 

- 



HDMI で接続している機器の取あ 
説日月書を参照の上，両機器に合致 
する解像をに設をして<ださい。 

33 


映像磯器 （ TV 、 プ□ジェククー等） 
に DVI コネクターで接続している。 

HDCP に対応した巧像機器を接続 
してください。 

13 


本機の電源が切られている。（本機 
がスクンバイ状態では HDMI 接続 
は有効になりません。） 

本機の電源を入れてください。 

15 

HDMI 接続で峡像 
が映るまで時間が 
かかる。 

HDMI で接続している機器間で接 
続認証をおこなっています。 

接続される機器には接続認証に時 
間がかかる場含があります、故障 
ではありません。 

- 


HDMI の設定:が正しく設定:されて 
いない。 

ソース磯器 ( Blu-ray Disc プレー 
ヤ- 、 ST 巨等）の取扱説明書を参 
照の上、 HDMI 音声化力を有効(こな 
るよう設定してください。 

- 

HDMI 接続で音声 
が再生されない。 

ソース機器 ( Blu-ray Disc プレー 
中一 、 ST 巨等）の取扱説明書を参 
照の上、 HDMI 音声化力設をを本機 
の対応信号に合致するよう設をし 
てください。 

- 


HDMI AUDIO THROUGH モード 
になっている。 

THROUGH モードの時は本機か6 
は音が化ません。 ENABLE じ設定 
してください。 

34 

HDMI 接続したモ 
ニター TV より音 
がでない。 

HDMI AUDIO ENABLE モードに 
なっている。 

ENABLE モードのときはモニター 
テ レビか 6 は音が化ません。 
THROUGH じ設をしてください。 

34 

HDMI 接続で画面、 
音声が安をしな 
し、 （ ノイズが化 
る、遠切れる等） 

長いケースレて准攝している。 

短いケーブルをご使用ください。5 
m tTF のケープ J レのご使用を推奨 
いたしまず。 

- 


カテゴリー2(八イスピード対応） 

のケーブルをご使用ください。 

- 


困つたとをは 


L — ナ— 


現象 

原因 

処置 

参照べージ 

AM や FM が受信 
できない。 

アンテナの接続が不完全。 

AM アンテナと FM アンテナを、 
AM アンテナ端子と FM アンテナ 
端子に正しく接続してください。 

14 

AM 受信中にノィ 
ズが闇こえる。 

化の機器の影警を受けている。 

AM アンテナの設置場所を変えて 
<ださい。 

- 

FM 受信中にノィ 
ズが闇こえる。 

放送局か5の電波が微弱。 

FM 屋外アンテナを設置してくだ 
さい。 

14 


USB 操作 


現象 

原因 

処置 

参照ぺージ 

US 己ストレージを 
接続してもステー 
クス表示が、" N 0 
DEV に E " 表示のま 
まで認識しない。 

• 接続不良などで、本機が USB 
ストレージを認識できない。 

• US 目ストレージや USB ケープ 
ルが本機の USB 端す[こしっか 
りと差し込まれているか確認し 
てください。 

• US 目ストレージを一旦本機から 
外し、再度接続してみてください。 

• 本機の電源を入れなおし、再度 
接続してみてください。 

18 

18 

15 

USB ストレー 
ジを接続ずる 
とステークス表 
示[こ " CHECK 

DEV に E " が表示さ 
れる。 

• 本磯が認識できないデバイスを 
接続している。 

• US 己八ブ経由で接続している。 

• US 目マスストレージクラスに対 
応した USB デバイスであって 
も、本磯で再生できないものが 
ありまず。（巧障ではありません） 

• US 巳八ブを経由した接続はでき 
ません。 

- 

US 巨ストレージ 
を接続するとス 

7■—クス表 W に 
"CHECK FS " が表 
示される。 

• US 目ストレージのフォーマット 
が、 FAT 1目または FAT 32 以外 
のフォーマットじなっている。 

• 本磯で非対応のファイルシステ 
ムでフォーマットされた USB 
ストレージを使用している。 

• フォーマットを FAT 1 目または 
FAT 32 に設をし、ファイルを 
記録してください。 

• 本機で対応しているファイル 
システムでフォーマットされた 
USB ストレージを使用してくだ 
さい。 

51 

USB ストレー 
ジを接続ずる 
とステークス 
表示じ "! OVER 
CURRENT !" が表 
示される。 

• 本機の USB 端子の過電流保護 
がはたらいた。 

• 本機の USB 端子か6電源供給 
を受けるタイプの八ードディス 
クの動作は保証できません。 
接続した US 巨ストレージを取 
り外し、本機の電源を入れなお 
してください。 

15 

US 巨ストレージを 
接続するとステー 
クス表示に" N 0 
AUDIO 円 LE " が表 
示される。 

• US 己ストレージじ再をできる 
ファイルが記録されていない。 

• 対応しているファイルを USB 
ストレージじ記録してください。 

52 


を 

ホロ 

の 

与 

阜 





シ 








の 


65 
















































困つたとをは 


現象 

原因 

処置 

参照べージ 

US 己ストレージの 
ファイルを再生する 
とステータス表示に 
"CHECK FILE ” が 
表で^される。 

• 著作権保護のかかったファイル 
を再生しようとしている。 

• ファイルが破損している。また 
は、拡張すとファイルの構造が 
異なっている。 

• 本機は著作権保護のかかった 
ファイルを再生ずることはでき 
ませ 化。 

• ファイルを確認してください。 

- 

US 目ストレージに 
記録したファイル 
が表示されない。 

• US 巨ストレージが複数のパー 
ティシヨン(こ分かれている。 

• フオルダ数が700、ファイル数 
が65535を超えている。 

• 複数のパーティションに分かれ 
ている曝合は、第 T パーティ 
ション W 外は表示されません。 

• フォルダ数が70日、ファイル数が 
65535 J ： rF でご使用ください。 

51 

ステータス表:^ 

に " PRESS TOP 
KEY " が表示される。 

ファイルが正常に読み込めない。 

TOP ボタンを押して、再度読み込 
みを試行してください。 

7 

ス 7 ■—タス表巧し 

"PRESS MODE 
KEY " が表示され 
る 0 

本磯のダイレクトモードでサポー 
卜されない iPod が接続されまし 

tZo 

MODE ボクンを押して、リモート 
モードで使巧してください。 

7 

ス 7 ■—タス表巧し 

"CHECK iPod " が 
表 7 F される。 

iPod を正常に橫化できませんでし 
た。 

本機の電源を入れなおしてくださ 
し''。 

15 


各部の名称基本接続基本操作お用接続 i るセットごブあ用撞作 I 因 Iliiil 固その他 
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フロントキーロックについて 


異常動作のとまは 


PURE DIRECT EXIT 



リモコン操作 W 外の本機の各種操作 (POWER ON / 
STANDBY を除く）を受け付けないようじ□ックす 
ることが巧能でず。 


本機表示部に異常な表示や誤動作表示などをして 
いる場合、すぐ(こ主電源を切ってください。 

再度電源を人れても症状が変わらない塌含、電源 
コードをあいてください。 

その後、お買い上げ(こなった販売店ちしくはおおく 
の製せ営業所、または瞥せサービスセンターじご 
相談ください。 


■ メモ IJ バックアップについて 

本機の主電源を切った状態でも、設をしたを種内 
容を内部不揮発性メモリーじ記憶しておりまず。 


■ フ□ントキーロックの方法 

1. フロントパネルの PURE DIRECT ボタンと 
EXIT ボタンを同時に3秒が上押し続けます。 
2- 表示部に" F-KEY LOCK !" と表示され 、 POWER 
ON / STANDBY が外のフロントパネルの操作 
を受け付けなくなります。 

■ フ□ントキーロックの解除方法 

1- 再度フロントパネルの PURE DIRECT ボタンと 
EXIT ボタンを同時に3秒が上押し続けます。 

2- 表示部に" F-KEY UNLOCK " と表示され、ロック 
が解除されます。 


■ 巧]巧が態に戻ずには（リセット） 

r 困ったときは」を参考にされても、不具をが解ず 
しない攝合は、本機のリセットを試してみてくださ 
し''。 

ただしリセットおこなうと、セットアップメニュー 
じて設走した内容、サラウンドモードの設をの情 
報が消去されますことをご了承ください。 



SURR. MODE 


CLEAR 


電源が入っていることを確認します。 

本機の SURR . MODE ボタンを押しながら、 


CLEAR ボタンを3秒が上押します。 

本機は一度スタンバイ巧態になったあと、再度 
POWER — ON 状態となり、各種設定された巧 
容が初期化され、工場出荷時のげ態に戻ります。 





































































1 その他 


サラウンドモード 


本磯には多くのサラウンドモードが搭載されています。これは再生ずるソースの内容(こ応じて、多様な音 
声効果を再現するためです。 

利用巧能なサラウンドモードは、入力信号とスピーカーの設定に応じて制限される場含があります。 

使巧するサラウンドモードと入力信号について 

サラウンドモードは本機のサラウンドモード切り替えボタンか、リモコンを使って選択します。また、再 
生される音声は、選択したサラウンドモードと入力信号との関係(こ応じて変化しまず。 

関係は次の表のとおりでず。 


サラウンドモ-ド 

入力信号 

デコーデイング 

江 

カチャンネル 

表示部 

lyR 

c 

SL 

SR 

HL 

HR 

SBL 

SBR 

SubW 

信号形式インジケ - 夕 - 

チヤンネルステータス.インジケーター 

AUTO 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Digital EX 

o 

o 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ DIGITAL EX 

し C, R, S し SR, S, LFE 

Dolbv D I5.1ch) 

Dolbv Diaital 5.1 

o 

o 

〇 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

し C. R,S し SR.LFE 

Dolbv DI2ch) 

Dolbv Digital 2.0 

o 

- 

- 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D I2ch Surr) 

Pro Loaic Ex movie 

o 

o 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R,S 

Dolbv Diaital Plus (2ch) 

DolbvDiaital + 

o 

- 

- 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し R 

Dolbv Diaital Plus ( 日 . 1ch) 

DolbvDiaital + 

o 

o 

〇 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し C. R.S し SR. LFE 

Dolbv Diaital Plus(6.1ch) 

DolbvDiaital + 

o 

o 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し C, R,S し SR,S, LFEUxI) 

Dolbv Diaital Plus (7.1ch) 

DolbvDiaital + 

o 

o 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し巳 R,S し SR.SB し SBRiLFE 

Dolbv TrueHD(2ch) 

DolbvTrueHD 

o 

- 

- 

- 

- 

〇 

□□ TrueHD 

し R 

DolbvTrueHD ほ . Ich) 

DolbvTrueHD 

o 

o 

〇 

- 

- 

〇 

□□ TrueHD 

し巳 R,S し SR, LFE(.ex1,ex2) 

Dolbv TrueHD(6.1ch) 

DolbvTrueHD 

o 

o 

〇 

- 

〇 

〇 

皿 TrueHD 

し C, R,S し SR,S, LFE(,exl,ex2} 

Dolbv TrueHD け . Ich) 

DolbvTrueHD 

o 

o 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ TrueHD 

し C.R,SL, SR. SBL, SBR, LFE(,exl,ex2) 

Dolbv TrueHD 192kHz (S.lchl 

DolbvTrueHD 

o 

o 

〇 

- 

- 

〇 

□□ TrueHD 

し C. R.S し SR. LFE 

DTS-ES 

DTS-ES 

o 

o 

〇 

- 

〇 

〇 

dts, ES 

し C. R.S し SR, S, LFE 

DTS 96/24 

DTS-96/24 

o 

o 

〇 

- 

- 

〇 

dts 96/24 

し C. R.S し SR. LFE 

DTS ほ . Ich) 

DTS 5.1 

o 

o 

〇 

- 

- 

〇 

dts 

し C. R.S し SR. LFE 

DTS-HD (2ch) 

DTS-HD 

o 

- 

- 

- 

- 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し R 

DTS-HD ほ . 1ch> 

DTS-HD 

o 

o 

〇 

- 

- 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し C, R,S し SR, LFEUx1,ex2) 

DTS-HD (6.1ch) 

DTS-HD 

o 

o 

〇 

- 

〇 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し巳 R,S し SR,S, LFE(,exl,ex2} 

DTS-HD (7.1ch) 

DTS-HD 

o 

o 

〇 

- 

〇 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し C.R,SL, SR. SBL, SBR, LFE(,exl,ex2) 

DTS Express 

DTS EXPRESS 

o 

o 

〇 

- 

- 

〇 

dts express 

し C. R.S し SR. LFE 

AAC ほ . Ich) 

AAC 5.1 

o 

o 

〇 

- 

- 

〇 

AAC 

し C. R. S し SR, LFE 

AAC(2ch) 

AAC 2.0 

o 

- 

- 

- 

- 

〇 

AAC 

LR 

Multi Ch-PCM(5.1ch) 

Multi Ch-PCM 

o 

o 

〇 

- 

- 

〇 

PCM 

し C. R.S し SR. LFE 

Multi Ch-PCM 96kHz (5.1 ch} 

Multi Ch-PCM 96kHz 

o 

o 

〇 

- 

- 

〇 

PCM 

し C. R.S し SR. LFE 

Multi Ch-PCM 192kHz (5.1ch) 

Multi Ch-PCM 192kHz 

o 

o 

〇 

- 

- 

〇 

PCM 

し C. R.S し SR. LFE 

SA-CD (5.1ch) 

SA-CD (B.lch) 

o 

o 

〇 

- 

- 

〇 

DSD 

し C. R.S し SR. LFE 

SA-CD (2ch) 

SA-CD (Stereo) 

o 

- 

- 

- 

- 

〇 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

PCM (Stereo) 

o 

- 

- 

- 

- 

〇 

PCM 

し R 

PCM 96kHz 

PCM (Stereo 96kHz) 

o 

- 

- 

- 

- 

〇 

PCM 

し R 

HDCD 

HDCD 

o 

- 

- 

- 

- 

〇 

PCM, HDCD 

し R 

AnaloQ 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

- 

〇 

ANALOG 


SOURCE 

DIRECT 

PURE DIRECT 

Dolbv Surr.EX 

DolbvDiaital EX 

o 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ DIGITAL EX 

し C. R.S し SR, S, LFE 

Dolbv D I5.1ch) 

Dolbv Diaital 5.1 

o 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

し C. R.S し SR. LFE 

Dolbv DI2chl 

Dolbv Digital 2.0 

o 






□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D I2ch Surr) 

Pro Loaic Ex movie 

o 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R,S 

Dolbv Diaital Plus じか） 

DolbvDiaital + 

o 






□□ DIGITAL PLUS 

し R 

Dolbv Diaital Plus ほ . Ich} 

DolbvDiaital + 

o 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し C. R.S し SR. LFE 

Dolbv Diaital Plus (B.lch) 

DolbvDiaital + 

o 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し巳 R,S し SR,S, LFEUxI) 

Dolbv Diaital Plus け . Ichi 

DolbvDiaital + 

o 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し C, R,S し SR, SB し SBR, LFE 

Dolbv TrueHD (2ch) 

DolbvTrueHD 

o 






□□ TrueHD 

し R 

Dolbv TrueHD ほ . Ich) 

DolbvTrueHD 

o 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

□□ TrueHD 

し C, R,S し SR, LFEUx1,ex21 

Dolbv TrueHD (B.lch) 

DolbvTrueHD 

o 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

皿 TrueHD 

し巳 R,S し SR,S, LFE(,exl,ex2} 

Dolbv TrueHD け . Ich) 

DolbvTrueHD 

o 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ TrueHD 

し C.R,SL, SR. SBL, SBR, LFE(,exl,ex2) 

Dolbv TrueHD 192kHz (S.lchl 

DolbvTrueHD 

o 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

□□ TrueHD 

し C. R.S し SR. LFE 

DTS-ES 

DTS-ES 

o 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

dts, ES 

し C. R.S し SR, S, LFE 

DTS 96/24 

DTS-96/24 

o 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

dts 96/24 

し C. R.S し SR. LFE 

DTS ほ . Ich) 

DTS 5.1 

o 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

dts 

し C. R.S し SR. LFE 

DTS-HD (2ch) 

DTS-HD 

o 

- 

- 

- 

- 

- 

dts-HD MSTR/HIRES 

し R 

DTS-HD (B.lch) 

DTS-HD 

o 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し巳 R,S し SR, LFE(.ex1,ex2) 

DTS-HD (6.1ch) 

DTS-HD 

o 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し C, R,S し SR,S, LFE(,exl,ex2} 

DTS-HD (7.1ch) 

DTS-HD 

o 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し C.R.SL, SR, SBL, SBR, LFE(,ex1,ex2) 

DTS Express 

DTS EXPRESS 

o 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

dts express 

しじ , R,S し SR, LFE 

AAC (B.lch) 

AAC 5.1 

o 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

AAC 

し C, R, S し SR, LFE 

AAC (2ch) 

AAC 2.0 

o 






AAC 

UR 


サラウン巧-ド 

入力信号 

デコーディング 

出カチヤンネル 

表示部 

LVR 

C 

SL 

SR 

HL 

HR 

SBL 

SBR 

SubW 

信号形式インジケ - 夕 - 

チヤンネルステータス ■ インジケーター 

SOURCE 

DIRECT 

PURE DIRECT 

Multi Ch-PCM (B.lch) 

Multi Ch-PCM 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

PCM 

LC.R.SL SR.LFE 

Multi Ch-PCM 96kHz(B.lch} 

Multi Ch-PCM 96kHz 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

PCM 

し C.R.S し SR.LFE 

Multi Ch-PCM 192kHz に Ichl 

Multi Ch-PCM 192kHz 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

PCM 

し C, R, S し SR, LFE 

SA-CD (5.1ch} 

SA-CD (B.lch) 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

DSD 

し C.R.S し SR.LFE 

SA-CD じ ch) 

SA-CD (Stereo) 

〇 






DSD 

し R 

PCM (Audio) 

PCM に tereo) 

〇 






PCM 

し R 

PCM 96kHz 

PCM (Stereo 96kHz) 

〇 






PCM 

し R 

HDCD 

HDCD 

〇 






PCM, HDCD 

し R 

Analoa 

Ste 。。 

〇 






ANALOG 


7.1ch input 

Multi Ch 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

ANALOG 


EX/ES 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Digital EX 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□DIGITAL EX 

し C.R.S し SR.S.L 托 

Dolbv D I5.1chl 

Dolbv Digital EX 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

皿 DIGITAL 

し C.R.S し SR.LFE 

Dolbv Diaital Plus (S.lchl 

DolbvDiqi ね I + +EX 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□DIGITAL PLUS 

LC,R,SLSR,LFE 

DolbvTrueHD (5.1 加 

DolbvTrueHD+EX 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

皿 TrueHD 

LC.R,SL.SR.LFE(,ex1,ex2) 

DTS-ES 

DTS-ES 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

dts, ES 

し C,R,S し SR,S,LFE 

DTS(5.1ch} 

DTS-ES 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

dts 

し C.R.S し SR. LFE 

DTS-HD 巧 . Ich) 

DTS-HD+ NE06 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し C.R.SL.SR. LFEUxI,ex2) 

AAC 巧 . Ich) 

AAC + Dolbv EX 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

AAC 

し C.R.S し SR. LFE 

Mill が - PCM (B.lch) 

Multi Ch-PCM + 

Dolbv Diaital EX 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

PCM 

し C, R, S し SR, SW 

SA-CD (S.lch) 

SA-CD (S.lch) + 

Dolbv Digital EX 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

DSD 

し C, R, S し SR, SW 

DOLBY PLUz 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Diaital 5.1 + PUz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

□□DIGITAL EX 

し C.R.S し SR, S. LFE 

Dolby D ( 日 . Ich} 

Dolby Digital 5.1+ + 
PUz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

し C, R, S し SR, LFE 

Dolbv D じ chi 

PUz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

皿 DIGITAL 

し R 

Dolbv D じ ch Surr) 

PUz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

皿 DIGITAL 

し R.S 

Dolbv Diaital Plus じ chi 

PUz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

□□DIGITAL PLUS 

し R 

Dolbv Diaital Plus (5.1ch) 

DolbvDiaital Plus + PLIIz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

□□DIGITAL PLUS 

し C.R.S し SR. LFE 

DolbvDiaital Plus(6.1ch) 

DolbvDiaital Plus + PUz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

□□DIGITAL PLUS 

し C,R,S し SR,S 丄 FE 

Dolbv Diaital Plus (7.Ich) 

DolbvDiaital Plus + PLIIz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

□□DIGITAL PLUS 

し C,R,SL,SR.SBLSBR,LFE 

DolbvTrueHD (2ch) 

PLnz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

皿 TrueHD 

し R 

DolbvTrueHD (5.1ch) 

DolbvTrueHD + PLUz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

皿 TrueHD 

LC.R,SL,SR.LFE(,ex1,ex2) 

DolbvTrueHD (B.lch) 

DolbvTrueHD + PLUz 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

皿 TrueHD 

し C.R.SL.SR.S. LFEUxI,ex2) 

DolbvTrueHD (7.1 ch> 

DolbvTrueHD + PLnz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

□□ TrueHD 

LC.R. SL.SR, SB し SBR.LFEUxl.ex21 

DTS-HD じ ch) 

PUz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し R 

AAC ほ . Ich) 

AAC + PLUz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

AAC 

LC,R,SLSR,LFE 

AAC(2ch) 

Pro Loaic Hz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

AAC 

し R 

Multi Ch-PCM (B.lch) 

Multi Ch-PCM + PLnz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

PCM 

LC,R,SLSR,LFE 

SA-CD ほ . Ich} 

SA-CD ほ . Ich) + PLnz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

DSD 

LC.R.SLSR.LFE 

SA-CD じ ch) 

PUz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

PUz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

PCM 

し R 

HDCD 

PUz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

PCM, HDCD 

し R 

Analoa 

PLnz 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

ANALOG 

- 

DOLBY 
(PLIIx movie) 
(PLIIx music) 
(PLIIx game) 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Digital EX 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

□□DIGITAL EX 

し C,R,S し SR,S,LFE 

Dolbv D 15.Ich) 

Dolbv Diqita け . 1 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

し C.R.S し SR. LFE 

Dolbv D (5.Ich} 

Dolbv Diaital 5.1 + PLIIx 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

皿 DIGITAL 

し C.R.S し SR. LFE 

Dolbv D じ chi 

Pro Loaic Ex 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

皿 DIGITAL 

し R 

Dolbv D じ ch Surr} 

Pro Loaic Ex 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

皿 DIGITAL 

し R.S 

Dolbv Diaital Plus (2ch) 

Pro Loaic Ex 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□DIGITAL PLUS 

し R 

Dolbv Diaital Plus (5.1ch) 

DolbvDiaital + 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

□□DIGITAL PLUS 

し C.R.S し SR. LFE 

Dolbv Diaital Plus (S.lch) 

DolbvDiaital Plus + PLIIx 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□DIGITAL PLUS 

LC,R,SLSR,LFE 

Dolbv TrueHD じ chi 

Pro Loaic Ex 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

皿 TrueHD 

し R 

DolbvTrueHD (S.lch) 

DolbvTrueHD + PLIIx 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

皿 TrueHD 

し C.R.SL.SR.LFE し ex1,ex2) 

DolbvTrueHD (5.1ch) 

DolbvTrueHD 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

皿 TrueHD 

LC.R,SL.SR.LFE(,ex1,ex2) 

DTS-HD じ ch) 

DTS-HD 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

皿 TrueHD 

し R 

AAC ほ . Ich) 

AAC + PLIx 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

AAC 

LC.R.SLSR.LFE 

AACI2ch) 

Pro Loaic Ex 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

AAC 

し R 

Multi Ch-PCM (S.lch) 

Multi Ch-PCM + PLIIx 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

PCM 

LC,R,SLSR,LFE 

SA-CD (S.lch) 

SA-CD (S.lch) + PLIIx 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

DSD 

LC.R.SLSR.LFE 

SA-CD じ ch) 

Pro Loaic Ex 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

Pro Loaic Ex 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

PCM 

し R 

HDCD 

Pro Loaic Ex 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

PCM, HDCD 

し R 

Analoa 

Pro Loaic Ex 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

ANALOG 



各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 


ムち 


た操作困 


きは 
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サラウンドモ-ド 

入力信号 

デコーデイング 

出カチャンネル 

表示部 

lyR 

C 

SL 

SR 

HL 

HR 

SBL 

SBR 

SubW 

信号おまインジケ -》- 

チヤンネルステータス.インジケーター 

DTS 

(Neo:6 

Cinema) 

(Neo:6 Music) 

DTS-ES 

DTS 5.1 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

dts. ES 

LC.R.SLSR.S.LFE 

DTS 96/24 

DTS-96/24 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

dts 96/24 

し C, R, S し SR, LFE 

DTS ほ . Ich) 

DTS 5.1 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

dts 

し C. R,S し SR.LFE 

DTS-HD (2chl 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し R 

DTS-HD (5.1ch) 

DTS-HD 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し巳 R,S し SR, LFE(.ex1,ex2) 

DTS-HD (6.1ch) 

DTS-HD 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し C, R,S し SR,S, LFE(,exl,ex2} 

DTS-HD {7.1ch) 

DTS-HD 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し C, R, S し SR, SB し SBR, LFE 
(,exl,ex2) 

Dolbv DI2ch} 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D I2ch Surr) 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R,S 

Dolbv Diaital Plus じか） 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し R 

Dolbv TrueHD (2ch) 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

皿 TrueHD 

し R 

AAC(2ch) 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

AAC 

し R 

SA-CD じ ch) 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

PCM 

し R 

HDCD 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

PCM. HDCD 

し R 

Analoa 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

ANALOG 


CSC 
(Cinema 
/Music 
/ Mono} 

Dolbv DI2ch) 

csn 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D I2ch Surr) 

csn 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R,S 

AAC (2ch) 

csn 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

AAC 

し R 

SA-CD じ ch) 

csn 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

csn 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

PCM 

し R 

HDCD 

csn 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

PCM, HDCD 

し R 

Analoa 

csn 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

ANALOG 


NEURAL 

Dolbv DI2ch) 

NEURAL 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D I2ch Surr) 

NEURAL 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R,S 

AAC(2ch) 

NEURAL 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

AAC 

し R 

SA-CD 口 ch) 

NEURAL 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

NEURAL 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

PCM 

し R 

HDCD 

NEURAL 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

PCM, HDCD 

し R 

Analoa 

NEURAL 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

ANALOG 


STEREO 

Dolbv Surr.EX 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

皿 DIGITAL EX 

し C. R.S し SR.S. LFE 

Dolbv D I5.1ch) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

し C. R.S し SR. LFE 

Dolbv DI2ch) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D I2ch Surr) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

し R,S 

Dolbv Diaital Plus じか） 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し R 

Dolbv Diaital Plus ほ . Ich) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し C. R.S し SR. LFE 

Dolbv Diaital Plus (B.lch) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し巳 R,S し SR,S, LFE(,exl) 

Dolbv Diaital Plus け . Ichi 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し C, R,S し SR, SB し SBR, LFE 

Dolbv TrueHD (2ch) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

□□ TrueHD 

し R 

Dolbv TrueHD ほ . Ich) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

□□ TrueHD 

し C, R,S し SR, LFE(,exl,ex2} 

Dolbv TrueHD (B.lch) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

□□ TrueHD 

し C. R.S し SR. LFE 

Dolbv TrueHD け . Ich) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

□□ TrueHD 

し C. R.S し SR. LFE 

Dolbv TrueHD 192kHz 记 Ichl 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

□□ TrueHD 

し C. R.S し SR. LFE 

DTS-ES 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

dts, ES 

し C. R.S し SR, S, LFE 

DTS 96/24 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

dts 96/24 

し C. R.S し SR. LFE 

DTS ほ . Ich) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

dts 

し C. R.S し SR. LFE 

DTS-HD (2ch) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し R 

DTS-HD (B.lch) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し巳 R,S し SR, LFE(.ex1,ex2) 

DTS-HD (6.1ch) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し C, R,S し SR,S, LFE(,exl,ex2} 

DTS-HD (7.1ch) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

L, C, R,SL,SR,SBL,SBR,LFE{,exl.ex2) 

DTS Express 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

dts express 

し C. R.S し SR. LFE 

AAC (B.lch) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

AAC 

し C. R.S し SR. LFE 

AAC(2ch) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

AAC 

し R 

Multi Ch-PCM 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

PCM 

し C. R.S し SR. LFE 

Multi Ch-PCM 96kHz 巧 . Ich) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

PCM 

し C. R.S し SR. LFE 

Multi Ch-PCM 192kHz (B.lch) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

PCM 

し C. R.S し SR. LFE 

SA-CD 巧 . Ich) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

DSD 

し C. R.S し SR. LFE 

SA-CD (2ch) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

PCM 

し R 

PCM 96kHz 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

PCM 

し R 

HDCD 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

PCM. HDCD 

し R 

Analoa 

Stereo 

〇 

- 

- 

- 

- 

〇 

ANALOG 


Dolby Virtual 
Speaker 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 






□□ DIGITAL EX 

し C. R.S し SR, S, LFE 

Dolbv D ほ . Ich) 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 






□□ DIGITAL 

し C. R.S し SR. LFE 

Dolbv DI2chl 

P 皿 6 日 Ibv Virtual Soeaker 

〇 






□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D (2ch Surr) 

PLn+ Dolbv Virtual Soeaker 

〇 






□□ DIGITAL 

し R,S 

Dolbv Diaital Plus じか） 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 






□□ DIGITAL PLUS 

し R 

Dolbv Diaital Plus I5.1ch) 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 






□□ DIGITAL PLUS 

L C. R.SLSR. LFE 

Dolbv Diaital Plus 巧 . Ichi 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 






□□ DIGITAL PLUS 

し C, R,S し SR,S, LFEUxI) 

Dolbv Diaital Plus 口 . Ichi 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 






□□ DIGITAL PLUS 

し C, R,S し SR, SB し SBR, LFE 

Dolbv TrueHD (2ch) 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 






□□ TrueHD 

し R 

Dolbv TrueHD ほ . Ich) 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 






□□ TrueHD 

し C. R.S し SR. LFE 


サラウン巧-ド 


入力信号 


デコーディング 


UR 


出カチヤンネ 


SL HL SBL 
SR HR SBR 


表ちを 


信号おまインジケ - 夕 - 


チヤンネル ステー タス * インジケー ター 


Dolby Virtual 
Speaker 


Dolby TrueHD (6.1 ch) 


Dolby I’rueHD (7.1ch). 


Dolby Virtual Speaker 


し C. R. S し SR. LFE 


Dolby Virtual Speaker 


DTS 96/24 


Dolby Virtual Speaker 


DTS ( 日 . Ich) 


Dolby Virtual Speaker 


dts，ES 


し C, R, S し SR, LFE 

，じ R, 


DTS-HD(2ch) 


Dolby Virtual Speaker 


dts 96/24 


し C, R, S し SR, S, LFE 


し C, R, S し SR, LFE 


DTS-HD(5.1ch) 


Dolby Virtual Speaker 


DTS-HD(6.1ch) 


Dolby Virtual Speaker 


dts-HD MSTR/HIRES 


し C, R, S し SR, LFE 


dts-HD MSTR/HIRES 


UR 


DTS-HD (7.1ch) 


Dolby Virtual Speaker 


AAC(5.1ch) 


Dolby Virtual Speaker 


dts-HD MSTR/HIRES 


しじ , R,SUSR,LFE (,ex1,ex2) 


dts-HD MSTR/HIRES 


しじ , R,SUSR,S, LFE し ex1,ex2) 


しじ R,SL, SR, SBL, SBR, LFE(,exl.ex2) 


AAC(2ch) 


Multi Ch-PCM (5.1ch). 


AAC 


し C, R, S し SR, LFE . 


SA-CD(5.1chl 


Dolby Virtual Speaker 


PCM 


UR 


し C, R, S し SR, LFE . 


SA-CD(2ch) 


Dolby Virtual Speaker 


PCM (Audio). 


PUf Dolbv Virtual Speaker 


L,C,R.SL,SR,LFE 


HDCD 


PLII+ Dolbv Virtual Soeaker 


PCM 


UR 


Analoa 


PLII+ Dolbv Virtual Soeaker 


PLII+ Dolbv Virtual Soeaker 


PCM, HDCD 


UR 


ANALOG 


UR 


Multi Ch. 

Movie 

Music 


Dolby Surr.EX- 


Dolby D 巧 . Ich し 


Dolby Digital EX 


(O) 


□□DIGITAL EX 


DolbyD に ch) 


Dolby Digital 5.1 


(O) 


しじ R,SUSR,S, LFE 


Dolby D (2ch Surr) 


(o) 


し C, R, S し SR, LFE . 


(O) 


UR 


DTS 96/24 


DTS 15.Ich) 


DTS-96/24 


(O) 


(O) 


dts, ES 


し R,S 


AAC 巧 . Ich) 


M 


dts 96/24 


し C, R, S し SR, S, LFE 


し C, R, S し SR, LFE . 


L,C,R.SL,SR,LFE 


AAC に ch) 


Multi Channel Stereo 


し C, R, S し SR, LFE 


Multi Ch-PCM 96kHz 


Multi Ch-PCM 96kHz 


(o) 


SA-CD(5.1ch} 


SA-CD(2ch) 


SA-CD 巧 . Ich) 


(O) 


PCM 


UR 


PCM 


し C, R, S し SR, LFE 


Multi Channel 


( O ) 


し C, R, S し SR, LFE . 


(0): Movie mode 
only. 


PCM (Audio) 


(O) 


し C, R, S し SR, LFE 


HDCD 


( O ) 


UR 


Analog 


(o) 


(o) 


PCM, HDCD 


UR 


UR 


Headphone 
(DolbyHP 
or Normal 
Headphone) 


Dolby Surr.EX 


Dolby D (5.1chj 


Dolbj/H.P 


□□DIGITAL EX 


しじ , R,SUSR,S, LFE 


Dolby D(2ch) 


Dolbj/H.P 


Dolby D (2ch Surr} 


Dol か H.P 


L,C,R.SL,SR,LFE 


Dolby Digital Plus (5.1ch) 


Dolbj/H.P 


UR 


□□DIGITAL PLUS 


し R,S 


Dolby Digital Plus 巧 . Ich) 


し C, R, S し SR, LFE 


on DIGITAL PLUS 


Dolby Digital Plus (7.Ich) 


□□DIGITAL PLUS 


しじ , R,SUSR,S, LFE し ex り 


Dolby TrueHD (5.1 ch) 


しじ R,S し SR, SB し SBR, LFE 


Dolby TrueHD (6.1ch) 


UR 


Dolby TrueHD (7.1ch) 


UR 


Dolb^ TrueHD 192kHz(5.1ch} 


UR 


DTS 96/24 


Dolbj/H.P 


DTSl5.1chJ 


Dol か H.P 


dts, ES 


し C, R, S し SR, LFE 


DTS-HD (5.1ch) 


Dolby H.P 


dts 96/24 


しじ , R,SUSR,S, LFE 


し C, R, S し SR, LFE 


L,C.R,SL,SR.LFE 


DTS-HD (B.lch) 


dts-HD MSTR/HIRES 


DTS-HD (7.1ch) 


dts-HD MSTR/HIRES 


しじ R,SUSR,LFE (,exl,ex2) 


DTS Express 


dts-HD MSTR/HIRES 


しじ R,SUSR,S,LFE (,exl,ex2) 


AAC (B.lch) 


AAC(2ch} 


Dolbj/H.P 


dts exjjress 


し C,R,SL,SR,SB し SBR, LFE(,exl,ex2) 


し C, R, S し SR, LFE 


Multi Ch-PCM (S.lch) 


Dol か H.P 


AAC 


し C, R, S し SR, LFE . 


Dolby H.P 


PCM 


UR 


Dol か H.P 


し C, R, S し SR, LFE . 


Dolbj/H.P 


Dolby H.P 


PCM, HDCD 


UR 


UR 


UR 


ごを意 


Dolby TrueHD、Dolby Digital Plus. DTS-HD 信 
号を再生中は巧応した再生モードと STEREO 
た I 外の SURROUND MODE を選がすることは 
できません。 

また 、 STEREO 外の SURROUND MODE 
が選択されていても 、 Dolby TrueHD、Dolby 
Digital Plus. DTS-HD 信号を再生した場合はそ 
の SURROUND MODE は無す i となり、が応し 
た再生モードの処理になります。 


觸 

L/R 

C 

SL/SR 

HL/HR 

SBL/SBR 

SubW 

EX 


フ □ ント左/ちスピーカー 

センタースピーカー 

サラウンド左/ち スピーカー 

八イト左/ち スピーカー 

サラウンドバック左/ちスピーカー 

サブウーファー 

エクステンション 














































































































































































































■ AUTO 

このモードでは 、 Dolby Digital、Dolby TrueHD 、 
Dolby Digital Plus、Dolby Digital EX、Dolby 
Surround 、 DTS 、 DTS - HD 、 DTS - ES 、 AAC 、 PCM 、 
9 目 kPCM などの入力されるデジタル信号の種類を 
横化し、自動的にそれぞれじ対応した再生モード 
に切り替えまず。 

人力信号が PCM 信号の場合はステレオ再生をおこな 
います。ドルピーデジタルが DTS 、 AAC の場合はそ 
れぞれのチャンネル数(こ応じた再生をおこないまず。 


■ SOURCE DIRECT (ソ ース ダイレクト） 

このモードでは、スピーカー設定等による周波数 
フィルターやディレイ、 I ンコント□-ルなどの 
付力日処理をパイパスし、入力信号を最短処理にて 
化力しまず。また、アナ□グ信号入力時にはデジ 
女ル部の処理を停止して、高周波ク□ックなどの 
影響を最ル限にします。 

〔ご’注意 ) 

•スピーカーサイズは Front L/R = LARGE 、 
Center = LARGE、Surround L/R = LARGE , 
Subwoofer = YES に自動的に設定されます。 

. トーンコントロール、イコ ライザーその他の 
追加の処理は停止します。 

■ PURE DIRECT (ピュアダイレクト） 

このモードはソースダイレクトモードの動作に化 
え、ビデオ端す（ビデオ、コンポーネントビデオ、 
HDMI ) への 出力を停止し、表示部も消灯してさら 
にノイズ源を低減させまず。 


■ EX/ES 

このモードでは 、 Dolby Digital EX および DTS-ES 
エンコードされた入カソースに対して、 6.1 ch サラ 
ウンドが提供されまず。 

アナ□グ入力を選択したときは、このモードは利用 
できません。 

Dolby Digital EX 

このモードでは、峡画館で再生される Dolby 
Digital Surround EX テクノ □ジーでエン〕ードさ 
れた映画のサウンドトラックは、プ□グラムのミ丰 
シングの際に追化されたチヤンネルを再生すること 
ができまず。 


サラウンドパックと呼ばれるこのチャンネルによ 
り、現在利用巧能なフ□ント左、フ□ントセン 
女一、フ□ントち、サラウンドち、サラウンド左、 
サブウーファーチャンネルに力□えて、リスナーの背 
後に音声が配置されます。 

この追加のチャンネルじよって、より繊細な後方 
音声イ分ージをリスナーに与えることができ、ぞれ 
によってこれまで(こない奧巧きや広がりのある音像 
がもた6されまず。 

システムじサラウンドパックスピーカーがない攝合 
は 、 Dolby Digital EX は利用できません。 

DTS-ES (Discrete 6.1, Matrix 6.1) 

このモードでは 、 DTS 5.1 ch 形まにサラウンドセ 
ンターチャンネル音声を追力日して音像定位を改善 
し、 6.1 ch 再生時の音像移動をより自然なものにし 
ます。 

本機には DTS - ES デコーダーが組み込まれてお 
り、 DVD などの DTS-ES Discrete エンコードと 
DTS-ES Matrix エンコードのソースを処理ずるこ 
>が了* き乐ザ 

DTS-ES Discrete 6.1 の特徴は、サラウンドバッ 
クチャンネルを含むずべてのチャンネルの独立した 
デジクル録音と、より質の高いオーディオ再生で 
ず。 

システムにサラウンドパックスピーカーがない攝合 
は、 DTS - ES は利巧できません。 


■ Dolby MODE 

Digital、Pro Logic lx MOVIE 、 

Pro Logic Ex MUSIC Pro Logic lx GAME 、 

Pro Logic Hz) 

このモードは 、 Dolby Digital と Dolby Surround 
でエンコードされた入カソースに使用します。 

DOLBY DIGITAL 

このモードは 、 Dolby Digital でエン〕ードきれた入 
カ ソースを 再生ずるときじ使用できまず。 

マルチチヤンネルエンコードされた 5.1 ch Dolby 
Digital ソースを再生すると、5つのメイン音声チヤ 
ンネル(左、センター、ち、サラウンド左、サラウ 
ンドち）と、 LFE チヤンネルからの音声が得られま 
ず。このモードでは Dolby Digital EX の才ーディ 
才はデコードできません。 

Dolby Pro Logic 丑 x じは次の5つのモードがあ 
U ます。 


Pro Logic Qx MOVIE 

このモードでは 、 Dolby Surround エン〕ードされ 
たステレオ映画のサウンドトラックか6、 6.1 ch も 
しくは 7.1 ch のサラウンド音声が得られます。 

Pro Logic lx MUSIC 

このモードでは CD 、 テープ、 FM 、 テレビ、ステレ 
オビデオなど従来型の（アナ□グちしくはデジクル 
の）ステレオソースから、 6.1 ch もしくは 7.1 ch の 
サラウンド音声が得られます。 

Pro Logic lx GAME 

このモードでは、サラウンド低域をシステムのサブ 
ウーファーに割り振ることじよって、強い低域サラ 
ウンド効果を再現しまず。 

5.1ch + Pro Logic lx Movie 

このモードでは、映画サウンドトラックの日. 1 ch 
ソースから、 7.1 ch のサラウンド音声が得られま 
ず。 

5.1 ch + Pro Logic lx Music 

このモードでは、 5.1 ch のサウンドトラック-ソー 
スから、 6.1 ch もしくは 7.1 ch のサラウンド音声が 
得6れまず。 

Pro Logic Hz 

Dolby Pro Logic むは、ソースに収録されている 
高い所で鳴っている r 空間的な手がかり」を持った 
音響成分から、フ□ント■八イトチャンネル信号 
を生成し出力するデコード巧術です。2チャンネル 
ソースや7.1/5.1マルチチヤンネルソースなどのあ 
6ゆるソースに対応しまず。 

リスニング空間の前ち上の左ちじ八イトスピーカー 
を力 □えることで、 映画/音楽/ゲームなどの再を 
により一層の空間の広がり感や奧行き感をお楽しみ 
いただけまず。 

フ□ント八イトスピーカーは本棚などじ設置できま 
ずので、サラウンドパックスピーカーのようにフロ 
アスペースを使わずじ、より簡単に理想的なサラウ 
ンド環境を作ることができます。 


〔ごを意 

SPEAKER SETUP メニューで SURR. B を 
"NONE " に 設定したときは、 Pro Logic 11 x モー 
ドは Pro Logic n モードと してデコードしま 
す。 （29 ページ参照） 


その他 


■ dts 

d じ， Neo:6 Cinema, Neo:6 Music 

このモードは DVD 、 CD のような DTS エンコード 
されたソースの視聴用でず。 Neo : 目は 2 ch ソース 
の視聴巧です。 

dts 

このモードは dts マルチチャンネルエンコードさ 
れたソースを再をずるときじ使用できます。 

マルチチャンネルエンコードされた 5.1 ch dts ソー 
スを再生すると、5つのメイン音声チャンネル(左、 
センター、ち、サラウンド左、サラウンドち）と、 
LFE チャンネルか6の音声が得られまず。 

このモードでは DTS - ES でのデコードは利用でき 
ません。 

またアナ□グ入力を選択したときは、 DTS モードは 
利用できません。 

Neo:6 Cinema, Neo:6 Music 

このモードでは高精度デジタルマトリックステクノ 
□ジーを使巧して、 2 ch 信号を目 ch 信号にデコー 
ドしまず。 

DTS Neo :6 デコーダーには、チャンネルの周波数 
特性ばかりでなくチャンネルセパレーションにおい 
てちほ I すディスクリートであるという特性がありま 
す。 

再生ずる信号に応じて 、 DTS Neo :6 は映画再生巧 
(こ最適化された Neo ：6 Cinema モードか、音楽再 
生用に最適化された Neo : 目 Music モードのいずれ 
かを使用します。 

■ CIRCLE SURROUND n 

(CS n - CINEMA、CS n - MUSIC . 

CS n - MONO ) 

Circle Surround は、エン〕ードなしの素材とマル 
チチャンネルエンコードされた素材を、マルチチャ 
ンネルサラウンド再生できるようじ設計されていま 
ず。 

放送、ビデオテープ、ステレオレコード音楽を含 
む、すべての音楽と映画の再生において、下位互 
換性(こよる目.1チャンネルまでのサラウンド性能が 
リスナー(こ提供されます。 

ソースに応じて CS I - Cinema モード 、 CS I 
- Music モード 、 CS I - Mono モードのいずれかを 
選択できます。 


を部つを称：呈本を続 一 in 本揉作 応用接続シス- ムち卜 ごノ 応用操作困 一-たときは 
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その他 


■ STEREO 

このモードでは、ずべてのサラウンド処理が省略さ 
れます。 

ステレオソースで、 PCM オーディオやアナ□グス 
テレオが入力されたときは、左チヤンネルとちチヤ 
ンネルが通常の再生をおこないまず。 

Dolby Digital ch DTS ソースの場含は、 5.1 ch が 
2 ch ステレオじ変換されます。 


■ Dolby Virtual Speaker 

ドルビーバーチヤルスピーカーはドルビーラボラト 
リーズにより承認された技術であり、マルチチャン 
ネルドルビーデジタルソースを2本のスピーカー 
から出力し、バーチャル化されたサラウンド音声 
体験を作り化します。さらにドルビーパーチャル 
スピーカーはドルビープ□□ジックやドルビープ □ 
□ジック I (こより作り化されたサラウンド音響効果 
をシミュレートしまず。ドルピーパーチヤルスピー 
カーは元のマルチチャンネルオーディオ情報をすべ 
て保持してリスナー(こスピーカーじ囲まれているか 
のような感覚を提供します。 


■ MULTI CH ( MOVIE ， MUSIC ) 

このモードは、 2 ch ソースか6より広く、より奧巧 
きがあり、より自がな音塌を作成する場含に使用 
しまず。 

そのような音場は、左チャンネル信号を左フ□ント 
スピーカーと左サラウンドスピーカーの両方に、ち 
チャンネル信号をちフ□ントスピーカーとちサラウ 
ンドスピーカーの両方に振り分けることによって実 
現されます。さらにセンクーチヤンネルでは、ち 
チャンネルと左チャンネルを融含した音声が再生さ 
れまず。 


■ Neural Surround 

Neural Surround は音楽再生のためじ開発きれた 
最新のサラウンド技術でず。音響ム理学に基づい 
た周激数領域処理をおこなうことにより、優れた 
チャンネルセパレーションと定位を実現し、より精 
細なサウンドステージを再現しまず。 


■ MPEG -2 AAC 

BS デジタル放送および地上渡デジタル放送が採用 
している音声方まで、 MPEG 2 規格のひとつです。 
高圧縮率と高音質が特長で、 2 ch ステレオ音声に化 
え、日. Ich サラウンド音声や多言語放送を可能にし 
ています。 

ごま意 ) 


DTS について 

• DTS 信号の再生はデジタル入力時のみ巧能で 
ず。 

DTS - CD や DTS - LD を再生する場合、プレーヤー 
のアナ□グ音声化力か6ノイズが化力されてい 
ることがあります。'必ずプレーヤーのデジクル 
化力端子と本機のデジクル入力端子を接続して 
ご使巧ください。 

上記ノイズ化力の理由じより、本磯で DTS-CD 
や DTS - LD を再生中は、デジ女ル、アナ□グ入力 
の切り替え動作などを禁止している塌合があり 
まず。一度プレーヤー側を STOP 状態にしてか 
6おこなってください。 

• お手持ちのプレーヤーじよっては、 DTS 再生を 
すると短いノイズが発生する場含があります。 
これは動作不良ではありません。 

• DTS レーザーディスクや DTS CD の信号がほ 
かのサラウンドモードで再生されている間は、 
Main Menu の Input Setup や A / D ボタンを使っ 
て、デジタル人力からアナ□グ入力へ切り替え 
ることはできません。 

• DTS エンコードされたソフトウェアをソーンで 
聴くことはできません。 

• VCROUT ' CD / CDROUT 端すからは、アナ□グ 
音声信号だけが出力されまず。これ6の端子を 
使用して DTS 対応の CD 皆 LD から録音しな 
いでください。 DTS エンコードされた信号は、 
ノイズとして歸音されてしまいます。 


各部の名栋基本接続 基本操作 応用接続 シスる ちた-な用操作困ったときは 
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Dolby Digital Surround EX について 

• Dolby Digital Surround EX エン〕ードされた 
ソフトウエアを目.1チヤンネルで再生ずるとき 
は、 EX / ES モードに設定:してください。 

• Dolby Digital Surround EX エン〕ードされた 
ソースの 中(こは、識別信号が含まれないちのが 
ありまず。この場合は手動で EX / ES モードを 
設をしてください。 


96 kHz/192 kHz PCM 才ーデイオについて 


• お手持ちの DVD プレーヤーじよっては、デジ女 
ル化力が制限されることがあります。詳細につ 
いては、お手持ちのプレーヤーの取扱説明書を 
参照してください。 

• DVD ディスクの中にはコピープ□テクト機能を 
持つものがありまず。このようなディスクを使 
用したときは、9目 kHz の PCM 信号は DVD プ 
レーヤーから出力されません。詳細じついては、 
お手持ちのプレー中一の取损説明書を参照して 
ください。 

HDCD について 

• HDCD はデジクル入力の場合にのみ有効です。 

• お手持ちの CD プレーヤーによっては、プレー 

ヤーを本機にデジタル接続しても特をの HDCD 
ソース信号を再をできない場合がありまず。 





サウンドについて 


•dts 

Neural Surround 

DTS Neural Surround は楽器やボーカル、残響な 
どマス丰ングされてしまいがちな音のディティール 
を再現し、今までの CD やデジクルメディアプレー 
ヤーなどの通常のステレオ信号やサラウンド処理さ 
れた信号では得ることのできなかった素晴らしい体 
験をリスナーに届けまず 。 DTS Neural Surround 
はサラウンドをさ6なる高いレベルに引き上げる巧 
術です。 


Diaital Surround 
ES|Neo:6|96/24 


cHs 

Master Aud 

cttS-H 

High Resolution 

ctti 

Express 


-HD 


-HD 

Audio 


DTS Manufactured under license from 
DTS Licensing Limited . DTS is a registered 
trademark & the DTS Logos and Symbol are 
trademarks of DTS , Inc . © 1996-2008 DTS , 
Inc . All Rights Reserved . 


" DTS " " DTS-HD マスクーオーディオ"および 
" DTS - HD 八イレゾリューシヨンオーディオ"は、 
Digital Theater System , Inc . の登歸商標または商 
標です。 


.DTS-HD マスターオーデイオ 

DTS - HD マスターオーディオは、 プ□フェツシヨ 
ナルスタジオで作られるマスター音源を、その品 
質のまま、デー女の損失なしじリスナーまで届け 
ることのできる技術でず。 DTS - HD マスターオー 
ディ オは、 96 KHz /24 bit では 7.1 チャンネル、 
192 kHz /24 bit では目チャンネル音声をオリジナ 
ル音源のデーなを欠損させることなく伝送ずること 
を可能にしています。 DTS - HD マスターオーディ 
才は、音楽や映画の音声の作り手であるアーティス 
卜の意國したとおりの音声を受け手に届けるための 
貴重な技術であるといえましょう。 


.DTS-HD ハイレゾリユーシヨンオーデイオ 

DTS - HD 八イレソリユーシヨン-オーディオは、 
最大 7.1 チヤンネルまでの音声をほぼオリジナルと 
区別できない八イクォリティで伝送ずることが可能 
な フォーマツ トでず。 DTS - HD 八イレソ リユーシヨ 
ン-才ーディオは96 KHz /24 bit の 7.1 チヤンネ 
ルの音声を伝送可能にしています。 


その他 


田 DOLBY 田 DOLBY 


_ DIGITAL EX I 

PRO LOGIC llx I 

DOLBY 


VIRTUAL 

SPEAKER 


田 

PRI 


田 DOLBY 


0 LOGIC llzl 


trueTTT 




田 DOLBY 

DIGITA し P し US i 


巧 


エーエーシー アドバンスド オーディオ コーディング 

AAC (Advanced Audio Coding) 

己 S デジタル放送および地上波デジタル放送が採巧 
している音声方まで、 MPEG 2 規格のひとつでず。 
高圧縮率と高音質が特長で、 2 CH ステレオ音声に 
力□え、日. 1 CH サラウンド音声作多言語放送を巧能に 
していまず。 W 下はパテントナンバーでず。 


ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造 
されています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 、 およびダブル D 記 
号および" AAC " □二[は、ドルビーラボラトリーズ 
の商標でず。 

• Dolby TrueHD 

Dolby TrueHD は、次世代光ディスクメディアに 
操用されている□スレス（可逆型）オーディオテク 
ノ □ジーでず 。 Dolby TrueHD はスタジオマスター 
の高品質な音声デー女を ビッ 卜単位の精度まで完 
全に再現します。 HD 映像と組み合わせることじ 
より 、 Dolby TrueHD はこれまで想像できなかった 
ほど八イクオリティなホームシアクー体験を提供 
します。9目 kHz /24 bit では最大8チャンネル、 
192 kHz /24 bit では最大目チャンネルの音声の記 
録が可能でず。 

• Dolby Digital Plus 

Dolby Digital を高音質-高機能に進化させた Dolby 
Digital 円 us は、 HD クオリティのデジタル TV 放送 
や光ディスクメディア、オンラインコンテンツなど 
の A / V エンタテインメントじさら にリ、ソチな サラウ 
ンドサウンドを提供ずるための柔軟性と効率性を借 
えていまず 。 Dolby Digital 円 us の優れた〕ーディ 
ング効率じより、映像やその化のサービスのために 
割リ当てるビットレートに影響を与えることなく、 
最大 7.1 チャンネルの高品質なサラウンド音声を実 
現することが可能(こなります。 
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あ用操作困ったときは 
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その他 


srs ぷ 

Circle Surround II 

Circle Surround I し SRS と廣記号は SRS Labs , 
Inc . の商標です。 ’ 

Circle Surround II 损耐ま 、 SRS Labs , Inc . からの 
ライセンスに基づき製お化されています。 


Microsoft® 


HDCD 


， HDCD ®, High Definition Compatible 
Digital ® および Microsoft ® は、米国内や他の国に 
おけるマイク□ソフト社の登録商標または商標で 
す。 HDCD システムはマイク□ソフト社からのラ 
イセンスに基づき製造されています。この製品は下 
記の1つ W 上の特許によって保護されていまず。 
米国内： 5,479,168、5,638,074、5,640,161、 
己，808,574、5,838,274、5,854,600、5,864,311, 
己，872,531。 

才ーストラリア国内： 669114。 

その他の特許は化願中。 


Homi 

" HDMI " " H 口 mi " および " High-Definition 
Multimedia Interface " は HDMI Licensing LLC の 
商標または登録商標でず。 


著作権保護について 

本概ま HDCP ( High-band width Digital Content 
Protection ) じ対応しています。 HDCP はデー女 
の暗号化と相手機器の詔証からなるコピープ□テ 
クシヨン(著作権保護）技術でず。デジタル映像コ 
ンテンツの保護を目的じしており、本機と接続ず 
る機器も HDCP じ対応している必要があります。 
HDCP じ対応しているテレビ/モニクーなどと接 
続してください。また接続する機器の取扱説明書 
をご確認の上ご使用<ださい。 


AUDYSSEY 


DYNAMIC VOLUME 

MultEQ® 

性能の優れたスピーカーを導入しても、一般的な 
リスニングルームじは、その音質を劣化させるよ 
うな幾つかの要因があります。音質を劣化させる 
要因のひとつは、スピーカーからのオーディオ化力 
と、部屋の壁、床、天井といった大きな平面との 
柜互作用でず。入念なスピーカー配置および音響 
処理をおこなった場合でも、部屋の音響特性(こよっ 
て発生する重大な問題がありまず。例えば、スピー 
カーの近くの壁等の表面からの反射や、室内の大 
きな平行面の間に発生ずるを在汲などでず。ホー 
ムシアな一環境では、複数リスナーのリスニング 
ポイントがを在ずるため、状況はさ6に複雑です。 
各リスナーのリスニングポイントにおいてをじる音 
質への、部屋の音響特性による影響は大きく異な 
りまず。ぞの結果、室内(こおいて、それぞれのリ 
スナーごとに異なる度合いでシアター体験の劣化が 
生じます。 

特に250 H zJ ： i 下の周波数域では、轉リ合った2 
つの座席で1日 d 目わの音量の違いを呈ずる場合わ 
あります。この問題に対する解ず策は、各スピー 
カーが部屋の音響特性とどのように相互作用ずる 
のかを精密に測定した後で、音響特性の補正をお 
こなうことでず。部屋の音響特性によって生じる、 
スピーカーの周波数特性の変動の程度は座席ごと 
に大きく異なりますので、リスニングルームの権 
数箇所で音質を測定することが重要です。この複 
数箇所での測定は、リスナーが1人だけであって 
も'必要でず。これは、1ポイントだけの測走結果で 
は、リスニングルームの音響特性上の問題を正確 
[こ捉えることができず、多くの場合、結果として全 
体のパフォーマンスを損ねる場合があるためです。 
Audyssey MultEQ は、大きなリスニングエリア内 
の複数のリスナーを対象に、最適なリスニング環 
境を提供ずることを目的とした技術であり、複数 
のリスニングポイントで収集された各スピーカーか 
らのテストデータを総合的に分がし、部屋の音響 
特性を最ル化するための補正をおこなって、音響 
ム理学で知6れる人間の聴覚の周波数分解能と一 
致させます。 

さらに、 Mul 记 Q じよる補正は、周波数領域と時間 
領域に関して適用され、部屋の音響特性の従来の 
イコライゼーシヨン方までは発生する場含があっ 
た、不鮮明さや過剰な共鳴といったアーチファク 
卜を除去しまず。 


各部の名巧ま本接続 ぎ本操作 応用接続シス玄ちトアップ応用操作困ったときは 
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広いリスニングエリア内での周波数特性の問題の 
補正にがえて 、 Audyssey MultEQ では、完全自動 
化されたサウンドシステムのセットアップが提供さ 
れまず。これ(こより、アンプに接続されたスピー 
カーの数と、それらがサテライトスピーカーまたは 
サブウーファーであるかどうかが自動認識されま 
す。かなくとも1つのサブウーファーが接続され 
ている場合 、 Audyssey Mul 柜 Q では、各サテライ 
トスピーカーとサブウーファー間の最適なク□ス 
オーバー周波数が決をされます。スピーカーの極 
性が自動的にチェックされ、化のスピーカーに対 
して逆位相に接続されたスピーカーがある場合には 
警告されまず。メインリスニングポイントから各ス 
ピーカーまでの距離が測定され、各スピーカーか 
らサウンドが聴こえてくるタイミングが合うようじ 
ディレイが調整されまず。そして最終的には、各 
スピーカーの再生音量が測をされ、ずべて同じレ 
ベルじなるように音量トリムが調整されまず。 


本機は、 Audyssey ラボラトリーズ社か6のライセ 
ンスに基づき製造されています。米国および外国 
特許化願中です 。 Audyssey MultEQ , Audyssey 
Dynamic EQ および Audyssey Dynamic Volume 
は Audyssey ラボラトリーズ社の登録商標です。 


Windows および机 hdows Media Audio は、米 
国 Microsoft Corporation の米国およびその他の 
国における登録商標または商標でず。 

iTunes は、米国 Apple Inc . の米国およびその化 
の国における登録商標または商標です。 


fn) Made for 

过 iPod 


口 

1 Works with 

a 

1 iPhone 


Dynamic EQ™ 

Audyssey Dynamic EQ は、人間の聴覚や部屋の 
音響特性を考慮し、ボリュームレベルを下げた際 
に発生ずる音質の低下を防ぐ技術です。 

Dynamic EQ は 、 Audyssey MultEQ ® 技術と速動 
ずることにより、すべてのボリュームレペルに対し 
て最適なバランスの音質をずべてのリスナーに提供 
しまず。 


Dynamic Volume™ 

Audyssey Dynamic Volume は、テレビや峡画な 
ど再生されるコンテンツ内におけるボリュームレべ 
ルの変化(静かな音のシーンと大きな音のシーンの 
間など）をユーザーの好みのボリューム設定値に自 
動的に調整ずる技術でず。また 、 Dynamic Volume 
は Audyssey DynamicEQ の技術をアルゴリズム 
の中に取り込むことによりボリュームレベルの調整 
時やテレビチヤンネルの切り替え時、ステレオコ 
ンテンツか6サラウンドコンテンツなどの切り替え 
時でも低域特性作音質パランス、サラウンド効果、 
ダイア□グの明瞭さを保っていまず。 


• "Made for iPod " とは、特に iPod との接続用に 
設計され、 Apple の性能基準を満たずことをその 
開発者が保証している電子機器であることを示 
しまず。この機器の操作、および安全•規制基準 
の順守じついては、 Apple は責任を負いません。 

• "Works with iPhone " とは、特に iPhone との接 
縮用に設計され、 Apple の性能基準を満たすこと 
をその開発者が保証している電子機器であるこ 
とを示します。この機器の操作、および安全•規 
制基準の順守じついでま、 Apple は責任を負いま 
せん。 


iPod および iPhone は、米国およびその他の 
国々で登録された Apple Inc . の商標でず。 


Macrovision 

This product incorporates copyright protection 
technology that is protected by method claims 
of certain U . S . patents and other intellectual 
property rights owned by Macrovision 
Corporation and other rights owners . Use of 
this copyright protection technology must be 
authorized by Macrovision Corporation , and 
is intended for home and other limited viewing 
uses only unless otherwise authorized by 
Macrovision Corporation . Reverse engineering 
or disassembly is prohibited . 














仕な-外観マま回 


■ FM チューナー部 


■ ビデオ部 


周激数範囲 .76.0-90.0 MHz 

実用感度 . IHF 1.8 mV /16.4 dBf 

S /(\ l 比 . モノラル/ステレオ75/70 d 巨 

歪み . モノラル/ステレオ日. 2/0.3 % 

ステレオセパレーシヨン . 1 kHz 45 dB 

実効選択度 . +300 kHz 60 dB 

イメージ妨害比 . 83 MHz 50 dB 

チューナー化カレべル 

.1 kHz ， ±75 kHz Dev 800 mV 


信号方ま . NTSC 

入力-化カインピーダンス . 75 Q 

入化カレべル . 1 Vp-p 

S / N 比 . 60 d 巨 

周激数特性（ビデオ） . 5 Hz -8 MHz (-1 d 巨） 

周激数特性（コンポーネントビデオ） 

. 5 Hz -80 MHz (-3 池） 


■ AM チューナー部 


周激数範囲 .531-1602 kHz 

実用感度 . Loop 400 uV/m 

S / N 比 . 50 d 巨 

歪み .400 Hz , 3096 Mod . 0.596 

実効違択度 . +18 kHz 70 d 巨 


■ HDMI 

入化力端す：19ピン HDMI 端す 
HDMI Ver . I.Sa 

(ディープカラー 、 Dolby TrueHD 、 
DTS-HD Master Audio , 

スーパーオーディオ CD , 

DVD オーディオ巧応） 


■ 才ーデイオ部 


定巧出力り0 Hz - 20 kHz / THD =0.08%) 


フ□ント L/R . 

. 80 

110 W/Ch 

センター . 

.8 Q 

110机/饥 

サラウンド L/R . 

.8 Q 

110机/饥 

サラウンドバック L/R . 

.8 Q 

110机/饥 

実用最大出力 ( JEITA ) 

フ□ント L/R . 

.6 Q 

160 W/Ch 

センター . 

. 60 

160 W/Ch 

サラウンド L/R . 

.6 Q 

160 W/Ch 

サラウンドバック L/R . 

. 60 

160 W/Ch 


■付属品 

リモコン ( RC 007 SR ). 1 

単4お乾電池 . 2 

マイク . 1 

AM ループアンテナ . 1 

FM アンテナ . 1 

電源コード . 1 

ワイヤレス レシーバー RX 1 日 1 . 1 

取扱説明書 . 1 

保証書 . 1 


へ、ソドホン定格化力 

. 370 mW (1 kHz , 0.0896 ,320) 

入力感度/インピーダンス . 180 mV /47 kO 

S / NI 比(アナ□グ入力/ピュアダイレクト） 

. 105 dB 

周波数特性 

(アナ□グ入力/ピュアダイレクト） 

.8 Hz - 100 kHz け 3 d 巨) 

(デジタル入力/9目 kHz PCM ) 
. 8 Hz — 45 kHz (+ 3 d 巨） 


■燃合 

電源電圧 . AC 100 V 50/60 Hz 

消費電力(電気用品安全法じよる） . 目50机 

待機電力 

^ノーマル） . 0.7机 

CL コノミー) .0.4 机 

重量 .12.7 kg 


本機の仕様および外観は、改良のため予告なくを 
更することがありますのでご了承ください。 




iiOiiiiDiiiliOii IIDII 刪 I 刪酬 IDliUilill 删圓 
IIDHIIIIil 晒隱圍 I 国 11111111 ODI 隱刪 111 illllHil 酬 H 
iilDI IDIIIII 剛 inililDliill 剛 II 
iilDI IDi 剛剛删 iliiii 剛剛 flO 
ill I 晒眶删 I 删 ilDlilil 眶删 II 
ini IDII 删 II 酬 111111 ilill 隱删 I 
MDI III 隱删酬 HDMIllDII 隱删 I 
IHI III 隱删酬 11111111 Dlil 眶刪画 
imm 1111刪 iwi 圓画 Di 画刪 II 
iDi HID 刚刪 DDDDDDDIDDDIDIDI 刪 I 剛酬 


001 DDiDiilDIIDD 刪 DIOOO 
1111 DlililDIID 剛 Dlili 
Hiliili 隱删隱删酬 I 
Hillllllli 隱删隱删 li 
IDHDIDIDIDI 国删眶酬 DID 
画圆圆圆 ID 画画 I 刪 Dl 
llUDllli 晒 11 画删 IID 
加 HDUGIlGliD 隱刪 I 隨 HD 


その他 



i s マの 


々：，，部つを称基本接続 一 in 本霉作 た用接続ミムセに；ノた用操作困ったときは 
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その他 


お手入れ 


• 本磯が汚れたときはやわ6かい巧でからぶきし 
てください。汚れがひどいときはやわらかい布 
じ食器用洗剤を5〜6倍にうすめた液を覆し、固 
く絞ってか6汚れをふきとってください。その 
禮、乾いた布でからぶきしてください。 

• アルコール、シンナー、ペンジン、殺虫剤など揮 
発性のものが付着すると塗装がはげたり、光沢 
が失われることがありますから絶対にご使用に 
ならないでください。 

また、化学ぞうきんでこすったり、長時間接触さ 
せたままじしておきますと変質したり、塗料がは 
げたりずることがありまずのでご注意ください。 


ステレオ音のエチケッ 


薬しい音楽も時と場所によっては気になるもので 
す。麟近所への配慮(思いやり）を十分[こいたしま 
しょう。 

ステレオの音量はあなたのムがけ次第で大きくもル 
さくもなりまず。特に静かな夜間にはルさな音でも 
通りやずいものでず。夜間の音楽観賞には特に気 
を配りましょう。窓を開めたり、ヘッドホンをごイを 
用になるのも一つの方法です。お互い(こむを配り、 
快い生活環境を守りましょう。 



■ へッドホンのご®用について 

へッドホン使用時は音量を上げずぎないようごま意 
ください。大きな音量で長時間続けて闇<と、聴 
力に悪い影響を与えることがあります。 
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巧証 • アフターヴービスについて 


1. この商品には保証書を別途添がしてあります。 
保証書は「販売店が，保証期間」をご確認の上、販 
売店からお受け取りいただき、よくお読みの上、 
大切に保存してください。 

2. 本体の保証期間はお買い上げ日より1年間です。 
お買い上げ販売店または弊社営業所で保証記載 
事項に基づき「無料修理」致します。 

3. 保証期間經過後の修理について。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様 
のご要望により有料修理致します。 

4. 当社はこの製品の補修巧性能部品を製造な切後 
最低8年間保有しています。 

5. 補修用部品 I の詳細-ご贈答-ご転居等アフター 
サービスについての不明な点は、お買い上げ販 
売店または当せサービスセンターじ遠慮なくご 
相談ください。 

目.修理を依頼される際には、お手数でずがもう 一 
度"困ったときは"をご参照の上よくお調べく 
ださい。それでも直6ない時は、必ず電源プラ 
グを抜いてから、お買い上げ販売店または当社 
サービスセンター[こご連絡ください。 


ご連絡いただきたい内容 

1) 品を AV サラウンドレシーパー 

の 品番 SR 6004 

3 ) シリアルナンバー(製造番号） 

4 ) お買い上げ日年月日 

5 ) 故障の状況(できるだけ具体的に） 

6 ) ご住所 

7 ) おを前 

8 ) 電話番号 


















I Blu-ray Disc プレーャー 
ソース ボタンる ： BD 


Denon. 5034, 5035, 5036 

Hitachi. 5031,50 32, 加 33 

Integra. 已 013 

JVC.5014, 501 日 , 如 17, 5018, 5019, 5020 

LG. 5010, 5011 

Marantz.5000, 5026, 5027 

Mitsubishi.5024, 5025 

Onkyo. 已 013 

Panasonic. 5001, 5002, 5003 

Philips.5004 

Pioneer. 已 005 

RCA.5012 

Samsung. 500 已 

Sharp.5028, 加 2 日 ， 5030 

Sony.5007, 5008, 5009, 5016 

Toshiba.5012 

Yamaha. 5021,50 22, 如 23 


■ DVD プレーャー 

ソース ボタンを ； DVD 


Aiwa. 203 目 , 2037 

Apex. 2012, 2017, 2018, 201 日 , 2021 ■ 20% 

BOSE. 2038, 203 日， 20 日 3 

Denon. 2047, 2048 

Funai. 2049 

GE.2009, 202 日， 2029, 2033 

Harman Kardon.2061 

Hitachi.2008, 2012, 2031 

JVC.2006, 2010, 2040, 2041, 2042, 2043 

Kenwood.2053, 2054 

Koss.2058 

Magnavox. 200 7, 2011, 2023, 2025 

M a ran に .2025, 2065 

Maran に （ Blu-ray).2064 

Mitsubishi. 2011,2015 

Onkyo.2062 

Oritron.2009, 2030 

Panasonic.2003, 2015, 201 目 , 2055 

Philips.2 邮 7, 2011,2058 

Pioneer. 200 2, 2014, 2056 

ProScan.2009, 2020, 2032 

RCA.2005, 2009, 2020, 2035, 2057 

Sampo.2041 

Samsung.2008, 2012, 2022, 2024, 2027 

Sanyo.2050, 2052 

Sharp.2044, 2045 

Sherwood.2051 

Sony. 2001,20 13, 2059 

Toshiba.2004, 2008, 2026, 2028 

Yamaha.2046, 2060 

Zenith. 2010 


その他 


■ 衛星放送チューナ ー 
ソース ボタンる ： DSS 


Alphastar. 4027 

Amstrad. 4046, 4047, 4050 

Atsky. 4048 

BSkyB . 4021,40 45, 4046 

Chaparral.4039 

DIRECTV. 4001,40 16, 4044 

D に H Network. 4030 

Drake.4026 

EchoStar..... 4007, 4017, 4018, 4019, 4020, 4062, 4063, 4064 

Eurosky.4047, 4056 

Express Vu. 4017 

Foxtel.4051 

Freesat.4056 

Fujitsu.4025 

GE.4002, 4008, 4009 

General Instruments.403 日 , 4037 

Gradients.4044,4057 

Hitachi. 4001,4015 

Hughes. 4001,4016 

Humax.4049, 4050, 4051,40 52, 4053 

Janeil.4025 

JVC.4017 

Mitsubishi. 4001 

Nokia.4058, 4059, 4060, 4061 

Optima.4048 

Panasonic.4004, 4010 

Philips. 4031,40 35, 4044, 4057 

ProScan. 400 2, 400 8,400 日 , 4011 

Radio Shack.403 日 , 4037 

RCA. 400 2, 4008, 4009, 4029 

Realistic.4040 

Rural Cable.4036 

Samsung.4022, 4027, 4042, 4043, 40 加 , 4054, 4055 

Schneider. 4041,4043 

SKY.4044, 4045, 4057 

Skyplus.4048 

Skysat. 4041,40 47, 405 日 

Sony. 400 3, 4012, 4014, 4065, 4066, 4067 

Star Choice.4032 

Star Irak.4024 

STS.4038 

SuperDish.4028 

Teac.4049 


Thomson.4046,4056 

Toshiba. 4001,4034 

Uniden.4005, 400 6,4013 

Universum.4056 

Video Pall.4025 

Zenith.4023,4025,4033 

■ テレビ 
ソース ボタンる ： TV 


Acer.1141 

Admiral.1002,1009,1089 

Aiko. 1059 

Aiwa. 1117,1118 

Akai. 1001 

Amtron. 1023 

Anam. 1113 

Anam National.1023,1069, 1092 

AOC. 1003,1024 ,1049,1127 

Audiovox. 1023 

Bell & Howell. 1009,1025 

Benq. 1104,1142 

Broksonic.1003,1097,1098,1113 

Celebrity. 1001 

Citizen.1003,1013,1023,1026,1059,1063 

Colortyme. 100 3,1043 

Contec. 1113 

Contec/Cony.1023,1045, 1047 

Craig.1020,1022,1023,1113 

Crown.1023, 1067 

Curtis Mathes.....1 邮 3,1013,1025, 102 6,1062,1103, 1110 
Daewoo...... 100 3, 101 3,1024, 103 5, 103 6,1059, 1084,1101 

Daytron.1003,1013,1016 

Dimensia.1103, 1110 

Dumont.1003,1010,1153 

Electroband. 1001 

Electrohome. 1001,100 3,1069, 1133 

Emerson..... 100 3, 101 3, 101 5,1020,1021, 102 2, 102 3, 1025 
1038,1044, 104 5,1048,1055,1061,1094, 1096 
1099,1101,1113 

Envision. 1003 

Fisher.1025,1051,1091,1160 

Fujitsu. 1038,1124,1125 ,1155 

Funai.1023,1038,1113 

Gateway.1150 


GE.1 邮 3, 101 8, 102 2,1046,1054,1069, 1085,1103 

1110,1113,1133 ,1136,1153 


を部つを称呈本を続 I in 本填作 だ用接続ミムち卜ご > だ用操作国一/厂」ときは 
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その他 


Goldstar. 1003,1013,1024,1030,1045,1080,1100 

1112,1154 

Hallmark. 1003 

Hisense.1116 

Hitachi.1003, 101 2,1031,1032,1037,1041,1045 

1047,1065,1068,1082,1088, 1094 ,113 日 
1140,114 日 ， 1159 

Infinity.1067 

Janeil. … 4 

JBL. 1067 

JC Penney.1003,1013,1018,1019,1024,1026,1046 

1047,1054,1063,1083, 1085 , 1100, 11 日 3 
1110,1112,1133 ,1154 

Jensen. 1003 

JVC.1028,1029,1045,1047,1050,1060,1065 

Kawasho. 1001, 1003 

Kenwood.1003 

Kloss Novabeam.1023,1056, 1057 ,1134 

KTV.1013,1023,1033,1034,1073,1099,1113 

LG.1024,1030 

M.Wards.1002,1009,1038 

Magnavox.1003, 105 2, 105 3,1056, 1057 

1063.1067.1081.1106 

Marantz.10 日 3,1031,10 日 7,1122 

Mitsubishi.1003,1024, 1051 ,111 巳， 1122,1133 

Motorola.1014,1069 

NEC.1003,1012,1024,1043,1069 

NET-TV.1137,1150 

Orion.1020,1096 

Panasonic.1017,1067,1069,109 巳 ,1111 

Philips.1003, 1011, 104 己， 105 2, 105 4,1056, 105 7, 1058 

1063.1067.1069.1106 
Pioneer.1003,1018, 103 7,1070,1071, 1094 

1145,1147,1149 

Plasmsync.113 巳 

Portland.1003,1013,1024,1059 

Price Club.1026 

Prism.1018 

ProScan … 1004, 100 5,1006,1007,1008, 1085 ,1103, 1110 

Proton.1003, 1045 

Quasar.1010,1069,1073,1111,1153 

Radio Shack........ 1003,1013,1015,1023,1024,1025,1045 

1100,1103,1110 ,1113 

RCA.1003,1004,1005,1006,1007,1008,1014, 1024 

1049,1069,1075,1079,1085,1087,1088, 1093 
1094,11 日 1,1103,1110, 1113,1153 
Realistic..... 1013,1015,1023,102 日， 104 日， 11 日 0,11 日 3, 1110 
Bunco. 1010,1153 


Sampo. 1150 

Samsung.... 1003, 101 3, 102 4,102 目， 1040, 104 5,1062, 1078 
1083, 1090 , 1100, 1105,1114,1120,1121,1146 
1148,1157 

Sansui. 1119 

Sanyo.....1003,1025,1051,1072,1077,1091,1156,1157,1158 

Sharp.1003, 101 3, 101 4, 101 5, 104 5, 105 5,1064,1066 

107 日 '1089 '1123 

Signature. 1009 

Sony. 1001,1102 ,1108 

Soundesign.1003, 102 3, 103 8, 1063 ,1113 

Starlite. 1023 

Supre-Macy. 1134 

Sylvania..... 100 3,103 日， 104 2, 105 2, 105 3,105 目， 105 7,10 日 3 

10 日 7,1089,1151 

Symphonic. 1023,1039,1044 

Tandy. 1014 

Tatung.10 己 9 

Technics. 1018 

Techwood.1003, 1018 

Teknika.......1003,1009, 101 3, 102 3, 102 4,102 目， 103 8,104 已 

1047,1059,1063,1111,1113 

Telecaption. 1074 

Toshiba....... 100 3, 1010,102 5,102 目， 104 2, 107 4,1098,1107 

1111,1135,1136 

Totevision.1013 

Universal.1046, 1054 

Video Concepts. 1113 

ViewSonic.1006, 1022 ,1109,1128,1129,1130,1131 

1138,1143,1145,1150 

Wards.1003,1009, 101 5, 102 4, 103 8, 104 4,104 日 ,1052 

1054,105 目， 105 7,1067,108 日， 1103 , 1110 

White Westinghouse. 1001,1101 

Yamaha. 1003 ,1024 

Zenith.1003,1009,1010,1132,1144,1153 


各部の名お基本接続 暮ネ操作 応用接続シさムち卜てノ お用操作困ったときは 
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■ CD プ レーャー 

ソース ボタンる ： CD 


AIWA. 3001,3002, 3003 

AKAl. 3004, 3005, 3006 

AUDIO . 3007 

AUDIO LABS. 3008 

CALIFORNIA. 3008 

CARVER.3010, 3011,3009 

CASIO. 3012, 3020 

CURTIS.3020, 3012 

DEMON.3013 

EMERSON.3014 

FISHER. 3011,30 15, 3016, 3017, 3018 

GE.3019 

GENEXXA.3014, 3021,3020 

HARMON. 3022, 3023, 30 引 

HITACHI. 3020 

INKEL.3024 

JC PENNEY.3012, 3020, 3025 

JVC.3026, 3027 

KARDON. 3022, 30 引 ， 3023 

KENWOOD.3028, 302 日 , 3030, 3031,30 32, 3033 

KRELL.3010 

LUXMAN.3035, 3036, 3037, 3038 

LX 1.3012, 3020, 3014 

MAGNAVOX.3010, 3039, 3040 

MARANTZ.3010, 3041■ 3042, 3043 

MATHES.3012, 3020 

MCS.3012, 3020 

MGA.3023 

M に SION.3010 

MITSUBISHI.3023, 3044 

NAD. 3034, 3045 

NAKAMICHI.3046, 3047, 3048 

NEC MCS.3025 

NIKKO. 300 7,3016 

ONKYO.3049, 30 加 , 3051,3052 

3055,3102,3103 

OPTIMUS. 3011,30 14, 3020, 3028, 3053, 3054, 305 日 

3057, 3058, 3059 

PANASONIC. 300 8, 3060, 3061 

PHILIPS. 300 9, 3010, 3010, 3040 

PIONEER.3020, 3021,30 62, 3 邮 3, 3064 

QUASAR.3008 

RCA. 3011,30 14, 3065, 306 日 , 3067, 3068, 3069 

REALISTIC. 3011,30 14, 3020, 3042, 3054, 3057 

ROTEL.3010 


RS ORIGINAL … 

.3070 

SAE. 

.3010,3083 

SAMSUNG. 

.3071 


SANSUI.3014,3068,3072,3073 

SANYO. 3011,3018, 3074,3075,3076 


SCOTT. 

.3014 

SEARS. 

.3012,3014,3020,3028,3042 

SHARP. 

.3028, 3042, 3077 

SHERWOOD .….… 

.3042,3056,3070,3078,3024 

SHURE. 

.3025 

SONY. 

3039,3079,3080, 3081,30 82,3097,3098 


3099,3100,3101 

SYLVANIA. 

. 3010 

SYMPHONIC....... 

.3083 

TEAC. 

3016,3042,3057,3083,3084,3085,3086 

TECHNICA. 

.3007,3008, 3061,30 87,3088 

THETA DIGITAL... 

. 3040 

TOSHIBA. 

.3045 

VICTOR. 

.3026 

YAMAHA. 

. 300 7,3089,3090, 3091,3092 

ZENITH. 

.3016,3093,3094,3095,3096 
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mai^antz 


お客様ご相談センター 


巧 （03) 3719-3481 

ご相談受付時間 

9 : 30 - 12 : 0013 : 00- 17 : 00 
(±日祝日当社休日を除く） 


修理に関しましては添付の 「製品のご相談と修理.サービス窓口のご案内」 をご覧くださし、。 


株式会社マフンツコ ンシュ-マ-マ-ケティング 


当社の最新情報をインターネット上でご覧下さい。 

http://www.marantz.jp 
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